















































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「随ずい分ぶんと急な展開になったもんだな……」

　オレは海を行く魔物バハムートの背に乗りながらそう呟つぶやく。

「第一大陸ケテル。そこにいる最後の六大勇者から世界樹の種をもらう。それがアンタの旅の目的よね？」

「ああ、そうだ。本来、この世界にある世界樹の数は十本。だけど、そのうちの六本は六大勇者の手により切り取られ、今あるのは四本だけだ」

　世界樹。

　それはこの世界を支ささえる生命の樹セフイロト。

　これらの支えがなくなった時、この世界は滅ほろびる。

　オレはその滅びを止めるべく、これまで様々な大陸を渡り歩き、そこにいる六大勇者と出会い、彼らから世界樹を切り取った際に手に入れた世界樹の宝石、即すなわち世界樹の種を受け取ってきた。

　オレの目的は世界樹の宝石を再び各大陸に植うえること。そして失った六本の世界樹を新たに栽さい培ばいし、この世界を支えること。

　現状、四本の世界樹だけで世界を支えることは難しく、遠からず崩ほう壊かいが始まる。

　それを防ふせぐために、全すべての勇者と会い、その協力を得ることがオレの旅の目的とも言えた。

「けど、今回ばかりはまずいわね。アンタが会おうとしている最後の勇者……」

「ああ。第一大陸にいる〝英雄勇者〟アラジン。今、そこに〝刻印の魔女〟アンスール率ひきいる魔物の軍勢が襲おそいかかっている……」

　オレの呟きに、隣となりにいるリリィに緊張が走るのが分かる。

　そしてリリィだけでなく、ジャック、バーン、ドラちゃん、そして今オレ達を大陸ケテルに運んでくれているバハムートことムーにも緊張の色が見える。

〝刻印の魔女〟アンスール。

　それはオレがこの旅を始めることによって現れた明確な障しよう害がい。

　オレ達にとっての──『敵』。

　奴は紅あかい刻こく印いんと呼ばれる謎なぞの紋もん様ようを右手に刻きざみ、その刻印の能力によってあらゆる魔物を支配し、操あやつることが可能である。

　これまでもオレは奴の刻印によって操られた魔物と戦ってきた。

　それは本来、世界樹を守るべく配置された最強のＳＳランクの魔物達だった。

　ベンヌ、アジ・ダハーカ、ベヒモス。

　どれも強力な魔物であり、その魔物達との戦いは熾し烈れつを極きわめた。

　だが、ＳＳランク魔物達自体は悪ではない。

　むしろ、彼女達はその誰だれもが被害者と言っていい存在だ。

　本来は心優しく、人と争いたくないと言ったものもいた。

　しかし、アンスールが持つ紅い刻印はそんな心を押おし潰つぶし、殺意と憎ぞう悪おのみに支配された凶暴な魔物へと変化させる。

　特にその内の一体。ベンヌとはオレは悲劇的な出会いと別れを経験した。

　ベンヌ──ルビィはまさにアンスールの紅い刻印の被害者であり、彼女のことは今思い出しても胸を締しめ付つけられる。

　あの時から、オレ達とアンスールは切っても切れない関係。

　いや、むしろ決着をつけねばならない存在と化していた。

　その存在が今、オレ達が向かっている最後の大陸ケテルにいる。

　これまでにない魔物の大軍勢をもって、おそらくはそこにいる最後の勇者を叩たたき潰すために。

　オレは焦あせる気持ちを落ち着かせるように胸のあたりを強く握にぎり締しめる。

「……ぱぱ……」

　隣を見ると、そこには不安な表情を浮かべた少女──スィの姿があった。

「大丈夫だよ、スィ。仮にまたアンスールと戦う事になっても、もう前みたいにあいつに捕つかまったりしない。むしろ、今度はオレ達があいつの顔を殴なぐって、その性しよう根ねを叩き直す番だ」

「……うん」

　そう言って笑顔を見せるオレであるが、スィの不安な表情は晴れない。

　見ると、その視線はリリィに向いていた。

　そこには今まで見せたことのないような表情を浮かべるリリィがいる。

「……リリィ」

「…………」

　問いかけるがリリィからの返事はない。

　その視線は遙はるか先を見ており、瞳ひとみの内には憎しみ、不安、恐怖、絶望、悲しみ。そんなあらゆる負の感情が混まじり合あっているようだ。

　再びオレが彼女の名を呼ぶと、リリィは何かにはじかれたようにオレの方を見る。

「え、き、キョウ？　な、何か呼んだ？」

「いや、お前の様子がちょっとおかしかったから」

「そ、そう？　べ、別にいつものままじゃない？」

　そう無理に笑うリリィだが、それがカラ元気なのは全員が理解している。当のリリィも乾かわいた笑いを収めると「……ごめん」と小さく謝あやまる。

「……確かにちょっと無理してるかもね。でも、仕し方かたないの……。アタシ、記憶を取り戻して、過去にアンスールがアタシにしたことを思い出したから……。だから、今度あいつに会ったらアタシは自分を抑おさえられるか分からない……」

「リリィ……」

　険けわしい表情を浮かべるリリィであったが、それも当然だ。

　リリィの正体はＳＳランク魔物のバロン。

　そして、親友リリィをその手で殺あやめてしまった過去を持つ。

　その過程にはアンスールの存在がある。リリィもまた紅い刻印によって望まぬ非ひ道どうを行わされた被害者であるのだから。

　今にして思えば、その時からアンスールとの因いん縁ねんは始まっていたと言える。

　アンスール。

　今度ばかりはオレも容よう赦しやはしない。

　これまでお前の被害にあった魔物と人々。彼らのためにも必ずお前を止める。

　その決意をもって拳こぶしを握る。気づくとそんなオレの手を握る小さな感触があった。

「スィ？」

　見ると、不安な表情をしつつも、どこか今までにない決意に満みちた表情をしたスィがいた。

「……ぱぱ、まま……。スィもぱぱ達のちからになる……。ぱぱとままをくるしめるひとがいたら、こんどはスィもいっしょにたたかう！」

　そう言ってこれまでにないハッキリとした宣言をするスィに、オレだけでなくリリィやジャック達まで驚おどろいたように目を丸くする。

　そんな必死なスィの姿にオレは元気をもらえた気がした。

「うん、ありがとうなスィ。けど、大丈夫。スィの力をもらわなくても、オレ達でアンスールの奴を止めてみせるさ」

「ええ、その通りよ。スィちゃんは安心して後ろで見ていていいからね」

「だなっ。兄ちゃん達を守るのはオレの役割だしな」

「ぴぃー！」

「きゅうー！」

　リリィだけでなく、ジャック、バーン、ムーもそれに同意するように声をあげる。

　皆の返答に、スィは「……うん」と静かに頷うなずき返す。

　スィの気持ちは嬉しいが、こんな小さな子を戦いに巻き込むわけにはいかない。

　そのためにもアンスールとの決着はオレ達でつける。

　そう思い、再び前方に視線を移すと、遙か水平線の先に大陸の姿が見えた。

「──どうやら来たようね」

「ああ」

　リリィの呟きにオレは頷く。

　あれが第一大陸ケテル。

　最後の勇者がいる大陸にして、オレ達の宿敵アンスールがいる場所。

　遂ついに最後の決戦が迫せまる。

「よし、それじゃあ、向かうぞ！」

　覚悟を胸にオレ達は第一大陸ケテルへと赴おもむく。

　だが、その時のオレ達は知る由よしもなかった。

　この時すでに〝刻印の魔女〟との決着が思わぬ形でついていたことを──。





[image: ]







「これは……」

「一体どういうこと？」

　第一大陸ケテルに到着したオレ達は、まっすぐこの大陸の首都へと急いだ。

　だが、そこにあった光景は予想外の一言。

　街は一切破壊された跡あとがなく、門番も通常通り旅人であるオレ達を受け入れてくれた。

　そうして入った首都は、行ゆき交かう人達で活かつ気きづいており、まるでお祭りかなにかのように祝いわい事ごとをしている様子であった。

　とてもではないが魔物の軍勢が襲おそってきた後とは思えない。

「よお、兄ちゃん達。ぼーっとしてどうした？　旅人かい」

「あ、いえ、その……」

　予想外の平和っぷりに呆あつ気けにとられるオレ達に、街を歩いていた男の人が話しかけてくる。

　待てよ。

　この平へい穏おんな街並み。これが襲撃の後ではなく、前ならばどうだ？

　オレ達がこの大陸につくのが予想よりも早く、アンスールの襲撃よりも先に到着した。

　そう考えれば筋すじが通る。

　ならば、これはむしろチャンス！

　今ここに無数の魔物の軍勢が押し寄せていると警けい告こくすれば、この国の人達もすぐに警戒態勢をとって、魔物の襲撃に備そなえられる！

「大変なんです！　今ここに魔物の軍勢が押し寄せているんです！」

「なに？」

　オレの発言に怪け訝げんそうな顔をする男性。

　まあ、そりゃそうだよな。

　いきなりこんなことを言っても疑うたがわれるのは当然だ。

　だが、それでもこれは警告しなければならないことだ。

「いいから早く！　このことを街の皆、いや、この国にいる勇者さんに伝えてください！　世界に影を落とす〝刻こく印いんの魔女〟率ひきいる魔物の軍勢がもうすぐここに侵しん攻こうして──」

　オレがそう続けようとした瞬間、目の前の男性は急にお腹なかを抱えて笑いだした。

「あーはっはっはっはっ！　兄ちゃんおかしなことを言うなー」

「冗じよう談だんじゃないんです！　本当に魔物の軍勢が……！」

「いやいや、そうじゃないよ。知ってる知ってる。というか、その魔物の軍勢なら少し前にここに現れたぜ」

「えッ!?」

「ちょ、噓うそでしょう!?」

　男性の言葉にオレだけでなくリリィや他の皆も驚きよう愕がくする。

　オレ達の動どう揺ようをよそに男性はまるで何でもないとばかりに続ける。

「おっと、心配は無む用ようだぜ。見なよ。魔物による被害なんてないだろう？」

「た、確かにそれはそうですが……」

　男性の広げた手の先には、露ろ店てんや祝しゆく宴えんで盛もり上あがる街の人達の姿がある。

　よく見れば、城の兵士と思える人達もその宴うたげに参加しており、それはまるでなにかのパーティのようであった。

「確かに兄ちゃんの言う〝刻印の魔女〟率いる魔物の軍勢はこの国に襲撃してきたぜ。だが、何の問題もありはしねぇ。なぜなら、その魔物の軍勢も首しゆ魁かいであった〝刻印の魔女〟って奴も全すべてこの国の勇者であり王である〝英雄勇者〟アラジン様が倒してしまったからな！」

「なッ!?」

「〝刻印の魔女〟を、倒したですって!?」

　男性のその宣言に、オレ達はかつてない衝撃を受ける。

〝刻印の魔女〟アンスールが、倒された……!?

　それはとても素す直なおに受け入れられる事実ではなかった。

　なぜなら、あいつが持つ紅あかい刻印による脅きよう威い。それによって操あやつられる魔物達の恐ろしさをオレ達は誰だれよりもよく知っているからだ。

　事実、同じ六大勇者の一人である〝帝王勇者〟ロスタムさんが治おさめる国はアンスールによって操られたベンヌの襲撃により、滅亡寸前まで追い込まれた。

〝暴ぼう君くん勇者〟と呼ばれたザッハークさんに至いたっては全軍を率いてアンスールとの戦いに持ち込んだにもかかわらず、結局アンスールを仕し留とめるには至らなかった。

　いわば、それほどの強敵であり、オレ達にとっては超こえるべき最後の障壁。

　それがこんなにもアッサリと、オレ達の知らないところで終わりを迎えていたなんて……。

　唖あ然ぜんとするオレの肩かたを男性はカラカラと笑いながら叩たたいてくる。

「なーに、わざわざ忠告にこの国まで来てくれたのに悪かったな。とはいえ、今は戦勝後のパーティの真まっ最さい中ちゆうだ。よかったら兄ちゃん達も参加していきな。それにその〝刻印の魔女〟って奴は今、アラジン様が治める城の牢ろうに囚とらわれている。脱だつ獄ごくの心配はないから安心しな」

「!?　〝刻印の魔女〟を捕らえたんですか!?」

　男性の言った事実にオレは再び驚愕する。

　アンスールが捕らえられた……？

　この世界に闇やみを落としていた首しゆ謀ぼう者しや、オレ達の倒すべき敵がこんなアッサリと……!?

　次々と明かされる事実に脳が追いつかず、呆ぼう然ぜんと立っているオレ達に対し、しかし男性は笑いながら答える。

「おうよ。処しよ刑けいは一週間後とのことだ。よければ、その首謀者の首がはねられるところも見ていってくれよ」

　そう言って男性は祭りに紛まぎれるように去っていく。

　目の前には戦勝に浮かれたように踊る兵士や街の人達ばかり。

　しかし、オレ達だけはその空気についていけず、ただ呆然と立たち尽くしているのみ。

　やがて、どれくらいの時が経たったのか、オレの隣となりに立っていたリリィがポツリと呟つぶやく。

「……これで、終わったの……？」

「……リリィ？」

　見ると、そこにはオレ以上に事実を受け入れられない様子で呆然としているリリィの姿があった。

「これで全部終わり……？　アタシ達と〝刻印の魔女〟との因いん縁ねんが……こんなアッサリ、終着したの……？」

　放心しながらもリリィの拳こぶしは震ふるえていた。

　それはここへ来るまでに秘めていた決意。怒り。悲しみ。そうした全てをぶつけるべく覚悟を決めたはずの彼女の拳。

　だが、それがアンスールに届くことなく、全ての決着はついてしまった。

　オレ達は一切介かい入にゆうすることなく、かかわることなく、この世界の脅威である〝刻印の魔女〟の命は一週間後、完全に絶たたれることとなる。

　本来ならば、眼前で歓かん声せいを上げる人達と同じようにオレ達も喜ぶべきなのだろう。

　しかし、どうしてかそんな気分にはなれず、結局オレ達はここで起きた事実を受け入れるまで、ただ呆然とその場に立ち尽くすのであった──。





　　　　◇　◇　◇






「やー！　めでたいめでたい！　さすがは我らが国の勇者様だ！」

「ああ、あの方こそ、我らの上に立つべき英雄よ！」

「お前そんなこと言いながら、最初あの人が王位を継つぐ時、不満を言ってたじゃないか！」

「それを言うならお前さんもだろう！」

「いや、それは……けど、あの人は見事にオレ達の期待に応こたえてくれたよ！　これでこの世界から魔物なんて危険なものがなくなる日も近いんじゃないか！」

「けど、魔物がいないとオレらも生きていけないだろう。絶ぜつ滅めつさせたいとは思うが、やっぱ適てき度どに残ってもらわないと」

「ところが、そうでもないらしいぜ」

「どういう意味だ？」

「なんでもアラジン様いわく、その魔物に頼たよらなくてもだな……」

　現在、オレ達は祝しゆく賀が会かいが行われているレストランの一角で、戦勝気分に浸ひたる人々のざわめきを音楽に料理をつついていた。

　あれからとりあえず、場所を移そうということになって宿屋に入り、併へい設せつされていたレストランで一息ついていたのだ。

「……とりあえず、今の状況を確認するか」

「そうね」

　オレの一言にリリィが頷うなずく。

「まず、ここに襲撃に来たアンスールはこの国の勇者アラジンに倒され、今は牢の中らしい。もう奴の脅威はなくなったと考えるべきだろうな」

「……そうね」

　オレの確認に対し、静かに同意するリリィ。

　彼女としては色々と納なつ得とくできず、不完全燃焼のところがあるのだろう。

　正直、それはオレにもあるが、考えようによってはこれはある意味、理想的な終わりとも言える。

　オレ達の誰ひとり傷つくことなく、この大陸の勇者が全ての元凶である〝刻印の魔女〟アンスールを討うち取とった。

　何もあいつを倒すのはオレ達の役割というわけではない。

　他の誰かが倒してくれるなら、それに越こしたことはないんだと、今なら冷静に受け止められる。

「ってことは残るオレ達の目的は、この国にいる勇者アラジンって奴に会って『世界樹の宝石』をもらう。これさえ出来れば、オレの旅の目的は完了だ」

「そうよね。アンタの目的は世界樹を蘇よみがえらせること。それを考えるなら、アンスールと戦う必要なんてどこにもなかったわ」

　オレの宣言に対し、リリィも頷く。

　どうやら彼女も、それなりに納得したようだ。

　そうだ。元々、オレ達がすべき役割はこの世界の女神モコシことモーちゃんに頼たのまれた世界樹の再生。つまりは栽さい培ばい。

　それを完了させることによって、この世界の滅ほろびを食い止めること。

　さらにいえば、その世界樹と連動している魔王の娘スィの命を繋つなぎ止とめること。

　スィはこの世界に存在した魔王の娘であり、その命は世界樹と連動している。

　つまり全ての世界樹が倒れれば、この子の命もなくなる。

　そのことをスィ本人は知らない。今も口の周りを食べ物のソースで汚よごしながら、不思議そうな顔でオレを見つめてくる。

「まっ、なんにしてもオレらの目的はあんまり変わらないってことだ。このままこの国の王城に行って勇者に会って、宝石をもらって。それで終わりにしようぜ」

「……そうね。考えてみれば、アタシ達がアンスールにかかわる必要なんてどこにもなかったわ。一週間後に処刑っていうのなら、宝石をもらってそれを見てから、この国から出ていきましょう」

　そう言ってオレの考えに同意するようにリリィも頷く。

　うん。これで一件落着だ。

　元々オレは戦い自体好きではないし、巻き込まれるのもゴメンな性格だ。

　それがこのように決着したのだから、理想的と言っていい。

　そう思うとなんだかオレ達に運が向いてきた気がする。

　よーし、このまま料理を食べて、さっさと王城に向かうぞー！

　そう意い気き込ごむオレであったが、この時はまだ気づいていなかった。

　終わったはずの因縁。もうかかわることがないであろうアンスールとの縁えん。

　それが意外な形で、再びオレ達と交まじわることに。




「え？　ダメ？」

「当然だ。アラジン様がお前のような一般人に会うわけがないだろう」

　城を訪おとずれたオレ達に対し、門前払いを宣言したのは城の兵士であった。

　この国の勇者に会いたいと言ったら、即そく座ざに拒きよ絶ぜつされた。

「いや、あの待ってくださいよ。オレ達、どうしてもその勇者様に会わないといけない理由が……」

「どんな理由であれ、あの方に会いたいならまずは受付をしてもらおう。といっても会えるのは半年先だろうがな」

　は、半年!?　いくらなんでもそんなに待っていられないぞ。

　焦あせるオレに対し、隣にいたリリィが呆あきれたように呟く。

「なにやってんのよ、アンタ。今までもこういう時に一発で入れたアレがあったじゃない。さっさと出しなさいよ」

　アレ？　……ああ、アレか！　思い出した。

　確かにこれまで、こうした勇者のいる国に訪れた時、最初に出していたフリーパス券、別名六勇者からの推すい薦せん状じよう！

　そうだ。最初からそれを出せばよかったんだ。

　そう思ったオレは早さつ速そくバッグをまさぐるが……。

「あれ？」

　ない。

　これまで余よ裕ゆうで顔パスしてくれた推薦状が……。

　って、そうだ！　その推薦状って前に会った六大勇者からもらっていたやつだった！

　けど今回に限り、それはもらっていない。

　というのも、この大陸に来る前に会った勇者がアリババ。

　これまでオレが会ってきた勇者と違い、彼とは複雑な事情があり、円えん満まんという関係にはなれなかった。

　それプラス、魔物の軍勢がこの大陸に襲撃に来たという情報を聞いて、慌あわててビナー大陸を発たったのだ。

　無む論ろん、その際にアリババから推薦状をもらうなんてことは出来なかった。

　ふ、不ふ覚かく……！

　これまで当然すぎて、あまり気にしていなかったが他勇者からの推薦状がここまで絶ぜつ大だいな効果を持っていたとは……！

　これがあるとないとでは、マジで最初の一歩が大違いすぎる！

　思わぬ失敗に頭を悩ませるオレ。

　そんなオレを不ふ審しんそうに見つめる兵士であったが、やがて煩わずらわしくなったのか片手を振ふりながら、オレ達にどこかへ行けとアピールをしてくる。

「とにかくさっさと帰りな。仮に誰かからの紹介状があったとしても、アラジン様はいまこの国を襲った〝刻印の魔女〟の後あと始し末まつに忙いそがしいんだ。処刑の準備は勿もち論ろん、罪ざい人にんの監かん視しなどで大忙し。分かったら帰りな」

　そう言ってオレ達を追い出そうとする兵士に対し、反論する余よ地ちはどこにもなく、オレ達は城を後にするのだった。




「参まいったなぁ……これは一いつ旦たん、他の六大勇者から推薦状をもらってくるしかないか」

「そうね、さすがに半年も待っていられないからね。この近くだとシンに会いに行くというのはどうかしら？」

　シンか。確かに彼女とは結構な信頼関係を築けたので、頼めば書いてくれるかもしれない。

　となると、明日にはまたこの大陸から出発したほうがいいか。

　そんな事を考えての帰き路ろの途中であった。

「おっと、すみません」

　前から歩いてきた小こ柄がらな人物にぶつかる。

　全身を白いローブで包んだ怪あやしげな人物だ。

　その格かつ好こうに思わず眉まゆをひそめるが、旅人なら別段珍めずらしくもないかと、そのまま立ち去ろうとすると、

「ま、待って……！」

「え？」

　先ほどぶつかった人物がオレの服の袖そでを摑つかんで離さなかった。

　一体何だと思った矢先、目ま深ぶかにかぶっていたフードをその人物が取り去る。

　そこから現れたのはオレの友人の顔であった。

「お、お久しぶり……キョウさん……」

「イースちゃんか!?」

　そこにいたのは第八大陸にて別れたはずの友人、〝雪の魔女〟イースであった。

「久しぶりだな。イースちゃんもここに来ていたのか」

　思わぬ再会に喜ぶオレとリリィ達であったが、しかし当とうのイースちゃんは暗い表情のまま顔を伏ふせている。

　一体どうしたのだろうかと思った矢先、彼女の口からとんでもないセリフが飛び出した。

「助けて、ください……」

「え？」

「兄を……アンスールを助けてください……！」

　助ける？　アンスールを？

　思わぬ言葉に息を呑のむオレ達。

　しかし、イースちゃんの表情は真剣そのものであり、必死に涙を流すまいと堪こらえている様子が見えた。

「お願いです！　兄を、兄を助けて！　な、なんでもします！　私にできることはなんでもするから！　だから、キョウさん！　お願い、します……！」

「ち、ちょっと待ってよ！　イースちゃん！　一旦落ち着いて！」

　涙目で周りを気にせず叫ぶイースちゃんに、オレは慌てて自制するよう促うながす。

　近くにいた人達の注意を引きつけたようで、何人かが訝いぶかしむようにオレ達を見ている。

　まずい。さすがにここでは目立つ。

　しかも、イースちゃんの言うアンスールがこの国に囚われている〝刻印の魔女〟だと分かったら絶対、タダじゃすまない。

　オレはイースちゃんに落ち着くよう言い聞かせるが、彼女はこちらの言葉が聞こえてないのか必死に「お願いします……お願いします……！」と何度も連れん呼こしている。

「ちょっと落ち着きなさいよ、イース。いくらなんでもここじゃ目立つわ」

「……！　リリィ、さん……」

　そんなイースちゃんを落ち着かせるように彼女の腕を引っ張るリリィ。

　それで少し興奮が収まったのかイースちゃんは周りを見渡し、周囲の注目を集めているのに気づいて顔を真まっ赤かにすると、ローブの中から帽ぼう子しを取り出し、それを被かぶって顔を隠す。

「とにかく一旦、宿に行かないか、イース嬢じよう？　ここじゃあ、兄ちゃんもリリィ嬢も落ち着いて話を聞けないだろう」

「……はい」

　ジャックの一言にイースちゃんが頷き、オレ達は彼女を連れて宿へと向かうのであった。




「それで一体どういうことなんだ？　イースちゃん」

　借りていた部屋に戻ったオレ達はイースちゃんを囲んで説明を求めた。

「…………」

　いざ説明を求めるとイースちゃんは何事か考えるように沈ちん黙もくする。

　イースちゃんにとって、〝刻印の魔女〟アンスールは実の兄である。

　普通に考えれば、いかに非ひ道どうな行いをしたとはいえ肉親が殺されることに抵抗がない人間なんているはずがない。

　処刑されるというのなら、それを救出してくれと頼む気持ちも分かる。

　だが、アンスールのやった事を考えると、これはある意味、自業自得であり正当な報むくいとも言える。

　しかし、目の前にいるイースちゃんの肉親を見殺しにするというのも後味が悪い。

　オレ自身、どちらが正しいのか断言できずにいた。

　悩むオレに対し、イースちゃんが打ち明けた話は意外なものであった。

「……私、あれから兄の足跡を辿たどって、故こ郷きようであるここに戻ってきたの……」

「え？」

「故郷って、ここがアンタの故郷だったの？」

　リリィからの問いに頷くイースちゃん。

　そうだったのか、知らなかった。

　しかし、それが一体どうしたのだろうかと思った矢先、イースちゃんは続ける。

「最初はなぜ兄があんな各大陸にいる勇者を狙ねらうのか疑問で……それで故郷にその手がかりがないかと探したの……。最初は何も摑めなかった……でも、私と同じ故郷を生き延びた同どう胞ほうを見つけたの……」

「！　イースちゃんの仲間を!?」

　驚くオレ達に対し、イースちゃんは静かに頷く。

「その人に会って、それで……分かったの。どうして、兄があんなことを始めたのか……。それは全部、復ふく讐しゆうのためだった……」

「復讐？」

「うん……キョウさんには言ってなかったけど……私と兄の故郷は滅ぼされたの……この大陸に住む勇者の手によって……」

「なっ」

「…………」

　その一言に息を詰つまらせるオレ。一方のリリィはその事を知っていたのか静かにそれを受け止めていた。

「……私がキョウさん達のいた大陸に移り住んだのもそういうこと……。勇者のいない大陸で友達のドリちゃんと平和に暮らしたかった……けれど、兄は復讐の道を選んだ……」

　そういうことだったのか。

　アンスールがなぜあれほどまでに勇者のいる国を狙ったのか。

　それは全て故郷を滅ぼされたことへの憎しみ。

　確かに親、親族、友人、仲間の全てを殺されて憎しみを抱かない人間などいるはずがない。

　つまり、これまでの奴の行為は全て──

「故郷を滅ぼされたことへの復讐」

　そう呟くオレであったが、しかし、それは即座に否定された。

「ううん、違う」

「え？」

「確かにそれもあるんだろうけど……兄の憎しみの源みなもとは故郷だけじゃない。もっと別の……兄が愛したものを奪うばわれたことへの絶望」

「愛したもの。それって一体？」

　問いかけるオレにイースちゃんは驚くべき単語を呟いた。

「魔王」

「え？」

「兄は亡き魔王の復讐を果はたそうとしている」

「魔王？」

　それはあまりに意外なワードであった。

　魔王とは、かつてこの世界に存在した全ての魔物達の頂点に立つ存在。

　それは別名、世界樹の守護者であり、十本の生命の樹セフイロトを担になう中ちゆう核かく。

　そして、今オレ達と行動を共にしているスィの母親。

　だが、その魔王は六大勇者の活躍により滅ぼされた。

　その魔王の復讐をなぜアンスールが？

　戸と惑まどうオレ達に対し、イースちゃんは更さらなる衝撃を告つげる。

「……キョウさんとリリィさんにはこう言った方がいいかもしれない……兄は、アンスールは……そちらにいるスィちゃんの実の父親……魔王の恋人、だったんです」

「えっ!?」

「な、なんですって!?」

　思いもよらぬイースちゃんの一言にオレ達は愕がく然ぜんとなる。

「……そもそもの発ほつ端たんは私達〝銀色の魔女〟の系けい譜ふに始まります……」

　静かにイースちゃんは語りだす。自分達、魔女の始まりについて。

「ご存知かどうか分からないけれど……魔女の中には代々魔王に仕つかえ続けた一族がいるの……」

　魔王に仕える一族？

　確かにだいぶ前にそんな話を聞いたことがあった。

「それが私達〝銀色の魔女〟。私達は代々この魔王がいる第一大陸で、魔王に仕え、彼女を守るために存在した魔女の一族なの……」

「魔王を守護する魔女……」

　そういえば、前にシンのいる王国の王城地下にあった壁画には二つの種族の魔女が描かれていた。

　一方は〝金こん色じきの魔女〟と呼ばれる一族で、こちらの魔女には蒼あおい刻印が宿り、その力で魔物との意思疎通を可能にしたという。

　かく言うシンはその一族の血を受うけ継つぐ末まつ裔えいだった。

　そして、壁画に描かれたもう片方は〝銀色の魔女〟と呼ばれ、魔王に付き従したがう一族だと、シンが言っていた。

　だが、まさかその一族がイースちゃん達だったとは。

　言われてみればイースちゃんやアンスールが持つ銀色の髪は、その特とく徴ちようにあっている。

「魔王に仕えると言っても、あくまでも口く伝でんでそう言われ続けただけ……。私達の誰も魔王を直接見たことはない……。けれど、兄は……そんな魔王に会ってみたいと村から離れたことがあったみたいなの……」

　そう言ってイースちゃんは話し始める。

　それはオレ達にかかわるこの世界最初の物語。

　スィ誕生に始まる、ひとりの魔女とひとりの魔王の話。





　　　　◇　◇　◇






　男の名はアンスールと言った。

　彼は幼い頃より、銀色の魔女の一人として一族の歴史と魔術を受け継ぎ、その正統な後こう継けい者しやとして相応ふさわしく育った。

　もとより、彼ら一族に伝わる生き方の一つに、魔物と共存するというものがある。

　これは魔王に仕える一族として、その眷けん属ぞくである魔物とも共生することは当然のことであった。

　アンスールは多くの魔物と接し、魔物がただ害をなすだけではなく、こちら側から歩あゆみ寄よれば、共に暮らしていける存在であると知った。

　それは妹のイースにも伝えたことでもある。

　しかしある日、アンスールに一つの興味が湧わく。

　魔物達を統すべる存在であり、自分達が仕えるべき存在『魔王』。

　それがいかなる人物であるのか、その目で確かめてみたいという欲求。

　古くから〝銀色の魔女〟の一族に伝わる碑ひ文ぶんには、その『魔王』が住まう『世界樹』について記載されていた。

　もしもの時はそこへ行き、魔王の力になるようにと。

　だが、アンスールは一族の長おさである自分の父にも内緒にし、単身そこへ赴おもむいた。

　それはやましい感情からではなく、単なる好奇心。子供のような興味から。

　この世界に存在する魔物達の王であり、自分達が仕えるべき存在が、いかなる姿をしているのか、ただそれを一目見たいという想おもいから。

　かくして、アンスールは出会う。

　その世界樹の根元。

　美しい湖みずうみが広がる幻想的な花畑に座り、たくさんの魔物と戯たわむれるひとりの女性の姿を。

　そこにいた女性、『魔王』の姿はあまりに──美しかった。

　これまで数々の幻想的風景。輝く魔法の軌き跡せき。美しくそびえ立つ魔物の姿を見てきたアンスールであったが、彼女の姿はそんな世界中のどんな美しいものよりも輝き、同時に儚はかなく、形容しがたい不ふ可か侵しんの存在であった。

　彼自身、気づいてはいなかったが、この時彼が受けた衝撃とは俗ぞくに言う一ひと目め惚ぼれ。

　つまりは『恋』。

　銀色の魔女アンスールは、この時ひとりの女性に心を奪われたのである。

　その後、彼の動揺を考えれば、すぐに魔王に見つかるのは必然であった。

　隠れたアンスールに声をかける魔王。

　アンスールはそのまま彼女の前に姿を現し、静かに膝ひざを折る。

　自分の名はアンスール。今後、あなた様に一生をかけて仕える魔女であると。

　そんな彼の自己紹介を聞いた魔王は幼い少女のように明るく笑う。

　不思議な事を言う方ですね。私は誰かに仕えて欲しいとは一言も言っていないと。

　しかし、それを聞いたアンスールは首を横に振る。

　いいえ、魔王様。私はあなたに仕えるために生まれた魔女。ならばこそ、その使命を全まつとうしたいと。

　それを耳にした魔王は少し困ったような顔をしながら、何かを思いつき、囁ささやいた。

　それでは、今後たまにここに来て私の話し相手になってくれませんか？

　魔王からの頼みにアンスールは慌てたように顔をあげる。

　よろしいのですか、そのような分不相応な事をしても？

　魔王は答える。

　かまいませんよ。私を守るのが使命なら、ぜひここに足を運んでください、と。

　そうして、二人は逢おう瀬せを重ねる。

　もしもアンスールを知る者が、ここでの二人の密会を見れば、普段との違いに目を疑ったであろう。

　世界樹の根元にて二人並んで何かを話す姿は、まるで花畑で戯れる少年少女そのもの。

　些さ細さいなことで笑い合い、時にふざけあい。

　最初は魔王に対し距離を取っていたはずのアンスールも、魔王のまるで年とし端はもいかない少女のような無む邪じや気きさに、次し第だいにその堅かたさを崩くずされ、屈くつ託たくない少年のように接し始めたのだ。

　それは二人にとって初めての友達という関係であったが、次第にそれが男女を意識する仲に変化するのに時間はいらなかった。




　ねえ、アンスール。もうそろそろ私の名前を呼んで欲しいな。

　名前なら、いつも呼んでいるよ？

　そうじゃないよ。いつもは様付けばかり、そうじゃなく呼び捨てで呼んで欲しいの。

　だけど、それは……。

　呼んでくれないと、私もアンスールさんって呼んじゃうよ？

　……君はずるいよ。

　なら、私の名前を呼んで。アンスール。

　──分かったよ。『クラウディア』。




　その日、いつもは夕方前には戻るはずのアンスールが村に戻ったのは翌朝になってからだった。

　その後しばらくして、魔王クラウディアのお腹に子供が宿ったことを、アンスールは彼女の口から知ることとなる。

　その時の彼の衝撃を詳くわしく知る者はいない。

　おそらくは驚愕し、狼ろう狽ばいしたかもしれない。

　あるいは、自分が仕えるべき主あるじに恐れ多いことをしたと謝罪したかもしれない。

　もしかしたら、愛する人との結晶を授かったことに歓喜し、涙したかもしれない。

　それとも、その全てであったか。

　いずれにしても、この時がアンスールにとっての幸せの絶頂。

　彼が最も幸福を感じた時間であったと言える。

　しかし、それからしばらくして事態は一変する。

　この国の王子アラジンは父が亡くなると同時に王位を継ぐと、その全権を以もって、この大陸にいる魔王と、それに従う魔女の一族の抹まつ殺さつに動き出した。

　アラジンの行動は早かった。

　各大陸にいる勇者、あるいは王に直接呼びかけ、その大陸にある生命の樹を迅じん速そくに伐ばつ採さいさせた。

　五つの世界樹が倒れることにより、魔王はその力を大きく損そこなった。

　そして、魔王が動くよりも早くアラジンは魔女の一族を打ち取り、その後すぐに魔王の元へと向かい、魔王を討伐すると同時に彼女が守っていた世界樹すら切り倒した。

　だが、魔王クラウディアは自分の子供だけは守ろうと、特とく殊しゆな殻からに己おのれの子を封ふうじ、別大陸へと送った。

　そして魔王を討ち取った勇者アラジンが去った後、故郷からなんとか逃げおおせていたアンスールが、血まみれで倒れるクラウディアの元へようやくたどり着いた。




　クラウディア！　クラウディア！




　アンスールは必死に叫ぶ。

　愛いとしい人のことを。己が守ると誓ちかった主のことを。

　何も出来ず、何も成なし得えなかった己にアンスールは憎しみと後悔の涙を流す。




　……アンスール。




　涙を流すアンスールの頰ほおにクラウディアの手が触れる。

　その体温は冷たく、もうまもなく彼女の命が尽きようとしているのが分かった。




　すまない。すまない。クラウディア……！　私は何も出来なかった！　君を守ることすらも出来なかった！　こんな、こんな力のない私が……君を守るだなどと……大噓つきの軟弱者だ！




　自らを責せめるアンスールにクラウディアは優しく微笑ほほえむ。

　伝えたい気持ちはたくさんあった。言いたかったこともたくさんあった。

　それでも彼女に残された時間はそれを許してくれなかった。

　故に彼女は最後に伝える。アンスールに、自らの愛した人物に。彼女が、彼に残せるものを──。




「───────」




　それは小さな一言。死に際の儚い頼み。

　その一言がアンスールに届いたかどうかは分からない。

　ただ、自らの腕の中で冷たくなり、目を瞑つむった彼女を見て、アンスールは咆ほう哮こうをあげる。

　それはこれまでに彼が出したことのない、憎しみと悲しさと虚むなしさ、あらゆる負の感情が込められた慟どう哭こくの叫び。

　そんな血の涙を流すアンスールの腕に異常が起こった。

　死んだはずの魔王クラウディアの右手に刻まれていた〝紅い刻印〟。

　それは本来、魔王のみが有する刻印。

　だが、それがまるで生き物のように鳴めい動どうする。

　あたかも、目の前で慟哭する男の嘆なげきに反応するように。

　そして、その刻印は魔王の手から、彼女の腕を摑んだアンスールの右手へと移動した。

　刻印は激しい痛みをアンスールにもたらす。

　それは本来、人が背負うには不相応な力。ありえてはいけない禁きん忌きの結晶。

　だが、アンスールはその痛みに耐たえた。

　自らの胸の内からこみ上げる憎ぞう悪おがその刻印を取り込む。

　いや、むしろ逆。

　刻印を取り込むことによって、アンスールの内にあった憎悪は決して消えない炎となった。

　そうして長い時間、アンスールは魔王の亡なき骸がらを抱きしめていた。

　やがて、彼女の死体を地面に埋うめると、アンスールは彼女の墓前に誓う。

　彼女を殺した、その原因を作ったこの世界の勇者達を全て抹殺すると。

　己の故郷を滅ぼし、自分の愛する人を奪い、さらにその彼女との愛の結晶すら抹殺された。

　もはやアンスールに残ったのは、そんな愛する人から受け継いだ憎しみの象徴〝紅い刻印〟のみ。

　憎悪が。殺意が。絶望が。その全てがアンスールを支配する。

　そうして、〝刻印の魔女〟は誕生した。

　魔物への絶対服従を誓わせる魔王の〝紅い刻印〟を宿し、この世界に存在する魔物の力を利用し、魔王の復讐を果たす。

　それこそがアンスールに残された全て。

　だが、その一方で魔王とアンスールが真に残した愛の結晶は、とある大陸で静かに眠り続けていた。

　いつか自分を起こし、見つけてくれる人を待って。

　その人が、父や母のように優しい人であることを願い。

　そうして、その少女──スィは出会う。

　己を拾ってくれた優しき異世界の住人キョウに。

　これが全ての真実。ここへ至るまでの物語。

　全てはここへ集約するために繋つながっていたのだ。





　　　　◇　◇　◇






「……このことを話してくれたのは兄の親友だった魔女。それと〝もうひとり〟。その人達のおかげで私は全てを知ることが出来た……。兄と魔王の関係……そして、そこから起きた悲劇を……」

「…………」

　イースちゃんの話を聞き終えたオレ達は沈黙する。

　いや、それ以外には出来ない。

　アンスールが六大勇者を憎む理由。

　それは彼が愛した女性、魔王クラウディアを殺されたため。

　しかも、アンスールは〝紅い刻印〟の影響により、その憎悪に飲み込まれている。

　これはいわば、憎しみに心を縛しばられていたザッハークと同じ状況。

〝紅い刻印〟の力を使い、様々な魔物を操り復讐を果たしていたアンスールであったが、その実、彼自身も刻印によって憎しみに突き動かされていたのだ。

　なんたる皮肉。

　これまで諸しよ悪あくの根こん源げんとしか見ていなかったアンスールだが、彼が受けた悲劇。その経けい緯いを知れば、ただの邪悪な存在だと思うことは出来ない。

　何よりもアンスールはスィの……実の父。

　その衝撃はあまりにも大きい。

「……ぱぱ。そのアンスールって人がスィの……本当のおとうさん、なの……？」

「スィ……」

　見るとスィは、これまでに見せたことのないような表情をしていた。

　スィもオレ達との長い旅のあいだに自分で考える力を身につけている。

　以前ならば、ついていけなかった話をスィはしっかりと飲み込み、それを理解している。

　その証しよう拠こに、今見せているスィの複雑な表情は、幼い子供ができるようなものではなかった。

　困こん惑わく、期待、不安、希望。正せい負ふ入いり混まじる様々な感情が渦うず巻まいており、スィ自身それをうまく扱いきれていない表情である。

　ただ、ひとつだけ分かることは、スィにとってアンスールは紛れもない実の父。

　もう会えないだろうと思っていた、彼女の肉親が存在しているという事実である。

「アンスールは、ここにいるスィちゃんが自分の娘だとは知らないの？」

　そんなスィの様子を見ながらリリィがイースちゃんに問いかける。

　それに対し、イースちゃんは静かに首を横に振る。

「多分気づいていないと思う。というよりも兄は自分の子が生きていることすら知らないはず。それよりも今は憎しみと復讐しか頭の中にない。兄が宿した刻印による影響もあるだろうけど……」

「…………」

　イースちゃんの答えにオレ達は再び沈黙する。

　確かに魔王が生まれた子供をどこかに飛ばした時は死に際の状態であり、そのことをアンスールに告げる時間もなかったのだろう。

　故郷。愛する人。そして自分の娘。

　それらを奪われればアンスールが復讐に走るのも当然である。

「……兄のことを調べている途中、〝紅い刻印〟についても調べた。〝紅い刻印〟は兄が見せたように魔物を支配する能力がある。けれど、それは魔王が他の魔物を制御するための力。本来、魔王にしか制御できないの……。それ以外の者が宿せば、刻印の力に振り回される……私の一族の古い文ぶん献けんにそうあった……。だから、兄のあの状態は力に振り回されて、自分を見失っている……。兄は本当は優しい性格。私や家族、一族のことを誰よりも想ってくれた……」

　そう言ってイースちゃんは瞳ひとみからポロポロと涙をこぼし、オレ達の顔を見て告げる。

「お願い……！　キョウさん、リリィさん。兄を、兄を助けて……！」

　涙をこぼしながらイースちゃんは必死に懇こん願がんする。

　それは今、牢屋に捕つかまっているアンスールを救出するだけじゃない。

　彼が宿した〝紅い刻印〟。その呪じゆ縛ばくからも解放してくれと。

　憎悪と復讐に縛られた兄を救ってくれと、そう懇願しているようであった。

　オレは静かに隣にいるリリィを見つめ、その横に座るスィと目線を合わせる。

「……アタシはアンスールがやったことを許せない」

　しばらくの沈黙の後、最初にそう口を開いたのはリリィであった。

「確かにあいつにも同情の余地があるのは認めるわ。けど、だからといってあいつのやった全部を正当化は出来ない。あいつのせいでアタシは……失ったものもあるんだから」

「リリィ……」

　リリィが告げた失ったもの。

　それは他ならない彼女の親友。本物のリリィ。

　今、ここにいるリリィは本物のリリィの親友であったＳＳランク魔物バロンが彼女の姿に変化した状態。

　リリィにとってアンスールは自分に親友殺しをさせた張本人に他ならないのだ。許せるはずがない。

　それをイースちゃんも感じ取ったのか、肩を落とし黙だまり込こむ。

「……けど」

　しかし、そんなイースちゃんに対し、リリィは一いつ拍ぱく置おいて告げる。

「アンスールはスィちゃんの父親。そいつをこのままむざむざ殺させるのは後味が悪いわ。何よりも死んでそれで終わりじゃ、あいつがこれまでやってきた悪行の報いとしては軽すぎる」

　その言葉に顔をあげるイースちゃんに対し、リリィはため息をついて告げる。

「手を貸してあげるわ、イース。あいつには生きて償つぐなってもらわないといけないから」

「リリィさん……！」

　その答えにイースちゃんは両手を合わせ、嬉しそうな表情を見せる。

　続いてオレも、リリィに同意するように告げる。

「だな。オレとしてもスィの実の父親を見殺しにするのは辛つらい」

「ぱぱ……」

　オレのセリフに隣にいたスィが顔をあげる。

　そこにはどう反応していいのか分からないといった表情があったが、オレはスィの頭を優しく撫なでながら告げる。

「大丈夫だぞ、スィ。オレが必ずお前に本当の父親との再会をさせてやる。あいつだってスィが自分の娘だと知れば、きっと変わってくれるさ」

　それは単なる憶おく測そくであり、予感にすぎない。

　だが、それでも血を分けた実の親子の再会。それをさせない理由はどこにもない。

　アンスールがそれを知った時、変わるかどうか。少なくとも賭かけてみる可能性は十分にある。

　そして、そんなオレのセリフを受け止めたスィは、それまでどこか暗くふさぎ込んでいた表情を消し、その顔に久しぶりの笑顔を浮かべる。

「──うん！　スィもほんとうのおとうさんに会って、ちゃんとお話ししたい！」

　スィのその笑顔を見て、オレは迷いを打ち消す。

　そうだ。まずは話すこと。

　アンスールとスィ。この二人は自分達が親子であると知った上で話さなければならない。

　全てはそこから始まる。

　これで方針は決まった。

　見ると、周りでオレ達の話を聞いていたジャック、ムー、ドラちゃん、バーン達も迷いない瞳を向けていた。

「勿論、オレ達も協力するぜ。兄ちゃん」

「ムーもスィ様のためにアンスールの救出に手を貸す！」

「わ、私もご主人様達の力になります！」

「ぴぃー！」

　四人の言葉に頷き、オレはイースちゃんの方を振り向く。

「ということだ。イースちゃん」

「キョウさん……リリィさん……皆さん……ありがとう、ございます!!」

　イースちゃんは大粒の涙を湛たたえながら、頭を下げる。

「お礼にはまだ早いさ。それよりも、まずはアンスールの救出作戦を考えよう」

「はいっ！」

　そうして、オレ達は予よ期きせぬ〝刻印の魔女〟救出の作戦を打ち立てることとなった。
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「まず城への侵入についてだが……どうするか」

「私が浮遊魔術を使えるから、キョウさん達くらいなら城の壁を越えて侵入出来る……」

「マジか。さすがはイースちゃん。ならそれで──」

「でも、問題はその後。兄が捕つかまっている場所……」

　そう言ってイースちゃんが机に真まっ白しろな紙を広げると、そこに杖つえをかざす。すると、紙の上に地図のようなものが浮き上がった。

　うおっ、ファンタジーの魔法っぽい。

「これは上空から見た時の城の地図。兄は離れにある一角、周囲を湖みずうみで囲まれたこの監かん獄ごく塔とうに入れられている」

　そう言ってイースちゃんは城の一角を指差す。

「周囲が水に囲まれた塔ね……。それはちょっと厄やつ介かいね。そこに行くには一本道の橋を渡るしかないわね」

「はい。でも、そこには必ず兵士が立っている……」

　イースちゃんの説明では橋の入り口と出口、それぞれに複数の兵士が立っており、更さらに塔の扉前でも武装した兵が二十四時間体制で警けい備びしているという。

　これは隙すきがない。仮に城の中に侵入したとしても、この塔に近づけば侵入者は一発で見つけられる。どうするべきか。

　悩むオレ達にイースちゃんが意外な提案をする。

「あの、キョウさんに魔物を栽さい培ばいしてもらうの……出来ない、かな？」

「へ？」

　イースちゃんの提案にオレ達は思わず疑問符を浮かべる。

　魔物を栽培？　この状況で？　なんで？

「ち、ちょっとイース。いきなり何言ってるのよ？　こんな状況で魔物なんて栽培して、どうしようっていう……」

「これ……」

　問い詰つめるリリィに対し、イースちゃんは懐ふところから何かを取り出す。

　水色の宝石？　貝かい殻がらに見えなくもないが……。

「これ、セイレーンの宝石……」

「セイレーン!?」

　イースちゃんが呟つぶやいたセリフにリリィが驚おどろいたようにその名を口走る。

　続いて、何事か考えるように唇くちびるに指を当てて呟き始める。

「セイレーン……。そうか、確かにそれなら行けるかもね」

　はて？　どういうことだろうか？

　セイレーンと言えば、あれだよな？

　ギリシャ神話でも有名な船乗りを魅了する人魚の魔物。

　その歌声はあらゆる人間を意のままに操あやつるとかなんとか……。

　あっ、そうか！　そこまで考えてオレも気がついた。

「そう……周まわりは湖。そこにセイレーンを放って、彼女達の歌声で塔の周囲に居る兵士達を眠らせる。それで塔の中に入れる」

　なるほど。それなら確かに兵士達を無力化出来る。

　なら栽培をすぐに始めたほうがいいか？

　アンスールの処しよ刑けいは一週間後。それまでにセイレーンを完全に栽培しないといけない。

　そんなオレの考えに気づいたのか、イースちゃんもリリィもオレを見ながら頷うなずく。

「早さつ速そく明日から栽培しましょう。今日はもう夜遅いから、栽培は明日の朝早くから」

「はい。それとセイレーンは本来、海に生せい息そくする魔物。この近くに大きな湖があるのを確認してる。もし、キョウさんがそこでも栽培できるなら、明日すぐに案内したい……」

「おう。じゃあ、明日すぐに案内してもらうよ。イースちゃん。多分、今のオレなら海の魔物でも湖とかで栽培できるはずだよ」

　イースちゃんの確認に対し、そう答えるオレ。

　こりゃ明日から大おお忙いそがしだ。

　猶ゆう予よは一週間。それまでにセイレーンを栽培しつつ、城への侵入作戦を煮に詰つめないとな。




　翌朝。宿を出発したオレ達はイースちゃんに案内されるまま、街から少し離れた森の中を歩いていた。鬱うつ蒼そうと生おい茂しげる森を抜けると、霧きりに囲まれた湖が姿を現す。

　森の中に広がるその湖はまさに雄大という言葉が似合う幻想的な光景であった。

「ここで大丈夫かな？」

「問題ないよ。早さつ速そく始めよう」

　不安そうにこちらを見るイースちゃんにオレは笑顔で答える。

　昨日イースちゃんからもらったセイレーンの宝石をポケットから取り出す。

　イースちゃんに頼たのみ『水中呼吸』の魔術と『水中移動』の魔術をかけてもらい、彼女と一緒に湖の中へと潜もぐった。

　うむ。水中移動の魔術のおかげで水の中でも自由に移動が出来るぞ。

　すぐさま、湖の底にたどり着くと、オレはその地面を手で掘ほり、握っていた宝石を埋うめるとそのまま土を被かぶせる。

　水中での栽培はムー以来だ。

　あれ以来、水中の魔物栽培はしていなかったが、ここに来るまでにオレも様々な魔物栽培を経験してきた。

　久々の水中の栽培とはいえ、このセイレーン達もすぐに育ってくれるはず。

　そう願いを込めながら、オレは後ろで見守るイースちゃんに『オーケー』と声をかけて、水中を駆け上がっていった。




　水中の栽培というのは地上の栽培と違って、肥ひ料りようなどをやることが出来ないため、見守ることが主となる。

　セイレーンの宝石を植うえてから二日目、確認のために湖に潜ったところ、体長三十センチほどの苗なえが複数、姿を現していた。

　苗と言っても、この世界の海の魔物の樹きはサンゴの形に似ている。正確には地球のサンゴとは別のものだろうけど。

　そのサンゴが姿を現しているのを見た瞬間、隣となりにいるイースちゃんと一緒に思わずガッツポーズを取る。

　その翌日には苗の大きさは一メートルにまでなっており、ほとんど樹に近くなっていた。

　更に、その翌日には大きさは三倍。枝先には小さな実が付き始めていた。

　順調に行っていると思った六日目。問題が発生した。

　枝先に実った卵にその湖に住んでいた魔物がちょっかいを出してきたのだ。

『お、おい！　あの魔物何やってんだよ！』

『あ、あれ……ケルピーです！』

　イースちゃんが示した魔物の姿は灰色の馬であった。

　その馬は器用に水の中を泳いでおり、時折、セイレーンの樹に体当たりしては卵を落とそうと乱暴なことをしている。

　って、おおーい！　やめんかー！

　オレとイースちゃんが慌あわてて、その魔物を追い払おうとするが、ケルピーと呼ばれる魔物はご立腹のようで、明らかにオレ達が育てている樹に敵意を見せていた。

『……この子、自分の縄なわ張ばりを荒らされていると感じて、この樹を壊そうとしているみたい……』

　オレの隣にいるイースちゃんが目の前の魔物の表情を窺うかがいながら、そう呟く。

　そういえば、イースちゃんには魔物の考えがおぼろげだが分かると言っていた。

　ならば、イースちゃんのその推すい測そくは当たりだろう。

　オレも目の前の魔物が明らかに殺気立っているのに気づく。

　元々セイレーンは海の魔物。それがいきなり湖で栽培されれば、本来そこに暮らしている魔物が怒るのも当然。

　自分達の縄張りを侵害されたと感じても仕し方かたがない。

　そうこうしている内に目の前のケルピーが水中にもかかわらず、甲かん高だかいまるでイルカのような鳴き声をあげると、オレ達の周囲に複数の新たなケルピーが現れた。

　まずい……！　この数でセイレーンの樹を攻撃されたらひとたまりもない。

　アンスールの処刑は明日に迫っている。

　ここでセイレーンの樹を破壊されれば一巻の終わりだ。

　それはイースちゃんも理解しているようで、彼女は致いたし方かたがないとばかりに杖を握り、魔力を集中させる。

　それに周囲のケルピー達が気づいたのか、数体がイースちゃんへと突進してくる。

　その瞬間、イースちゃんの周囲に氷の結晶が次々と現れた。

『ダイヤモンド・ダスト……！』

　呪じゆ文もんを唱となえ終わると同時にイースちゃんに接近したケルピー達は、瞬時に氷漬けとなり、そのまま水底へと沈しずんでいく。

　さすがは雪の魔女と恐れられた魔女。

　並みの魔物なら相手にならないとオレが感心した瞬間であった。

『！　しまった……！』

　イースちゃんが何事か慌てると、セイレーンの樹の方に視線を向ける。

　見ると、残っていたケルピー達が一いつ斉せいに突撃を開始していた。

　しまった！　さっきの数体は囮おとり!?　本隊はその隙にセイレーンの樹を破壊しに向かっていたのか！

　こいつら、ただの馬だと侮あなどっていたが、想像以上に賢いぞ!?

　そう思いながら、急ぎ樹へと近づくオレとイースちゃんだが、間に合わない。

　イースちゃんも先ほど魔術を展開したばかりで、続いての魔術の詠えい唱しようが間に合わない。

　やられた……！　樹がへし折られる……！

　オレとイースちゃんが最悪の事態を覚悟し、樹へと突撃するケルピー達を見つめていたその瞬間、

『──やあああああああああああああッ!!』

　水中に木こ霊だまする叫び。

　見るとものすごい速さでケルピーへと突進していくひとりの少女の姿があった。

　あれは……リリィ！

　オレが彼女の名を叫ぶより早く、一本の樹に体当たりしようとしたケルピーの体をリリィは両断する。

　しかし、残りのケルピー達は生えていたセイレーンの樹をへし折ってしまった。

　くっ、せっかく大事に育てた樹が……！

　オレが歯ぎしりしている間にケルピー達は一本だけ仕し留とめ損そこなったセイレーンの樹に向き直る。

　しかし、その樹を守るようにリリィが立ちふさがり、近づくケルピー達の体を両断してゆく。

　ならば、今度は同時にと、リリィが守る樹を四方から攻めようとするケルピー達であったが、ここまでリリィが時間を稼かせいでくれたおかげでイースちゃんの呪文が完成した。

『完全なるパーフエクト・オブ絶対零度・アブソリユートゼロ！』

　イースちゃんがその呪文を唱えると同時に、四方に散っていたケルピー達の体が絶対零度の氷に包まれ、リリィの一いつ閃せんと共にケルピー達は粉々に砕くだかれてゆく。

　周囲に敵の気配がなくなるのを感じると、リリィは剣を鞘さやに入れ、静かにため息をこぼす。

『……ごめん、キョウ。助けるのが遅くなって一本しか守れなかったわ』

『いや、リリィのおかげで一本だけでも助かったんだ。むしろ十分だよ』

　リリィの謝罪に対し、オレは必要ないと告つげる。

　それに元はといえば、ケルピーの縄張りであったこの湖で勝手に栽培をしたのはオレ達の方。

　普通に考えれば、悪いのはこちらだろう。

　彼らも自分達の縄張りを守るために戦っていたわけで。

　それを考えれば、彼らを殺したことに多少の罪悪感がある。

　見るとイースちゃんも同じであったのか周囲に倒れたケルピー達の死体を見ながら、申し訳なさそうに顔を伏ふせていた。

『……けど、こればかりはしょうがないわよ。この子達の栽培がうまくいかなければアタシ達も大きなものを失うんだから……』

『だな……』

　それは単純にアンスールの命だけでなく、スィの父親との再会。彼女とアンスールとの未来の可能性を永遠に失う事になる。

　それをさせるわけにはいかなかった。

　そう思いながらもオレ自身やるせない気持ちがあり、周りに倒れるケルピー達にわずかな黙もく禱とうを捧ささげる。その瞬間であった。

〝ぴきっ──〟

『！　今の音は……!?』

　音に反応し、振ふり向いた先にあったのはケルピー達の攻撃から守られた一本の樹。そこに実っていた三つの卵にヒビが入ると、中から小こ柄がらな人影が姿を現した。

「……ん、んんー！」

「ふわぁ、よく寝たー」

「あっ、ちーっす。ご主人ー。なんかマジヤバな雰ふん囲い気きってやつー？」

　そこから現れたのは金髪、青髪、ピンク髪とどれも派手な色の髪をした少女であった。その下半身はいわゆる人魚のように魚の姿をしている。

　間違いない。この子達がセイレーンだ。

　無事に生まれた三人のセイレーンを前に、オレやリリィ、イースちゃん達は安あん堵どのため息をこぼした。




「いやー、マジご主人。っぱねぇっすわー。うちらー、本当は生まれる時は子供の姿なんだけど、ご主人の栽培パワー？　そゆのがすごくて、もうほとんど成体として生まれてるーみたいなー」

「っていうか、ご主人、マジで国に喧けん嘩か売うるのー？　超すごいーみたいなー！」

「でもでもご主人のためなら、うちらもひと肌はだ脱ぬぐっていうかー。あっ、やらしい意味じゃない的なー？　まあ、ご主人が望むなら、それもあり的なー？」

「え、ええと」

　生まれた三人のセイレーン達は陸に上がると、下半身の魚部分が人間の足になった。

　どうやらセイレーンには姿を変化させる変体能力があるようだ。これならほとんど人間と変わらない。

　ううむ。よく出来た魔物だと感心したいところなのだが、先程からこの三人はなぜかオレにベッタリで、しかもその口調がいわゆるギャルっぽいものなので対応にちょっと困ってる。

「ちょっとアンタ達。生まれたばっかりでキョウにベタベタしすぎよ！」

「ええー」

「だってー、うちらを産んでくれたご主人様だしー。ベタベタするのは当たり前っていうかー？」

「ひょっとしてリリィ姉さん、うちらに嫉しつ妬としてるのー？」

「な、ななっ！　何言ってんのよ！　アンタ達ー！」

　しまいには注意をするリリィに対し、そんなからかうような発言をするものだから、ちょっとした口論まで始まった。

　いや、これ大丈夫なんだろうかと不安になるオレであったが、それを見かねてイースちゃんが仲ちゆう裁さいに入る。

「あ、あの、生まれたばかりではしゃぐのは分かるけれど……その、これからの作戦にはあなた達の力がどうしても必要なの……！　お、お願い。力を貸して……」

「あー、大丈夫大丈夫」

「うちら、そのために生まれてきたしー」

「事情は分かってる的なー」

　イースちゃんの仲裁に頷きながらオレにまとわりついていたセイレーン達も満足したのか離れていく。

　その後、三人が僅わずかに咳せき払ばらいすると、祈るように両手を組んで軽く歌声をあげる。

「ら～～ら～～」

　それは単調な一音だけを響ひびかせる歌。

　にもかかわらず、それを耳にしただけでオレは心地よい夢を見ているかのような浮遊感に包まれた。

　十秒も彼女達の歌声を聞くと、ふわふわした感覚だけが頭を支配し、夢とうつつの境界すら危うくなる。

　あっ、これはアカンと自分でも気づいた瞬間、彼女達がふと歌うのをやめた。

「……ってな感じで、どうっしょ？」

「うちらの歌声、マジいけるっしょ」

「百人前後なら、同時に操ったり眠らせたり可能だよー」

　見ると、あのリリィとイースちゃんですら、彼女達の歌声に影響を受けていたのか、少しふらついた様子で頭を振っている。

　おお、これはすごい。

　確かにこれなら兵士達もイチコロだろう。

　オレは彼女達の歌声を褒ほめた後、残る作戦の見直しをする。

「それじゃあ、これで監獄塔の周囲を警備している兵達はなんとか出来るが、問題はこの子達をどうやって城の中へ入れるか」

　やはり、イースちゃんの浮遊魔術で一緒に中に侵入するかと考えていると──

「それについては問題ない……」

　オレの考えを遮さえぎるようにイースちゃんが告げる。

「実は、城の中に協力者がいる……」

「えっ!?」

「本当なの!?　イース！」

　思わぬ発言に驚くオレ。マジかよ、けどなんで今まで秘密に？　と思っていたら、イースちゃんがどこか申し訳なさそうに顔を伏せる。

「……今はまだ言えないけれど、その人の手引きで新しいメイドを数名、今日雇やとうことになってる。彼女達にはメイドの格かつ好こうをさせて、城へ行かせれば、それで中に入れるはず……」

　なぜか協力者について詳くわしく語ろうとしないイースちゃんだが、しかし、彼女が断言するならば大丈夫だろう。

　オレは隣にいるリリィに同意を求め、彼女は少し悩むような素そ振ぶりを見せた後、静かに頷く。

「分かった」

「それじゃあ、うちらは今からメイド服に着替えればいいんですかー？」

「あっ、ていうかそっちの魔ま女じよっ娘こちゃんの荷物にメイド服入ってる的なー！」

「マジー！　ちょー可愛かわいいんですけどー！　うち、このフリルのやつもーらい！」

「あっ、ずるいー！　うちもそのタイプのメイド服着たいー！」

「え、ええと、ちょっと待ってね。ち、ちゃんと同じの人数分あるから……！」

　荷物の中からメイド服を取り合うセイレーン達を諫いさめるイースちゃん。

　ううむ。とりあえず、彼女達の扱いはイースちゃんに任せるとしよう。

　ひとまず、アンスールの処刑が決行される明日までには、なんとか間に合わせた。

　あとは明日の救出劇のみ。

　果はたして、それがうまくいくかどうか、オレは不安と希望を感じながら、最後の夜をすごすのだった。





　　　　◇　◇　◇






「とうとう今夜〝刻印の魔女〟が処刑されるらしいぞ！」

「処刑場所は決まったのか？」

「ああ、なんでも王城の広間で月が真上に上る深夜だそうだ」

「マジかよ。それじゃあ、一般人は見学出来ねぇのか」

「まあ、これで人類の脅きよう威いが消えるなら万々歳だろう」

「いやー、さすがは〝英雄勇者〟アラジン様！　あのお方かたこそ、真なる勇者！　オレ達を導みちびく王だぜ！」

　ざわざわとまだ昼間にもかかわらず、そうした人の声があちらこちらから聞こえる。

　今日はいよいよ〝刻印の魔女〟アンスールの処刑日。

　幸いにも処刑時間は深夜の０時頃だそうで、それまでにアンスールを救出出来れば、オレ達の目的は達成できる。

　すでに城の中にはメイドに扮ふんしたセイレーン達が紛まぎれ込んでおり、夕方には姿をくらまして、監獄塔周囲にある湖の中へと入り、オレ達が侵入する直前に歌声によって周囲の兵士達を全て眠らせる手はずとなっている。

　これが昨日、打ち合わせした作戦である。

　入ったはいいが、兵士に見つかったり、そのまま乱闘騒ぎになればアンスールの救出は不可能となる。

　だからこそ、セイレーンの役割はこの作戦の中でも最も重要と言える。

　まあ、彼女達はあの通りの性格なので「おっまかせくださーい！」と軽い感じで城の中に入っていったため、多少不安はあるが、きっとうまくやってくれるだろうと信じている。

「……もし、あのセイレーン達が失敗してたら、アタシ達は火の中に飛び込む虫ね」

　と、オレの隣にいるリリィが不安なセリフを吐く。

　う、うむ。確かに。

　処刑間近ということで、塔周辺の警護も固いだろうし、そんなところに空から侵入者が来れば、どうぞ的まとにしてくださいと言っているようなもの。

　アカン、やっぱもうちょっとマジで言い聞かせるべきだったか？　と不安になるが、ええい。ここまで来たら迷うな！　あとは信じて出たとこ勝負だ！　と自分に言い聞かせる。

　隣ではイースちゃんも不安を感じているのか、杖を握る手が震ふるえているのが見えた。

　そうか。彼女にとってみれば家族を救える最初で最後の作戦だ。失敗は許されない。

　おかしな話だが、震える体を必死に支ささえるイースちゃんを見たおかげで、オレ自身、失敗するわけにはいかないと活かつが入った。彼女の震える肩かたにそっと手を置く。

「大丈夫だよ、イースちゃん。必ず成功させるから」

「キョウさん……」

　驚くイースちゃんであったが、すぐさまその顔に安堵の表情を浮かべる。

「アタシもやるからには全力を尽くすわ」

「勿もち論ろん、オレも兄ちゃんや嬢じようちゃん達のために力を貸すぜ」

「ムーも頑張る！」

「わ、私だって！」

「ぴぃー！」

　リリィ、ジャック、ムー、ドラちゃん、バーンとそれぞれが声を合わせ、それを見たイースちゃんが優しく微笑ほほえむ。

「……パパ」

　見るとスィがこれまでとはどこか違う、なにやら決心めいた表情をしてオレの服の裾すそを握っていた。

「……スィもパパ達の力になる……。パパ達が助けようとしているのは、スィのほんとうのおとうさん……。なら、スィもその人を助けるために、がんばる……！」

　そう言ってオレを見るスィの目は、これまでより成長した眼まな差ざしのようであった。

「ああ、そうだな。それじゃあ、いざという時はスィの力も借りるよ」

「うんっ！」

　無む論ろん、これはスィの気持ちを汲くんでの返答であったが、本気でこの子に何かをさせるつもりはなかった。

　その前にオレ達で全部カタをつける。そのための宣言でもあった。

　そう、アンスールを必ず救出してみせる。
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「そろそろ時間ね」

「だな」

　オレ達はあれから城の城壁近くに待機していた。

　時刻は夕方をすぎてしばらく。

　打ち合わせ通りなら、メイドとして侵入したセイレーン達が湖みずうみへと向かい、塔の警けい備びをしている兵士達を眠らせているはず。

　あとはイースちゃんの浮遊魔術で侵入するだけ。

「それじゃあ、イースちゃん。頼たのむ」

「はい」

　イースちゃんが杖つえを向けるとオレ達全員の体が宙ちゆうに浮く。

　おお、これはすごい。といってもスピードはそれほどではなく、上下左右に移動する動きも緩ゆるやかで、やや早歩き程度のものであった。

　確かにこれでは侵入しているところを見つかれば、矢やの的まとになるのは明白。

　オレとリリィは互たがいに頷うなずき合い、同時に浮遊する。

　後ろではジャック、ムー、バーンにスィを抱かかえたイースちゃんも浮遊しはじめた。

　高さ数十メートルはある城壁を越えると、その先に広がる光景は巨大な庭にポツンと佇たたずむ湖とその中心にある塔。

　オレ達は塔へとゆっくり降下していく。

　そろそろ、地上にいる兵士達からも上空から降りてくるオレ達の姿が見えるはず。

　もしも彼らが起きていれば完全にアウト。

　セイレーン達はうまくやったか？

　半信半疑の気持ちで地上へ近づくオレ達であったが、月明かりの中、じょじょに塔の周辺の景色が見えてくる。

　そこにあった光景は──大地に突つっ伏ぷした無数の兵士達の姿。

　塔の周りだけでなく、橋や湖の近くを警備していたであろう兵士達も地面に倒れ、心地よさそうな寝息を立てて眠りについていた。

　やった！　どうやらうまくいったようだ！

　オレ達が地上に降りると同時に湖からチャポンと何かが跳はねる音がした。振ふり向くとあの三人のセイレーンの姿があった。

「ちーっす！　ご主人ー！」

「うちら、うまくやったよー。褒ほめて褒めて！」

「えー、アンタさっきここに来る時、兵士にナンパされて手て間ま取どってたじゃないー。むしろ、あいつら眠らせたのはうちだから、うちが一番活躍したしー！」

「ずっるーい！　それ言うなら、ここにいた兵士を一番多く眠らせたのあたしだしー！」

「ああ、えっと、皆頑張ったみたいだし、よくやってくれたよ。ホントありがとう」

　見るとなにやら賑にぎやかに自分の活躍を言いあっている彼女達にお礼を言う。

「当然だしー！」

「ご主人のためなら、この程度お茶の子さいさい的なー」

「マジ余よ裕ゆうっすよー！」

　と、笑顔で湖からあがったセイレーン達。

　うん、とりあえず、彼女達は十分に役割を果はたしてくれた。

　早さつ速そく、塔の中へ入ろうとするオレ達であったが、

「！　待って！」

　その瞬間、リリィが何かを警戒するように背後を見る。

　同じように後ろを振り向くと、そこには驚おどろくべき光景があった。

　誰だれもが眠り倒れ伏している中、ひとりの女性──ロングスカートを穿はいたメイドがこちらに近づいていた。

　め、メイド!?　こんな夜中に、しかも人が倒れている中を平然と!?　い、一体どういう……？

　混乱するオレであったが、その瞬間、オレ達と一緒にいたイースちゃんが慌あわてた様子で彼女の前に移動する。

「だ、大丈夫。こ、この人は私が昨日言っていた協力者……！」

　協力者？　この人が？

　思わぬイースちゃんの発言に、剣を抜こうとしたリリィも怪け訝げんそうな顔をしつつ、刃やいばを引っ込める。

　それを見て、セイレーン達が次々と嬉うれしそうな表情をして、女性の方へと近づく。

「あっ、メイド長ー！」

「メイド長も来たんっすねー！」

「メイド長が来てくれれば百人力ですよー！」

　そう言ってセイレーン達は女性の周りではしゃぎ始める。

　メイド長とな？　ということは、セイレーン達をメイドとしてここへ入れてくれたのはやはりこの人なのか。

　オレがそう納なつ得とくすると女性はこちらにお辞じ儀ぎをした後、挨あい拶さつをする。

「初めまして、キョウさん。それにリリィさん。私の名前はシズ。今はこのようなメイドの姿をしておりますが、本来の姿は別。私の正体はアンスール様に仕つかえる最後のＳＳランク魔物ジズと申します」

「！　ＳＳランク魔物!?」

「アンスールに仕える!?」

　慌ててオレ達が戦闘態勢を取ろうとするが、しかし当のシズと名乗った女性はまるで敵意がなく、静かにまぶたを閉じている。

「ご安心ください。皆様と敵対するつもりはありません。今はそういう状況ではないのですから」

　そう言ってオレ達の殺気を受け流すように静かに立たち尽くす。

　こちらに対する敵意は一切なく、むしろ、このまま斬きりかかっても彼女はあえてそれを受けるような印象さえ感じさせた。

　こちらに身を差し出すような無防備な体勢に、オレとリリィは出で鼻ばなをくじかれ、仕し方かたなく警戒を解とく。

　それを見て、彼女の隣となりにいたイースちゃんがホッとしたように息をこぼした。

「……ごめんなさい、キョウさん。黙だまっていて。実はこの人から、兄と魔王の関係を聞かされ、そのおかげで色々知ることが出来たの……」

　そう言ってイースちゃんは申し訳なさそうに頭を下げる。

　なるほど。アンスールに仕える魔物なら知っていても不思議ではないか。

　そう思いながらも、オレは彼女がアンスールの刻こく印いんで操あやつられていないかと露出した肌はだの部分を探りながら見てしまう。

「……キョウさんはそんなに私の体にご興味があるのですか？」

「へっ」

　オレからの視線に気づいたのか、シズがいきなりこちらに話を振ってくる。

「初対面の方にそのようにマジマジと見られるのは……ですが、どうしても私の肌が見たいとのことでしたら、この私、辱はずかしめにも耐たえる覚悟です……」

　そう言ってなぜかシズは顔を赤くした後、ゆっくりと上の服をはだけ始め、ってちょっと待てー！

「い、いや、いいですから！　や、やめてくださいよ!!」

「あっ、そ、そうやって無理やり剝ぬがすのが趣味なのですね……。わ、分かりました。ど、どうぞ思う存分、キョウさんのいやらしい欲望のまま、私の体を好きに汚けがして、ください……ッ」

　オレが止めようとすると、彼女はなぜか涙目になって顔を伏せる。

　いやいやいや！　これじゃあ、オレが完全に悪者みたいじゃないですか!!

　そうこうしていると、オレとシズのやり取りを見ていたリリィの目が急激に冷たくなっていく。

「キョウ～～。いくらその人が綺き麗れいだからって、アンタねぇ……」

　あ、あかん。ち、違うんだ、リリィ！　これはこいつが勝手に!?

　慌てふためくオレを横目にチラリとこちらを窺うかがうシズ。
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　この人、完全に楽しんでないか!?

　思わぬ反撃に狼ろう狽ばいするオレであったが、イースちゃんが「い、今はそんなことしてる場合じゃないですよ！」と割り込んでくれた。

「……こほんっ、それもそうですね。おふざけもこれくらいにしましょう」

　そう言ってシズは何事もなかったかのように服を着込む。

　こ、この人！　やっぱからかっていたな……！

「まず最初に言っておきますが、私に刻印は刻まれておりません。ですので、キョウさんやリリィさんが心配する必要はありません」

「え？」

　その一言に思わず唖あ然ぜんとなるオレとリリィ。

　刻印が打ち込まれていない？　いや、だが、そんなはずは……？

　今までアンスールの配下であったＳＳランク魔物には例外なく、紅あかい刻印が刻まれていた。

　それによってアンスールはそれら魔物の意思を奪うばい、無理やり己おのれの復ふく讐しゆうを手伝わせていたのだから。

「疑問に思うでしょうが、私に刻印がない理由は簡単です。私はアンスール様と想おもいを同じくする魔物。かつて死んだ魔王クラウディア様にお仕えしていたＳＳランク魔物だからです」

「なに？」

「魔王に仕えていたってどういうこと？」

　疑問に思うオレ達にシズはどこか遠くを見つめながら呟つぶやく。

「私は他のＳＳランク魔物と違い最も早くに生まれ、人じん化かの能力も有しておりました。当初は私自身が支ささえる生命の樹セフイロトの守護をしていたのですが。魔王様に子が宿ったとの報告を受け、そのお世話をするためにあの方のもとへ訪おとずれたのです。アンスール様と出会ったのもその時です」

　そう言ってシズはオレとリリィ、イースちゃん、そしてスィを見つめ、その瞳ひとみに憧どう憬けいを灯ともす。

「最初は私もあのお二人の関係を祝福しました。ですが、私が持ち場を離れたことで生命の樹を勇者達に伐ばつ採さいされ、その勢いのまま魔王様までも打ち取られました。私も魔王様を守るために勇者と戦ったのですが……全く太た刀ち打うち出来ず敗れました。その後は魔王様の復讐を誓ちかったアンスール様と協力し今に至いたるのです」

「…………」

　シズの説明にオレ達は沈ちん黙もくする。

　そういうことだったのか。おそらく、この人こそが魔王とアンスール。そして、そこに起きた悲劇を間近で見てきた生き証人。

　そして、その二人を見守り続けたというのなら、アンスールの復讐に手を貸すのも道理か。

　複雑な心境を抱くオレであったが、それはリリィも同じ様子であった。

「一つ、聞かせて。あなたがアンスールの救出に手を貸すのは分かったわ。けど、そのあとはどうするの？　アンスールと一緒に復讐の続きをするの？」

「…………」

　リリィからの質問にシズは答えない。

　しかし、そこには冷静な表情ながらも、どこか迷うような感情が瞳の奥に見えた。

「……今はまだ分かりません。確かに私もアンスール様と同様、魔王様の死に対し憤いきどおり、そのための復讐に手を貸しました。ですが、今にして思えば人だけでなく魔物すら利用し復讐を果たす。それが魔王様の望みと言えるかどうか……」

　そう言って迷うシズの姿を見て、オレはこれまでの戦いで犠牲となったＳＳランク魔物、ベンヌ、アジ・ダハーカ、ベヒモス達を思い出す。

　彼女達はアンスールの復讐のため、刻印によって意思を奪われ、その道具とされた。

　いくらアンスールに同情の余よ地ちがあるとはいえ、復讐に賛同的でない魔物をあのように利用するのは許されない。

　それに目の前のシズも薄々気づいていたのだろう。

　口に出すことで彼女の表情に明らかな迷いが生まれていた。しかし、

「ですが、これだけは言えます」

　その瞬間、彼女はそれまでとは異ことなる明確な意思を持って、オレ達の隣にいるスィに対し跪ひざまずくと同時に目線を合わせる。

「魔王クラウディア様のご息そく女じよ。あなた様が生きていると分かったのなら、私はあなた様に仕えます。あなた様が復讐をやめろと言うのなら、私は……魔王スィ様。あなたに従したがいます」

　そう言って頭を下げるシズ。

　それはまるで主君に命を捧ささげる騎士のような姿であった。

　彼女、いやＳＳランク魔物にとって本来、魔王とはそれほどの存在であり、命を賭としてでも仕えるべき主あるじなのだろう。

　そんな彼女の姿勢に戸と惑まどう様子のスィであったが、やがて恐る恐る手を伸ばすと、目の前で跪くシズの頭を撫なで始める。

「……スィはまだ難しいこと、わからないけど……その、ほんとうのおとうさんを助けるの……手伝ってくれる？」

　そう呟くスィに対し、シズはゆっくりと顔をあげ、笑顔を浮かべる。

「はい。勿もち論ろんです、スィ様。必ずやあなた様のお父上アンスール様をお救いするべく、協力させていただきます」

「うん！」

　笑顔で頷くスィの手を、シズはまるで何かに感謝するように、両手で祈るように握にぎり締しめる。

　正直、まだ聞きたいこともたくさんあるし、完全に信用したわけではないが、少なくとも彼女のスィに対する忠ちゆう誠せいは信じてよさそうだ。

　オレが隣を向くとリリィもまた同じ感情を抱いたのか、納得したように頷く。

「それじゃあ、さっさとアンスールの救出に向かいましょう」

「はい」

　新たにオレ達の協力者となったシズを引き連れ、塔の入り口へと向かう。

　案の定、扉には鍵かぎが掛かっていたが、シズが鍵を持っている兵士を特定し、懐ふところから拝はい借しやくした鍵を使い、監かん獄ごく塔とうの扉を開く。

　重々しい音を立てながら扉はゆっくりと開いた。中に入ると上へと続く螺ら旋せん階かい段だんが現れた。

「……よし、行くぞ」

　オレは静かに全員に呼びかけると、足音を殺しながら上を目指す。

　背後ではオレのあとに続くリリィ、イースちゃん、ジャック、スィ、バーン、シズ、セイレーン達の足音が小さく聞こえる。

　階段を上る最中、オレの中にあったのは奇妙な気持ちであった。

　今、救出に向かっているのはオレ達の仇きゆう敵てきとも呼べる存在アンスール。

　オレは奴がしたことを許したわけではない。

　ただ、それでも奴の過去。スィとの関係性を知り、ここで殺させるわけにはいかないと判断した。

　無む論ろんそこには複雑な感情が入り乱れており、今もなお、これが正しい選択なのか迷っている部分もある。

　そして、それはリリィも同じようだ。今は無感情な表情をしているが、それで逆に彼女が必死に様々な感情を押し殺しているのが分かる。

　とはいえ、ここまで来た以上、オレ達は為なすべきことを為す。

　見捨てることは簡単だ。だが、それではなんの解決にもならない。

　生きてさえいれば償つぐなうことも、謝罪することも、弁べん明めいすることも、いろんな道や可能性がある。

　あいつだって、最初から悪だったわけではない。そうなる理由、経けい緯いがあっただけのこと。

　どうであれ可能性を与えないのはよくない。

　これはオレが昔好きだった漫画のセリフだが、今ならその意味が分かる。

　あいつにだってまだ可能性は残されているんだ。

　そう思いながら、オレは後ろをついてくるスィを眺ながめる。そんなオレと目線があったスィはニッコリと笑顔を浮かべた。

　そうして歩くことしばし、オレ達はようやく塔の最上階、厳重な封ふう印いんが施ほどこされた扉の前に出る。

　扉には無数の鎖くさりによる封印がしてあり、それが普通の封印ではないことが素人しろうとのオレにも分かる。

　それを見るやいなや、後ろにいたイースちゃんが一歩前に出ると「ここは任せてください」と扉に向け、杖を差し出す。

「……術式解析……把は握あく……術式介かい入にゆう……操作……解除ッ！」

　最後に少し大きめな声を出すと、同時にイースちゃんの持っている杖から光が放たれ、扉にかけられていた鎖がまるで幻のように霧む散さんしていく。

　そうしてイースちゃんがオレの方を見ると、オレは静かに扉のノブを回す。

　ゆっくりと重い金属音を立てながら扉が開いていく。

　部屋の中に入ると、そこには両手を鎖で繋つながれ、文字通り磔はりつけとなっていたアンスールの姿があった。

「兄さん……！」

　アンスールの姿を見るやいなや、彼に近づくイースちゃん。

　その声に顔をあげるアンスールであったが、その表情は明らかにやつれていた。

「……イース……？　なぜお前がここに……？」

　弱々しく呟く彼の姿は以前とはまるで違っている。憔しよう悴すいした様子を見せながら、アンスールはオレ達の姿に気づく。

「お前達は……」

　そこには明らかに驚きよう愕がくの感情が乗っていた。

「彼らは兄さんの救出を手伝ってくれたの……。ここまで来れたのも全部、そこにいるキョウさんのおかげ……」

　そう言ってイースちゃんはアンスールの手を縛しばる鎖を解いていく。

　アンスールは困こん惑わくした表情を浮かべながら、オレの方を見る。

　オレはそれに対し、ただ静かに頷くだけ。

「……なぜ、君が私を救うんだ……」

　戸惑いながら問いかけるアンスールに対し、オレは短く返す。

「別に。ただイースちゃんに頼まれたんだ。アンタを助けてくれって」

　その答えを聞き、アンスールは一瞬息を呑のむと、やがて呆あきれたようにため息をこぼす。

「そのような理由で……君は相変わらずのお人ひと好よしなんだな……」

　正直、アンスールのその意見にはオレ自身同意する。

　優しさというよりもこれは甘さだろう。

　だがそれでもやはり、こいつを今ここで殺させるわけにはいかない。

　そう思いオレはすぐ隣にいるスィを見つめる。

「…………」

　オレの目に映ったスィの表情はこれまでとは異なるどこか深い感情を漂ただよわせた顔であった。

　自身の本当の親。

　その人を前にスィはこれまでに感じたことのない想い、感情をその胸に抱いている。

　今ここでアンスールにスィのことを話すべきか……。

　しかし、オレがそう考えている内にイースちゃんとシズがアンスールを支える。

　アンスールはシズの姿を見るや否いなや「シズ、無事だったのか？」と彼女に声をかける。

「はい。ですが、今は話は後に。まずはここからの脱出が先です」

　シズの意見にアンスールは静かに頷く。

　そうだ。アンスールを救出できた以上、今はここから逃げることが先決だ。

　オレはすぐさま全員に脱出するよう声をかけると、螺旋階段を下りていく。

　そうして皆で一階へとたどり着いた。

　よし。あとはこのまま外に出て、来た時と同様に浮遊魔術で壁を乗り越えれば脱出成功だ。

　そう思い、扉を抜け外へ出たその瞬間であった。

「困りますね。勝手に彼を連れ出されては」

「!?」

　その男は真まっ暗くらな闇やみの中、オレ達を待ち受けるように橋の上に立っていた。

　深夜の闇。

　あらゆる生命が眠りにつくその時間に、姿形すらおぼろげに、夜の闇に溶け込むようにその男は佇たたずんでいた。

　やがて、満月を覆おおっていた雲がその姿を消すと同時に、月明かりの下、その人物の姿がゆっくりと顕あらわになる。

　赤い、炎のような紅ぐ蓮れんの髪。

　それと同じ色のマフラーを首に巻き、軽装の鎧よろいに身を包んだいかにも冒険者といった出いで立たち。

　しかし溢あふれる、気品に満みちた雰ふん囲い気き。

　それはその人物がただの冒険者ではないことを意味していた。

　だが、なによりもオレが驚いたのはその人物の姿そのもの。

　なぜなら、彼はオレの知り合い。

　この大陸に訪れる前、第三大陸ビナーにて知り合った青年であった。

「アラン、さん？」

　驚くオレにアランはいつか見せた爽さわやかな笑顔を見せる。

「キョウさん、この大陸に来ていたのですね。言ってくれればこんな深夜の侵入なんかさせずに、城にご招待したのに」

　そう言って笑いかけてくるアランの言葉は、まるで友達に話しかける口調で、そこには一切の敵意も悪意もなかった。

　しかし、それが逆にオレにとっては不気味だった。こんな真夜中に、しかもあたり一面兵士達が倒れているにもかかわらず、平然とオレ達に話しかけるアランの雰囲気は、今まで対たい峙じしてきたどんな人物とも異なり、奇妙なプレッシャーまで感じていた。

　そんなオレの反応に気づいたのか、背後にいたシズと、彼女に支えられていたアンスールの態度が変化する。

「貴様……ッ！」

　特にアンスールに至っては、衰すい弱じやくした体にもかかわらず、シズとイースちゃんの支えを振り払い、フラフラとした様子で目の前のアランに近づこうとしていた。

「ちょ、アンタ、何してんのよ！」

「うるさい……！　奴は、奴だけは許すわけにはいかない……ッ!!」

　止めに入ろうとするリリィに叫び返すアンスール。

　一体どういうことなんだ？

　困惑するオレ達に対し、アランは信じられないセリフを吐く。

「ああ。まあ、彼が憤るのも仕方ありませんよ。なにせ彼にとって僕ぼくは愛するものを奪った仇敵ですから」

「なに？」

　思わぬその発言にアランの方を見るオレ達。

　その瞬間、彼は驚くべき真実を告つげた。

「アランというのは偽名です。あの時は本当の名を告げず申し訳ありません、キョウさん。僕の本当の名は〝英雄勇者〟アラジン。この国を統すべる王にして、六大勇者の頂点に立つ英雄ゆうしやです」

「!?」

　その名乗りにオレ達は衝撃を受ける。

　こいつが、アランが、最後の勇者。

　魔王を、アンスールの恋人を、スィの母親を殺した勇者。

　涼しい顔でそう宣言するアラン、いやアラジンを前にオレ達はただ立ちつくすしかなかった。

　だが彼の名乗りに対し、冷静でいられなかった人物が一人いた。

　他ならぬ魔王の恋人アンスールであった。

「貴様が……貴様が、クラウディアをおおおおおおおおおおッ!!」

　それまで満まん身しん創そう痍いであったはずのアンスールは怒りを顕にすると同時にアラジンに向け駆け出し、手のひらからあたり一面を凍りつかせる氷結の魔術を放つ。

　しかし、アラジンは腰に携えていた剣を一いつ閃せんすると、鋭するどい金属音とともにアンスールが放った氷をまるで粉雪のように粉ふん砕さいした。

「なッ……！」

　驚愕するアンスールを前にアラジンは涼しい顔のまま告げる。

「言ったはずですよ。アンスールさん。いくらあなたが紅い刻印を宿した〝刻印の魔女〟であろうとも僕には絶対に勝てない。僕を倒せる存在など、もはやこの世界にはいないのですから」

　優しく語りかけると同時にアラジンは微笑ほほえみを浮かべ、空に向け掲かかげた剣をアンスールめがけ振り下ろす。

　しかし、それに対しすぐさま駆け出す影があった。

　アンスールの配下シズである。

「させませんッ！」

　彼女はアンスールを庇かばうように立ちはだかると、両手を交差させアラジンからの一閃を防ふせぐ──が、

「！　あああああああああああああッ!!」

「シズッ!!」

　アラジンの放った一閃はまるで光のように輝いたかと思うと、アンスールを庇ったシズを吹き飛ばす。

　投げ捨てられた空あき缶かんのように、塔の壁に打ち付けられると彼女はそのまま気を失った。

　信じられない。アンスールの渾こん身しんの魔術をあっさりと霧散させ、その上いくら人間の姿に変化していたとはいえ、ＳＳランクの魔物シズをたったの一撃で戦闘不能に追いやるなんて……。

　アラジンの戦闘能力はオレが見てきたどんな勇者、魔物ともかけ離れた異次元の領域であった。

「貴様……！」

「さて、次はあなたです」

　そう言って再びアンスールに向け、剣を振り上げるアラジンであったが、さすがにそれを傍ぼう観かんするわけにはいかない。

「リリィ！　ジャック！　バーン！　イースちゃん！」

「わかってるわよ！」

「ああ、任まかせな！　兄ちゃん！」

「兄さんは殺させない……！」

「ピィー！」

　オレが声をかけると四人が同時に飛び出す。

　正面からはリリィ。左側面からはジャックの得意魔術イグニス・ファトゥス。右側面からはイースちゃんの氷の魔術ダイヤモンド・ダスト。そして、上空からはバーンの火炎弾。

　この同時攻撃を避よけるのはさすがに不可能のはず！

　そう思った矢先、アラジンの手に持った剣が煌きらめきを放つ。

　それは一瞬の閃光、またたきの光の筋すじ。

　アラジンを中心に光の線がいくつも煌いたかと思うと、次の瞬間、アラジンに対し攻撃を仕掛けたはずの四人の肩かたや腕、果ては背中から血が噴き出し、ゆっくりと倒れていく。

「なッ!?」

　それはまるで漫画のコマを一つ飛ばしたかのようにありえない光景。

　気づくとアラジンの姿はなく、〝攻撃を仕掛けた者達の背後〟に立っており、その手に握った剣からは返り血と思わしき血が付いていた。剣先から滴したたる血が地面に落ちると同時に四人は地に倒れ伏した。

「……あっ」

「な、に……？」

「そん、な……」

「ぴぃ……」

　四者共に呆ぼう然ぜんと、倒れた後に信じられないといった表情を浮かべる。

　リリィ達とアラジンの攻防を離れて見ていたオレですら、今何が起こったのか理解できなかった。

　おそらく、アラジンは向かってきたリリィ達に剣による反撃をした。〝それだけだ〟。

　それだけで四人の攻撃は打ち消され、あろうことか、気づくと地面に倒れるという理不尽な結末がもたらされた。

　もし仮に、これがスキルによる攻撃や、時間停止といった特とく殊しゆな技であったのなら、まだしも納得できたであろう。

　だが、アラジンはそんなスキルを使った様子はない。

　動きもほとんど見えなかったが、それでも彼が剣を振ったという動作はわずかに見えた。

　つまり、これは攻撃。ただの攻撃なのだ。

　そんな当たり前の動作だけでアラジンはリリィを始め、アンスール、シズ、ジャック、バーン、イースちゃん。

　オレが知るこの世界の強つわ者ものを一撃で倒した。

　もはや起きながら悪夢を見ている心境だ。

　強いなんていう次元じゃない。

　こいつは違う。オレが見てきた六大勇者。カサリナさん、ロスタムさん、ザッハークさん、シン、アリババ。そのいずれとも全く違う人種。いや、もはや人とも呼べぬ強さ。

　まさに〝英雄ゆうしや〟。

　完全なる化物えいゆうであった。

「さて」

　全員が倒れたのを確認すると、アラジンは剣についた血を振り払うと同時に、オレの方へ視線を向ける。

「安心してください、キョウさん。彼女らは殺していません。ここでの僕の役割は〝刻印の魔女〟アンスールの処しよ刑けいですから。どうかそれまで邪魔はよしてくださいね」

「……ッ」

　そうアラジンが微笑みかけると同時にオレはまるで金かな縛しばりにあったように動けなくなった。

　すぐそばにはＳＳランク魔物のムーと、セイレーン達が残っているが、わずかに横目で確認すると彼女達ですらまるで蛇ヘビに睨にらまれたカエルのように縮ちぢこまり、動けずにいた。

　ムーも分かっているんだ。自分とアラジンとの戦闘能力の差を。

　仮にムーが本来の姿で突っ込んだとしても、次の瞬間、地に倒れるのはムーの方だ。

　恐怖のあまり動けずにいるオレ達をよそ目にアラジンは再びアンスールへと近づく。

「さて、お待たせしましたね。アンスールさん。では、処刑の時間としましょう」

「……くッ」

　地に倒れ這はいつくばるアンスールの首筋へ、刃を当てるアラジン。

　しかし、その瞬間、声が響ひびく。

「待ちなさいッ！」

　見るとそこには、肩を斬きられてなお立ち上がるリリィの姿があった。

「驚きましたね。急所を外したとはいえ、まだ立ち上がる力が残っていたとは」

「生あい憎にくとこれまでも勝てない相手との勝負には何度も挑いどんでいるのよ」

　アラジンに対し、不敵な笑みを浮かべるリリィ。

　しかし、その体は傍はた目めから見ても満身創痍であった。

　片手で剣を握るリリィ。やがて、わずかに間合いを詰つめると同時にアラジンの懐めがけ剣を振る。

　が、しかし、その動きはすでにアラジンによって見切られていた。リリィの一閃は彼の剣により弾はじかれてしまう。

　さらに体勢を崩したリリィへ、アラジンの一刀が振り下ろされるが、瞬間、リリィは右足に力を込めると避けるのではなくアラジンに向かって体当たりをかました。

　思わぬ反撃をモロに受けるアラジン。

　彼はリリィの渾身の一撃によりふっとんだ。しかし、ゆっくりと立ち上がると体についた埃ほこりを静かに払う。

「……なるほど。そういうことですか」

　そう言って何かに納得するようにアラジンはリリィを見る。

　そこには先程まで浮かべていた笑みは消えていた。

「あなたもＳＳランク魔物ですか」

「!?」

「なッ……」

　アラジンの看破にオレとリリィは息を呑む。

　こいつ、どうしてそのことを……？

　驚くオレ達をよそに、アラジンは冷たい光を瞳に宿しながらため息をこぼす。

「ＳＳランク魔物が人の姿を取ることは知っています。そちらに倒れている女性もアンスールと共にこの国を襲おそいに来たＳＳランク魔物なのでしょう？　あの時はあえて逃がしてやりましたが、再びこうして僕の国に侵入してくるのなら仕方がありません。やはり、全ての魔物を葬ほうむる必要があるようですね」

　そうアラジンが呟くと同時に彼の姿が消える。

　否、彼は即そく座ざにリリィの真正面へと移動し、剣を振り上げていた。

「ッ!?」

　咄とつ嗟さに剣を構え、それを受け止めようとするリリィであったが、アラジンが剣を振り下ろすとリリィの剣は砕くだかれ、その胸に大きな一文字の傷を刻む。

「…………あ」

「リリィイイイイイイイイイイイッ!!」

「ママアアアアアアアアアアアッ!!」

　目の前で血の花を咲かせながら倒れるリリィ。

　それを冷れい酷こくな目で見つめるアラジンの表情には一切の容よう赦しやがなかった。

　顔についた血をわずかに拭ぬぐうと彼はそのまま地面に倒れるリリィに、剣を向ける。

「安心してください。すぐにその苦しみから解放してあげます。それが僕にできる唯一の救い」

　そう言ってアラジンが剣を掲げる。

　オレは気づくと走っていた。

　今からあの二人のいるところまで走って間に合うかは分からない。

　仮に間に合ったとしてもリリィの前に立てばオレが殺される。

　それが分かっていながら、オレは走るのを止やめられなかった。

　なによりも、オレはかつてこの光景を見ている。

　それはリリィの過去。

　本当のリリィが、刻印の影響で暴走していたバロンに胸を貫つらぬかれる瞬間、オレは同じように走っていた。

　あの時は、過去に起きた出来事の回想だったために止めることは出来なかった。

　だが今、オレの前で起きているこれは、紛まぎれもない現実。

　ならば、止める。たとえ、それでオレ自身の命がなくなろうとも。

　リリィを、相棒を、オレの大事な奴を、殺されるわけにはいかない。

　目の前の光景がまるでスローモーションのようにゆっくりと動き、アラジンの剣がリリィへ振り下ろされようとするその瞬間、ひとりの少女の叫びが木こ霊だまする。

「ダメ─────ッ!!」

　振り向くと、声を発したのはスィ。

　それと同時に信じられないことが起きた。

「なっ！」

「ッ、これは……！」

　スィが叫びを上げると同時に彼女からまばゆい光が放たれ、あたり一面を包みこんだ。

　そのあまりの眩まぶしさにオレもアラジンも、その場にいた全員が目を覆う。

　だが、そんな光の奔ほん流りゆうの中、一つの影がオレの横を通り過ぎたかと思うと、今まさにリリィにトドメを刺そうとしたアラジンの懐へと飛び込む。

　あまりの速さにオレだけでなく、アラジンすらその動きに虚きよをつかれ、彼が防御するより早くその人物の拳こぶしがアラジンの体へと入る。

「ぐッ……」

　瞬間、初めて苦く悶もんに似た声を漏らし、アラジンは数メートルも吹き飛んだ。

　空中でなんとか姿勢を直し、うまく着地するアラジンであったが、彼は自らを吹き飛ばした人物の姿を見て驚愕する。

　いや、それはオレも同様であった。

「スィ、ちゃん……？」

　地面に倒れたまま血を流すリリィが、自らをかばうように立つ少女の名を呼ぶ。

　それはまぎれもないスィであったが、オレ達が知る姿ではなかった。

　夜の闇の中にあって、まるで月の光のように輝く銀の髪。

　黒い服の下から覗のぞく雪のように透すき通とおった四し肢しは幻想的に美しく、その蒼あおい瞳はまるですべてを見み透すかす海のような澄すんだ色。

　そして、なによりその身は幼き姿ではなく、まるで十年が経過したかのように成長した美しい少女の姿であった。

　夜風に髪をなびかせながら、その少女──成長したスィは凜りんとした表情で目の前のアラジンを見つめる。

「これ以上、ママに手は出させない」

　それはこれまで聞いたことのない落ち着いた、成長したスィの声であった。

　急な出来事を前にただ呆然と立ち尽くすオレ達であったが、その中でスィの姿を見て、明らかに表情を変えた者がいた。それは──

「クラウディア……？」

　ボソリと先ほどまで地面に倒れていたアンスールが目の前のスィの姿を見て呟く。そしてもう一人、

「……なるほど」

　アラジン。

　先ほどスィに吹き飛ばされた勇者がこれまでとは異なる真剣な表情で目の前で成長したスィを見つめる。

「その姿、君があの魔王の子供ですか」

「…………」

「なに？」

　アラジンの問いにスィは答えず、アンスールは驚愕をあらわにする。

　だが、そんな周りの反応を気にすることなく、アラジンはこれまでとは異なる闘志を宿した構えを取る。

「君の誕生は防いだと思っていたのですが、どうやらそうではなかったようですね。仕方がありません。魔王の子供というのなら、僕も容赦することは出来ません。この場で世界の悪となり得るものは全て排はい除じよします」

「やってみるといいよ。やれるものならね」

　アラジンの宣言に対し、スィはまるで挑発するように返す。

　そんな！　いくらなんでも無茶だ!?

　確かにさっきは不意の一撃によってアラジンを吹き飛ばしたが、奴の実力は今までオレ達が対峙してきた敵とは次元が違う！

　スィの姿が成長したとはいえ、とても敵かなうとは思えない！

　焦あせるオレをよそに、両者が同時に動く。

　先にアラジンがスィの真横に移動すると、そこから幾いく重えもの光の線を放つ。

　おそらくあれはアラジンの剣閃。あまりに速すぎて光の筋にしか見えないほどの剣筋。

　それが数十、あるいは百にも届く数が放たれるが、それを前にスィの姿が掻かき消きえる。

　一体何が？　とオレが驚くよりも早く、アラジンの背後にスィの姿がある。アラジンが振り向くより早く彼の脇腹にスィの回まわし蹴げりが入る。

「ぐッ……!?」

　再びアラジンが苦痛に満ちた声を上げ、今度は体勢を整えることすら出来ず、数メートル先へと吹き飛んだ。

「確かにあなたは強い」

　すぐさま立ち上がるアラジンであったが、彼が構えるよりも早くスィが彼の眼前に現れる。

「けれど、私はあなたよりも強い」

「ッ!?」

　再び、光の剣閃を放つアラジン。

　その数は先程の倍、いや数倍。一秒間に数百もの光の軌き跡せきを刻み、音すら置き去りにした無数の剣閃。

　しかし、スィはその上を行くように秒間数百の斬ざん撃げきを避け、あるいは防御し、間かん隙げきを縫ぬうようにアラジンの腹部に渾身の一撃を見み舞まう。

「が……ッ！」

　わずかな攻防。一瞬の煌き。両者の間に無数の光が散ったかと思うと、気づくとアラジンが膝ひざをついていた。

　常人にはおよそ理解できぬ光景であったが、ただ一つ理解出来たことがあった。

　それはスィの圧倒的強さ。

　先ほどまでオレ達全員を束たばにしても、まるで太刀打ち出来なかったアラジンが子供扱い。

　次元の違う強さの敵を、更さらに圧倒する異次元の強さ。

「……あれが、魔王様の力です……」

　目の前で繰り広げられた超次元的戦いを前に呆然としていたオレの隣に、いつの間にかシズが近づいて告げる。

「全ての魔物の頂点、私達ＳＳランク魔物すら統べる魔物の王。この世界の守護者。魔王クラウディア様の紛れもない直系、魔王スィ様の本当の実力です」

　まるで在ありし日ひの憧あこがれの人に敬けい服ふくするように、シズは誇り高く告げる。

　一方、スィの圧倒的強さの前に膝を屈していたアラジンであったが、やがてその口元に笑みを浮かべるとゆっくりと唇くちびるから流れる血を拭ふき取る。

「やれやれ、この強さ。どうやら本当に魔王の子らしいね。ははっ、困ったなぁ。出来れば使いたくはなかったんだけど……」

　そう言ってアラジンは立ち上がる。

　瞬間、それまで彼を相手に優位に立っていたはずのスィが何かを感じたのか、一瞬怯おびえるような表情を見せるとすぐさまオレ達の傍そばまで下がった。

「これを使う以上、この場にいる全員を殺さないといけない。……ああ、残念だな。僕の目的はあくまでも〝刻印の魔女〟の処刑だけ。キョウさん達まで殺す気はなかったのに……」

　そう言ってオレ達に顔を向けたアラジンの瞳はまるで野生の獣のように金きん色いろに光っていた。

　なんだ。何かは分からないがマズイ。このまま、ここであいつと戦うのは!?

「ムー！　今すぐ変身してくれ！」

「！　う、うん！」

　オレはすぐさま隣にいたムーに変身を頼む。

　するとムーの姿が巨大なシャチへと変わり、オレはすぐ傍にいたシズとアンスールに肩を貸す。

「スィ！　セイレーン達！　倒れた皆を抱えてくれ！」

「分かってる。お父さん！」

「了解っす！」

「こっちはリリィさんとイースさんを確保してまーす！」

「このまま、こっちのクジラに飛び乗るっす！」

　それぞれ倒れたままのリリィやイースちゃん、ジャック、バーン達を抱えながらオレ達はすぐにムーの背中へと飛び乗る。

　一方、アラジンはオレ達がムーの背中に乗り、この場から離脱を図はかると、その顔に薄い笑みを浮かべ、先ほどまで解放しようとしていた何かを抑おさえた。

　オレ達はそのままアラジンから離れるよう急ぎムーに指示を出し、城からの脱出に成功するのだった。
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「お父……キョウさん。リリィさんの容よう態だいはどうですか？」

「ああ。今、イースちゃんに見てもらっている。命に別状はないらしいから、このまま回復魔術をかけ続ければ良くなるって」

「そうですか。良かった」

　あれからオレ達はムーの背中に乗りながら、ひとまず別の大陸へと逃れるため移動している。

　イースちゃんが一番に目覚め、そのまま彼女に皆の傷の具合を見てもらった。リリィは今は安定している状態であった。

　アンスールもシズもダメージは受けているが、それでも重傷というほどではないため、静かにしている。

　セイレーン達も無事であり、ジャック、バーンは軽傷のため心配はない。

「それにしても、君は本当にスィ……なんだよね？」

「はい」

　オレは目の前ですっかり十五、六歳ほどに成長したスィに問いかける。

　面おも影かげは確かに幼い状態のスィそのものであったが、それよりも十歳近く成長している。性格も子供っぽさがなくなり礼儀正しい印象を覚える。

「なんでそんないきなり成長したか……分かるかい？」

「…………」

　問いかけるオレにスィはどこか困ったように目を逸そらし答える。

「……私も正確にはよく分かりません。ただマ……リリィさんを助けたいと強く願った瞬間、この体に成長しました」

「そうなんだな」

　どうやら本人にも成長の仕組みはよく分かっていないようだが、そのきっかけがリリィを助けたい強い想おもいというのは理解できた。

　実際、そのおかげでリリィだけでなくあの場にいた全員がスィによって助けられたのだから。

「スィちゃん……さっきはありがとうね」

　イースちゃんの回復魔術のおかげで容態が安定したリリィがスィに声をかける。

　それを見てスィがリリィの方に近づき、その手を握る。

「いえ、私の方こそ、リリィさんを守ると言っておいて、こんなことになってごめんなさい」

「何言ってるの。スィちゃんのおかげでアタシ達全員助かったのよ。本当にありがとう」

　そう言って微笑ほほえむリリィに対し、スィはどこか安心したように微笑み「いいえ、無事で何よりです」と返す。

　そんなスィに対し、声をかける人物がいた。

「スィ、と言ったね……」

　それは他ならぬアンスールであった。

「君のその姿、それに先ほどのアラジンの言葉……。君は魔王の、クラウディアの娘、なのか？」

「……はい」

　わずかな沈ちん黙もくの後、スィは頷うなずく。

　その答えにアンスールは息を呑のむ。

「そう、か……」

　呟つぶやきアンスールは頭を抱かかえ込こむように俯うつむく。

　顔は見えないが、そこには様々な感情が渦うず巻まいているのが見て取れる。

　そして、それはスィも同じ様子であった。

　しかも、一方は愛する人とその子供を失い復ふく讐しゆうに走った魔女。

　もう一方は、自身を産んでくれた両親達の存在を知らぬままオレに育てられ、その中で実の父親であるアンスールと敵対したこともある娘。

　親子であった真実を知ったことが、複雑でないはずがない。

　しばらくの沈ちん黙もくの後、アンスールが静かに口を開く。

「生きて、くれていたのだな……」

「はい。こちらのパ……キョウさんに拾ひろわれ育てられました」

　アンスールからの問いにスィはオレのことをそう紹介する。

　うむ、なんだろうか。スィがいきなり成長したことにも戸と惑まどいを覚えたのだが、つい先程までオレの事を『パパ』と呼んでいた子供が急に他人行儀になり『キョウさん』と呼ぶのにはどうしても違和感を覚える。というか、ぶっちゃけちょっと寂さびしい気持ちになる。

　そんなことを思っていると、アンスールはオレとスィを見比べ、何かに納なつ得とくするように頷く。

「……そうか。前に君と会った時に一緒にいた少女。まさかそれがクラウディアの娘だったとは……。ははっ、復讐に囚とらわれるあまり私は何も見えていなかったのだな……」

　自虐するように笑うアンスール。

　彼にとってみれば死んだと思っていた娘が生きていたのはこの上ない幸福であろう。

　だが、それに気づかず復讐だけを果はたそうとしていたアンスールからすれば複雑な心境は拭ぬぐえない。

　どう声をかけるべきかと悩むが、その瞬間、オレのカバンから奇妙な音が聞こえ始める。

『トゥルルル！　トゥルルルル！』

「へっ、な、なんだ!?」

　この場に鳴り響ひびく奇妙な音。

　当然、誰だれもが不思議な顔をするが、オレにはその音は非常に聞き慣なれた音であった。なぜならそれはいわゆる携帯ケータイの着信音。地球にいた頃、よく耳にした電子音と同じものであった。

　しかし、この世界に携帯など持ってきていないはず。いや、仮にあっても通じるはずはない。

　一体どういうことかと慌あわててカバンをまさぐると、その音は意外な物から鳴り響いていた。

「す、水晶？」

　それは以前モーちゃんから与えられた水晶。

　恐る恐るそれを手に取り、中を覗のぞいた瞬間、

『ぱんぱかぱーん！』

「うわあぁッ!?」

　水晶の中からクラッカーを鳴らして笑顔を浮かべる女性。女神モコシことモーちゃんの姿が現れた。

『あははー、驚おどろいたー？　いやー、久しぶりだねー。僕ぼくのこと忘れてないー？　ないー？』

「い、いやー、忘れてはいませんよ。お久しぶりです。モーちゃん」

　相変わらずテンション高めな彼女に愛想笑いをしつつ、とりあえず挨あい拶さつをする。

「それにしてもいきなり何の用ですか？」

『そうそう！　それだよ、それ！　キョウ君。スィちゃんに何か変化が起きてない？』

「変化ですか？」

　そりゃもう滅め茶ちや苦く茶ちや起きてますよと十五、六歳くらいに成長したスィの姿を水晶越しにモーちゃんに見せる。

『うわー！　やっぱりー！　さっすがキョウ君！　魔物の栽さい培ばいだけじゃなく、魔王の成長にもこんなに影響を与えるなんてさすがだよー！』

「え？　オレ何もしてませんけど」

　否定するものの、彼女は『いやいや、そんなことないよー』と告つげる。

『直接的でないにしろスィちゃんはキョウ君と一緒に旅をすることで少しずつ内面が成長していたんだよ。君や君の仲間達に守られることで、次し第だいにスィちゃんは君達を本当の家族と思い、それを守りたいと願ったんだ。魔王の成長は普通の魔物や人間とは異なり心の起き因いんによって大きく変化する。今の彼女は紛まぎれもないひとりの大人。自分の好きな人達を自分の手で守りたいと願い、成長した姿なんだ』

　モーちゃんからの説明を聞いて、オレは頷く。

　なるほど。スィの成長はそういうことだったのか。

『なんにしてもこれでキョウ君の準備も整ったね』

「準備ってなんのですか？」

　よく分からないことを告げるモーちゃんにオレは質問する。

『あははー、何って世界樹の栽培に決まってるじゃないかー。そろそろキョウ君には本格的に世界樹の栽培に入ってもらいたいんだー』

「へっ？」

　唐とう突とつなモーちゃんからの宣言に呆あつ気けにとられるオレ。

　世界樹の栽培。確かにそれは元々モーちゃんからお願いされていたことであり、オレのこれまでの旅の目的でもある。

　しかし、その世界樹の種である宝石はまだ全すべて集まったわけではない。

　今オレの手元にあるのは切り倒された六本の世界樹の内、五つの種である。

『五つもあれば十分だよー。まずは手元にある五つの種を、世界樹が切り倒された大陸にそれぞれ植うえて栽培を始めるといいよ。それだけで世界樹の数は九つに回復するわけだから、最後の一個はその後にでも回収すればいいよ』

「はあ、モーちゃんがそう言うならそうしますけど、なんで今このタイミングなんですか？」

　他にも世界樹の種を植えてもいい機会はあったはず。

　そう思ったオレにモーちゃんはウインクをしながら答える。

『それはスィちゃんが魔王としての力に覚かく醒せいしたからだよ』

「え？」

　そのモーちゃんのセリフにオレはスィの方を振ふり返る。

『前に言ったと思うけど、魔王の命はこの世界にある生命の樹セフイロトと連動している。その数が多いほど、魔王としての力は本来の実力に近づく。けれど、そのためには魔王自身が目覚めないと世界樹からの恩おん恵けいを受けられない。今のスィちゃんなら世界樹からの恩恵を受けられる。つまり、スィちゃんの力を完全に引き出し魔王としての役割を引き継ぐためにも世界樹を栽培するのは今がちょうどいいんだよ。それに成長した今のキョウくんの魔物栽培能力なら世界樹も栽培出来るだろうし』

　そう説明するモーちゃんにオレは納得する。

　なるほど。確かにそれならスィが大人の姿になり魔王としての力を得た今が栽培のいい時期なのかもしれない。というよりも現状でもスィの魔王としての力がまだ不完全という事実に驚きを覚える。

　あの時、アラジンとの戦いでスィは彼を圧倒していた。

　そう考えると本来の魔王の力はどれほどのものなのかと少し想像して身み震ぶるいをする。

「あ、そうだ。魔王で思い出したんですけど、モーちゃん。聞きたいことがあるんです」

『ん？　何かな？』

「あの〝紅あかい刻こく印いん〟って本来は魔王が持つものなんですよね？」

　そう言ってオレはアンスールの右手に刻まれた刻印を指す。それを見て、モーちゃんは頷く。

『そうだね。それは本来、魔王が勝手な行動をする魔物達を制御するために生まれた刻印。あくまでも魔物達の王として、その下にいる魔物達が不必要な争いをしないようにそれを制御するための刻印だったんだ』

　制御の刻印。なるほど、そういうことだったのか。

　確かにそう考えれば、あの刻印の強制力にも納得だ。

　そもそも魔物達の頂点に立つ王ならば、そうした本能のみで暴れる魔物を制御できる力があってもおかしくはない。

　だが、問題はそれが魔王の娘のスィではなく、人間のアンスールの手に刻まれていることだ。

『僕も詳くわしくは分からないけれど、魔王の死の瞬間、そっちの魔女君が看み取とったことに原因があるかな。あるいは彼と魔王の心が繋つながりすぎて、彼の憎ぞう悪おに魔王の持つ刻印が共鳴して移動したんだろう。いずれにしてもその力は人間が制御できるものじゃない。事実、そっちの魔女君は憎しみに心を支配されているはずだろう？』

「…………」

　モーちゃんからの問いにアンスールは答えない。

　だが、気まずそうに目を逸らすことが肯こう定ていを意味していた。

『悪いことは言わないから、今のうちに本来の持ち主である魔王スィちゃんにそれを返すことをオススメするよ』

　モーちゃんからの進言にこの場にいた全員がアンスールの方を見る。

　全員の視線を受け、拳こぶしを握るアンスールであったが、その口から出た言葉はある意味、予想通りのものであった。

「──断る」

　苦にが々にがしく告げるアンスールであったが、それに反論したのは意外な人物であった。

「……アンスール様。あの方、モコシ様の言うとおりです」

「シズ……」

　それは他ならぬアンスールの部下。ＳＳランク魔物のシズであった。

「アンスール様が復讐のためにその力を必要とするのは分かります。ですが、これ以上、刻印を宿し続ければアンスール様の自じ我がが刻印に飲み込まれる恐れがあります。魔王様のご息女であるスィ様が覚醒なされた今なら、その刻印も受け止められるはずです。アンスール様のためにもどうか……」

　そう言ってアンスールの手を握るシズの表情は決して、モーちゃんやオレ達に迎げい合ごうしたのではなく、純粋にアンスールの身を案じてのことだと分かる。

　しかし、そんなシズからの説得にもアンスールは顔を背け、静かに答える。

「それは……出来ない」

「え？」

　アンスールの呟きに意外そうな声を漏らすシズ。

「ちょっとアンタ……何言ってんのよ……」

　そして、それに反応したのはリリィであった。

「アンタがその刻印で今まで何をしてきたのか忘れたの？　それは本来、アンタのものじゃない魔王のもの。アンタはそれを復讐のために利用したのよ……！」

「そうだ！　これは彼女が、クラウディアが私に残してくれた唯一の形かた見みだッ!!」

　リリィからの責せめに、アンスールはその場に立ち上がり反論する。

「これは私と彼女を繋ぐ唯一の……最後の絆きずなだ。たとえ私し怨えんや復讐と言われようとも私はこれを外しはしない。クラウディアが私に唯一残してくれたこの力であいつに……アラジンに復讐を果たす。そうでなければクラウディアに手た向むける花などない……ッ！」

「アンタ……」

　そう悲痛に叫ぶアンスール。

　オレはその姿を見てある人物を思い出した。

　それは六大勇者の一人〝魔ま学がく勇者〟アリババ。

　彼もまたアンスールと同様、自分の愛した人物を殺された。そして、その復讐を果たす以外に愛した人物に手向ける花はないと、囚われていた。

　アンスールの気持ちは分かる。

　愛する人、子供、故こ郷きよう。全てを失い、最後に残ったのはその愛する人から授かった刻印のみ。

　ならばそれに囚われ、執しゆう着ちやくするのも道理かもしれない。

　それはもう善悪の問題でも、何が正しいとか悪いとかの問題でもない。それ以外の道がないだけの話。

　だけど──

「アンスールさん。あなたの愛する魔王クラウディアさんが残したものは本当にその刻印だけですか？　他にもあるはずでしょう」

「なに？」

「今あなたの前に立っている少女。その子こそが彼女が命を賭としてまで守ったもの。あなたに対し、本当に残したかったものじゃないんですか？」

「!?」

　見なければいけないものは他にある。

　アンスールの前に立つ銀髪の少女スィ。

　彼女は悲しみと哀あわれみ。そんな複雑な感情を持ってアンスールを見ていた。

　やがて、その視線に耐たえ切れなくなったのか、彼は静かに顔を背ける。

「……だとしても今いま更さら、復讐を手放すことなど出来ない。私はなんとしてもアラジンを殺す……。それが終わったのなら、この刻印は好きにしろ。無む論ろん、私の命もな……」

「アンスール様……」

　アンスールのそんな悲しい呟きを前に顔を曇くもらせるシズ。

　やがて、スィはそんなアンスールに背を向け、離れた場所に座る。

　その背中からは失意や悲しみが感じられた。

『うーん、やっぱり簡単にはいかないみたいだねー』

　そして、そんな光景を水晶越しに見ていたモーちゃんもまたいつになくシリアスな雰ふん囲い気きで呟く。

『まあ、とはいえ刻印は早い内にスィちゃんに返すことをオススメしておくよ』

「…………」

　モーちゃんからの助言に対しても、やはりアンスールは沈黙を守る。

『それよりもキョウ君。君はまず手元にある世界樹の種を各大陸に植えて栽培を始めるといいよ』

「はい。それは分かりましたけど、植える大陸はどこにすれば……？」

『まあ、言ったように世界樹が切り倒された大陸だね。「第二大陸コクマー」「第三大陸ビナー」「第四大陸ケセド」「第五大陸ゲブラー」「第八大陸ホド」だね』

　なるほど。第五大陸ゲブラー以外は行ったことのある大陸なので分かりやすい。

『世界樹が無事栽培出来れば、スィちゃんも魔王としての力を完全に引き出せるようになるから、その後にでも最後の世界樹の種を取りに行くといいよ』

　それはひょっとして力尽くで奪うばえと言っていますか。女神さま？

　ま、まあ、それは最終手段にしておくとして、ひとまず当面の目的は出来た。

　まずはオレの手元にある世界樹の宝石を、世界樹が切り倒された各大陸に植え、それを世界を支ささえる生命の樹として育てる。

　これはかつてない栽培と言える。

　果たして今のオレの実力で世界樹が栽培できるかどうか不安は大きいがやるしかない。

　いよいよ、この世界でのオレの役割も最終局面に近づいてきたようだ。

　そんな不安と興奮を抱えながら、オレはムーに『第二大陸コクマー』に向かうよう指示を出した。
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「ここに戻ってくるのも久しぶりだなー」

　そこはあたり一面銀の風景。雪に覆おおわれた国、コクマー王国の首都前であった。

　オレ達はムーの背中から降りると、人型に戻ったムーと共に首都の門を潜くぐろうとするが、

「キョウ君。本当に私も同行していいのか？」

　オレ達と行動を共にしようとしたアンスールが気まずそうに問いかける。

「当たり前だろう。アンタは今怪け我がしてるだろう。それにアンタを一人放ほうっておくと何をしでかすか分からない。当分はオレ達と共に行動してもらうよ」

「……なるほど。監かん視しというわけか」

　納得とばかりに笑みを浮かべるアンスールだが、無論それだけが理由ではなかった。

　オレは横目でチラリとスィを見る。やはりアンスールとは視線を合わせず居心地悪そうにそっぽを向いている。

　なおここに来る途中、スィには新しく服を買ってやった。

　黒のフリルがついた、いわゆるゴスロリ調の服であるが、これがなかなか似合っている。

　髪も後ろでポニーテールに結むすんでおり、パッと見はどこかのご令れい嬢じようにしか見えない。

　なお、買い物の時もアンスールとスィが会話をすることはなかった。

　あれから二人は、意識的に距離を置いているようで、話すことも視線を交わすことも避けている。

　しかしそれで逆に、互たがいを意識し合っているのがバレバレとなっている。

　出来るなら、この世界樹を栽培する間に二人の仲を取り持ってやりたいが……。

「キョウさん。兄のことは任まかせて……私が手た綱づなを握る……」

　そう言ってアンスールの隣となりにイースちゃんが立ち、大丈夫とばかりに拳を握る。

「ああ。それじゃあ、頼たのんだよ。イースちゃん」

　そのままオレ達は首都の門をくぐり、王城へと向かう。

　幸い門番の人達がオレの事を覚えていたようで、素す直なおに中に入れてくれた。

　なおこの国にアンスールが来たことはないのだが、念の為ため顔を隠すようフードを被かぶってもらった。

　そうして城の中を案内してもらっていると、オレ達は意外な人物と出会った。

「キョウさん！」

　十歳くらいの身なりのいい少年は、オレの姿を見るやいなや、こちらに小走りで近づいてくる。

「よお、久しぶりだな。ザード。元気だったか？」

「はい！　キョウさんこそ、お久しぶりです」

　少年は以前、この城で知り合いになった第三王子のザードであった。

　彼とはそれほど深い関係というわけではないが、とある出来事を経へたことで、オレは彼にとても感謝されている。

「そうだ。例のあの樹はどのくらい育った？」

「もうすっごく大きくなりました！　樹の上には大きな卵も実っています！」

「本当か？　よければ、ちょっと確認してもいいか？」

「はい！　ぜひ！」

　返答を聞くやいなやザードは嬉うれしそうにオレの腕を引っ張り、中庭へと移動する。

　庭の中心に、大きく成長した巨大な大樹がそびえ立っている。

　そして頂上には約一メートルにもなる巨大な卵が実っていた。

「うおー、こりゃ確かに成長したな。あの卵も多分数日中には孵かえるんじゃないのか？」

「はい！　僕も楽しみにしています！　本当にありがとうございます、キョウさん。キョウさんのおかげで僕はまた姉さんと再会できますから」

　嬉しそうに微笑むザード。

　彼が漏らした姉さんとは、かつてこの国を襲おそったＳＳランク魔物ベヒモスのことである。

　その魔物はザードの姉・フローラの姿を借り、密ひそかに城に潜入していた。

　しかし長い時間ザードと接するうちに、ベヒモスはいつしかザードのことを本当の弟のように想い始める。

　そのため彼女の最期はザードを守るような形となった。

　だが、それではあまりに悲しすぎるため、オレはベヒモスから溢あふれた宝石をこの場所に植え、栽培を行った。

　結果は見ての通りであり、オレがこの国を出るときは一メートルくらいの高さであったが、いつの間にかここまで大きくなっていたようだ。

「でも、ちょっと心配なことが……。仮に姉さん……ベヒモスが生まれてもその場合は子供として生まれるわけですから、今度は僕の妹、になるんでしょうか」

　そう言いながらソワソワとするザードに対し、オレは安心させるように笑みを浮かべ、その頭を撫なでる。

「心配すんなって。魔物の成長ってのは案外速いんだぜ？　最初は子供だと思っていても、気づくといつの間にか成長するものさ」

「そう、なんですか？　なら、僕もベヒモスに負けないように一緒に成長したいです」

　オレからの答えに嬉しそうに笑みを浮かべるザード。

　無論、これはでまかせでもなんでもなく、ついさっきオレが体験したことでもある。

　そのままチラリとスィを見ると、なぜだかスィは気まずそうに視線を逸らした。

　うーむ、なんだろうか。

　以前までのスィは見た目通りの子供で、とても素直にオレを慕したい、いつも足元にくっついていた。なので、あのような反応をされるとこちらもどうしていいか分からない。

　そんなことを思っていると、目の前の大樹を見つめていたアンスールがボソリと呟く。

「……そうか。これはベヒモスの樹か……」

　そう言って目の前の樹をフード越しに見つめるアンスールであったが、そこにはわずかな哀あい愁しゆうが漂ただよっている。

　考えてみれば、この国を襲ったベヒモスはアンスールに刻印を打ち込まれ、利用された魔物だ。

　ザードにとって、アンスールは非情な敵ではあるが、アンスールがここにベヒモスを送り込まなければ二人の出会いもなかった。

　とはいえ、やはりこのことは伏ふせていたほうがいいかとオレが納得した瞬間、

「キョウ！」

　懐なつかしい声が背後から聞こえてきた。

　振り向くと、金髪のウェーブを揺ゆらしながらこちらに近づくひとりの少女の姿があった。

「シン！」

　オレはその少女の名を呼ぶが、続いて少女が着ていた服に驚いた。

　なぜなら以前までその子が着ていたのは男物の王族服であったが、今彼女が着ているのは女性用の王族服であった。

「お前、その服……」

「ああ、うん。今はもう性別を隠す必要がなくなったから、普段から女性の格かつ好こうをしてるんだよ」

　そう言ってクルリと一回転して、着ている服を見せびらかすシン。

　似合っているのは当然のことながら、白のニーソとスカートの間の絶対領域が絶妙で、思わずオレは一瞬そこを見つめてしまう。

　そんなオレの視線に気づいたのか、シンは頰ほおを赤らめながらスカートの裾すそを握る。

「って、ど、どこ見てるんだよー。キョウー」

「えっ、あ、ご、ごめん！　そんなつもりじゃ……！　ただその服がすごく似合っているから……」

　と言い訳するものの、なぜだかシンは「ま、まあ、別に褒ほめてくれるならいいけど」と嬉しそうな表情をする。

　一方オレの背後では、いつものようにリリィが冷たい瞳ひとみで見ているが、この時彼女だけではなくもうひとりオレを蔑さげすみの目で見る人物がいた。

「……キョウさん。どこ見てるんですか」

　それは他ならぬスィだった。その表情はある意味、リリィよりも冷たい。

　うっ、つい先日まで娘のように可愛かわいがっていた子から、その視線とセリフはこたえる……。

　思わず落ち込むオレにシンが「だ、大丈夫？」と声をかける。

　ありがとう、シン。なんとか生きてます……。

「それよりも急にどうしたんだい？　僕達に何か用かい？」

「ああ、それなんだが実は聞きたいことがあって」
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「というと？」

　質問してくるシンにオレ達は世界樹の栽培について話す。

　元々の世界樹があった場所で新たな世界樹を栽培したいと伝え、その場所に案内してもらえないかとシンに頼むと、彼女はそれを二つ返事で受け入れた。

「そういうことなら任せてよ！　明日、僕が直接その場所まで案内するから」

「本当か？　助かるぜ。シン」

「これくらいお安やすい御ご用ようだよ。ただもう時間が時間だから、今日は皆、城に泊まっていくといいよ。久しぶりに温泉とか入りたいだろう？」

「お、いいねー。じゃあ、部屋は前と同じように頼むよ」

「わーい！　久しぶりの温泉ー！」

　思わずオレがそう答えるとムーは嬉しそうに声を上げるが、それに猛反発する人物がいた。

「だ、ダメですよ！　な、ななななに言ってるんですか！　キョウさん!!」

「へっ？」

　スィは顔を真まっ赤かにしてオレに抗議しだす。

　な、なんだ？　何がいけなかったんだ？

「ま、前と同じ部屋って、そ、それってつまり私とパ……キョウさんが一緒の部屋ってことじゃないですか！　不ふ潔けつ！　不潔ですよ!!」

「あっ」

　そういえばそうだった。

　以前まではオレは、スィやムーと一緒の部屋で寝泊まりしていた。

　これは決していやらしい気持ちなどではなく、単純に保護者として傍そばで見守りたいという気持ちからであり、彼女達も進んでオレと同じ部屋に来たため、これまではそれが当然であった。

　しかし、ここに来てその当然は変化する。

　なぜなら、今オレ達の目の前にいるスィはもう幼い少女ではなく、自立するべく成長した少女になったのだから。

　とはいえ不潔連れん呼こは地味に心に傷が入るのでやめてくれよ、スィ。

「と、ともかく！　私はキョウさんとは違う部屋に寝泊まりします！　それからムーも、いつまでもキョウさんに引っ付かずひとりで寝泊まりするように！」

「えー。スィ様、前まで私よりもお兄ちゃんにべっとりしてベッドを占せん拠きよしていたのにずるいですー」

「な、なななななにを言ってるんです！　わ、わた私はもうそんなことするような歳としじゃありません！」

　そう言ってムーからの無む邪じや気きな反撃に顔を真っ赤にして反論するスィだったが、なんだろうか。オレはそれをとても寂しい気持ちで見ていた。

　例えるなら、昨日まで一緒にお風呂に入っていた娘に「もう今日からお父さんとは入らない！」とキッパリ切り捨てられたような気持ち。

　いや、オレの年齢でそんな体験なんてするとは思わなかったが。

　ああ、アンスールさん。成長した娘とどう接すればいいのか分からないのはあなただけではないです。とオレは心の中で途方に暮れる。




「はぁー、スィの奴、成長してからなんか変わったなー」

　あれからオレは、シンの提供してくれた部屋で食事をした後、久しぶりの温泉へと足を運んでいた。

　それにしても昼間のスィの反応には少し驚いたが、冷静になって考えれば肉体が成長したことで精神面も成長するのは当然だ。

　口調や考え方だって、子供の姿の時とはまるで違っているのだから。

　しかし、あんな風に露ろ骨こつに避けられるのは傷つく……。いや、避けているわけではない、か？

　うーむ、と悩みながらオレは温泉ルームの中に入り、扉を開く。すると、

「えっ!?」

「へっ？」

　湯煙の中、驚いた声に反応し顔を上げると、そこには一いつ糸しまとわぬ姿のスィがいた。

「す、スィ……？」

「き、きききききキョウさん……！　な、ななななな、な……！」

　え、えーと。これはもしかしなくても入浴中の看板に気づかず入ってしまった……？

　というか、このパターン。前にも経験したような……。

　ま、まずい!?　このままでは前のように張り倒される上にスィからの好感度がダダ下がりする！　なんとか言い訳しないと！

「ご、ごめん！　スィ！　わ、悪気はなかったんだ！　いや、本当に入ってるって気づかず扉開けちゃって！　と、というか、ほら！　お、オレ達って家族みたいなものだし、スィはオレにとっては娘そのものだから、決して娘の体になんか欲情しないから！　オレはこのまま何も見なかったってことで退散するから！」

「──っ！」

　オレがそうまくし立てると、先程まで恥はずかしさで真っ赤にしていたスィの顔が今度は違う意味で赤くなり、その顔に明らかな怒りの感情を見せる。

「き、キョウさんの……バカアアアアアアアアアアアッ!!」

　スィの手の平から光が放たれると以前と同様オレの記憶はそこで途と切ぎれる。

　なんで毎回温泉ってなると、こんな目に遭あうの。





　　　　◇　◇　◇






「ここが世界樹のあった場所だよ」

　翌日。オレ達はシンの案内で世界樹があったとされる場所へたどり着いた。

　あのあと、気づくと部屋のベッドで目が覚めた。

　朝、シンと共にここへ向かう際、スィも一緒だったのだが、やはり昨日のことを怒っているのか少しプリプリした様子で顔を逸らし、オレと口を利いてくれなかった。悲しい……。

　世界樹のあった場所は雪山の頂上だった。見渡す限りの絶景で、空気も澄んでいて心地よい場所である。

　そんなだだっ広い山の頂上に、まるで何かを削けずったような大きな穴がある。

　なるほど。今や根っこの形もなく撤てつ去きよされているのか。

「オーケー。それじゃあ、早さつ速そくはじめるとしようか」

　そう言ってオレは背負っていた荷物を降ろし、そこからクワ、自家製の肥ひ料りようなどを取り出し栽培の準備に入る。

　今回、栽培するのは世界樹の種一つだが、やはり事前の準備は必要だろう。

「キョウ。僕も手伝うよ」

「いいのか？　シン」

　クワを振り下ろそうとした瞬間、シンがそう協力を申し出る。

「ああ。君には以前世話になったからね。こんな時でもないとお返しできないから」

「そうか。なら、頼むわ」

「お安い御用だよ」

　クワを受け取ったシンはオレと同じようにして土を耕たがやしていく。

　なお、リリィ、ジャック、ムー、スィ、バーン、イースちゃん達も同様に地面をほぐしてくれる。

　アンスールとシズが離れた場所からオレ達を観察しているが、まあ彼らについては仕し方かたないだろう。

　そうして土を耕した後、肥料をまき、イースちゃんに頼んで地面に水を与えて、土の状態がいい感じになったのを確認してから、オレはバッグから一つ目の世界樹の宝石──世界樹の種を取り出した。

　いよいよ、こいつを栽培する時が来た。

　この世界を支える生命の樹。世界樹。

　天を突つくほど巨大な大樹は、枝先から全ての魔物の種や宝石を生み出し、それを大陸中にばらまく、まさにこの世界の命を支える大樹。

　本来、それによって魔物の生態系を維い持じし、それを人間が狩ることでこの世界のバランスは保たれていた。

　だが世界樹がなくなった今、そのバランスは崩れ、近いうち世界の崩ほう壊かいも始まる。

　それを止めるためにもオレがこの世界樹を栽培しなければならない。

　今までの魔物の栽培とは異なる、真の意味での世界の栽培。

　オレはそれに少し緊張しながらも、強い念を込めながら、手に持った宝石を地面に植え、ゆっくりと土をかぶせていく。

　よし。あとはこれが育つのを待つだけ。

　出来る。以前までのオレならともかく、これまで様々な大陸を旅し、いろんな魔物を栽培してきた今のオレなら出来るはず。

　そう自分に言い聞かせながら、オレはゆっくりと立ち上がり、宣言する。

「よし、終わった。それじゃあ、次の大陸に行くとしようか」




「本当にもう出発するの？　キョウ」

「ああ、他の大陸にも行かないといけないからな」

　世界樹の種を植えてすぐ城に戻ったオレ達は、旅支度を終えて門の前に立っていた。

　シンやザードが見送りに来てくれたが、心なしかシンの表情は寂しそうであった。

「そうだよね。君にはやらなきゃいけないことがあるんだよね。けど、またいつでも遊びに来てよね。僕は歓迎するから」

「ああ。もちろんだよ。シン。それにザードも生まれてくる魔物の面倒、ちゃんと見るんだぞ」

「もちろんです！　キョウさん、本当にありがとうございます」

　笑顔で二人に別れを告げた瞬間、意外な人物の声が耳に入る。

「キョウ君！」

　それはこの国の王であり、シンの兄マサウダであった。

「マサウダさん。お久しぶりです」

　彼は小走りでこちらに近づくと「久しぶりだな」と握あく手しゆをしてくれた。

「すまないな。政務が忙いそがしく、君がここへ来たと聞いてもすぐに来られなかった。兵達から君達がここを去ると聞いて挨拶だけでもと寄らせてもらった」

「お気遣いなく。マサウダさんの方こそ、元気そうで何よりです」

　オレが挨拶をするとマサウダは「それでだな……」となにやら一いつ拍ぱく置おいて話し始める。

「実は君に確認しておきたいことがあるのだが、君は今旅している者の中で心に決めている人物はいるのかね？」

「へ？」

　唐突なその質問にオレは思わず目を丸くする。

　心に決めた人物？　いや、そんな人は特には……。とチラリとオレは後ろにいる仲間の女性陣を見る。

　リリィ。イースちゃん。スィ。ムー。あとは賑にぎやかなセイレーン達と、アンスールに付きそうシズ。

　まあ、シズは除外するとしても、この中でオレが心に決めた人物。

　ううむ、そう言われるとなんとも答えづらい。

　リリィとは相棒という関係であり、とはいえ決して何も情がないわけではなく。

　イースちゃんは素直でとても可愛らしい。

　成長したスィは……正直、複雑な感情が色々渦巻いているのでなんとも言えない。

　ムーはむしろ妹のような存在であり、心に決めた人物とはちょっと違う。セイレーン達に関してはなんとも。まあ、あっちは普段からアピールすごくて昨日もオレの部屋に寝泊まりするーとＪＫギャルのようなテンションで押し寄せてきた。すぐさまリリィやスィに捕まり退出したが。

「もし、よければうちの妹などはどうだろうか？」

「はい？」

「ちょ、に、兄さん!?」

　思わぬマサウダさんの発言にオレだけでなく、彼の隣にいたシンまで顔を赤くして動どう揺ようしだす。

「何を動揺するシン。お前とて先日、キョウ君の事をとても好このましい人物だと私に言って……」

「わー！　わー！　キョウ！　き、君は急いでるんだろう！　こ、ここは僕に任せて君は早く行ってよ！　というか行けー！」

　大仰に騒ぎ出すシンを尻目にオレは彼女の好意を受け取り、苦笑いでその場を立ち去る。

　背後からは「こういう話題は場所を選んでよ兄さん！」と兄に説教するシンの声が聞こえていた。





　　　　◇　◇　◇






「お久しぶりです。キョウさん、皆さん。ここビナー大陸の王国はいつでも皆さんを歓迎しますよ」

　そう言ってオレ達を迎え入れてくれたのは、第三大陸ビナーを統治する女王モルジアナさんであった。

　あれからオレ達はすぐに隣の大陸であるビナーへと渡った。

　理由は明白。

「ふんっ、久しぶりというほどでもないでしょう。女王。この者達とはつい先日、別れたばかりですぞ」

　この大陸の勇者アリババに会い、彼からこの大陸の世界樹があった場所を聞くためである。

「それで今度は一体なんの用だ？」

「ああ。実は──」

　煩わずらわしそうにオレ達からの頼みを聞くアリババであったが、用件を伝えるとつまらないとばかりに鼻を鳴らす。

「ふんっ、そんなことか。お前達も暇ひま人じんだな」

　うーん。やはりアリババのオレ達に対する印象は相変わらずよくない。

　というのも、アリババにとってオレ達……正確にはリリィはある意味、仇かたきのような存在。

　そう簡単に打ち解けるのは難しい。

　せめて場所だけでも教えてくれればと思っていたら、意外にも彼は兵士に地図を用意させ、とある場所に印を描く。

「ほら。この場所が世界樹のあった地だ。あとはお前達で好きにするがいい」

　そう言ってぶっきらぼうに渡してくるアリババだが、オレは僅わずかな驚きの後、素直に感謝を伝える。

　無論、それに対しアリババは興味なさそうに反応するが、彼がこんな素直に協力してくれるとは思わなかった。

　そんなオレ達とアリババとのやり取りを見ていたモルジアナさんが可お笑かしそうに笑みを浮かべる。

「ふふっ、相変わらずアリババは口下手ですね。皆さんも気にしないでください。こう見えて彼はあなた達に感謝しているんです」

「女王。何を……！」

　感謝？　はて、オレ達は彼に感謝されることなんてしたかな？　と、そう思った瞬間、謁えつ見けんの間まの扉が開いた。

　そこには何の変へん哲てつもない村娘の衣装を着たひとりの少女がいた。

「……あっ」

　だが、少女の姿を見た瞬間、オレ達──特にリリィは驚きに口を開けた。

　なぜならそれは彼女と瓜うり二ふたつの少女、リリィ自身であったのだから。

「……あ、りば、ば……」

　少女はフラフラとぎこちない足取りでこちらに近づき、アリババの名前を呼ぶ。

　それを耳にした瞬間、アリババはそれまでの険けわしい雰囲気を一変させ、まるで我が子を見守る親のような表情となり、すぐさま少女へと近づく。

「どうしたんだ？　リリィ」

　少女が倒れないように肩かたを両手で摑つかむアリババ。

　そんな彼に対し少女──リリィはぎこちない笑みを浮かべ告げる。

「ごは……の、じか、ん……」

　少女の告げた言葉を聞き、アリババはこれまで見せたことのない優しい笑みを浮かべ少女の頭を撫でる。

「そうか。もうそんな時間だったか。わざわざそれを伝えに来てくれたのだな。ありがとう、リリィ」

「う、ん……」

　ぎこちなく笑う少女であったが、次の瞬間彼女はこちらに気づき、オレ達と視線が合う。

「……あ、の、ひと……たち、は……？」

「ああ、彼らは私の知り合いだ」

　アリババのその答えに少女はヨロヨロとこちらに近づく。オレ達の顔を見るとそのうちの一人──リリィと目が合う。

「…………」

　少女、クローンリリィに見つめられ、まるで金かな縛しばりにあったように固まるリリィ。

　しかし次の瞬間、彼女から飛び出したセリフは驚くべきものであった。

「……よろ、しく……。あ、の……とも、だちに……なって、くれ、ます、か……？」

「！」

　クローンリリィのぎこちない笑みと差し出された手を前に、リリィは驚きよう愕がくに口を覆い、やがてその瞳からポロポロと涙をこぼしながら、彼女が差し出した手を握る。

「──ええ、ええ。もちろんよ。アタシの方こそ、よろしくお願いするわ。〝リリィ〟」

「……う、ん……」

　そう言って涙を流しながら手を握るリリィを前に、クローンリリィは微笑む。

　その光景をアリババは静かに見つめ、オレをはじめとするこの場にいた全員もリリィ達を優しく見守った。




「ここが世界樹のあった森、か」

　アリババが地図に描いてくれた場所へ向かうと、そこはオレ達にとってある意味、因いん縁ねんの場所であった。

　そこはかつて、リリィがバロンとして暮らしていた森の奥地であり、近くには本物のリリィが住んでいた村もあったのだから。

「……金こん色じきの魔女の末まつ裔えいがいた村の近くとはな」

　そして、それはアンスールの手によって滅ぼされた村でもある。

　彼はこの森に入ると同時に複雑そうな顔をし、村のあった方向に目を向ける。

　さらに森の中を進んでいくと、ふとリリィの足が止まる。

「ここ、なんだか覚えている？」

「？」

　急にアンスールの前に立ち止まり、拓ひらけた場所を指すリリィ。

　その瞬間、オレには彼女の意図が見えた。なぜなら、ここは──

「ここはアンタがその刻印を使った場所。ここにいたＳＳランク魔物バロンを操あやつり、村を襲うよう命令した場所よ」

　そう、ここはかつてバロンとリリィの憩いこいの場所であった。

　しかし、それは目の前にいるアンスールによって穢けがされた。

　どんなにアンスールに事情があろうとも、それは変わらない。

　リリィは在りし日の憎しみを思い出すようにアンスールを見る。

「アンタがアタシに刻印を打ち込んだ場所」

「！　まさか、お前はあの時の……」

　リリィのその発言にアンスールはようやくリリィの正体を察さつしたのか顔色を変える。

　やがて、何かを観念したように静かに首を振る。

「そうか。君がやたらと私を敵視していた理由がこれで納得だ。確かにそれならば私を憎んで当然だろう。いや、今この瞬間も私を殺したくてたまらないのだろう……」

「…………」

　アンスールのその発言にリリィは答えない。

　ただじっと目の前のアンスールを見つめるだけ。

「……それでどうする？　私を殺すかね？　もしも君にその気があるのなら受けてたとう。無論、私もタダで殺されるわけにはいかないが」

　そう言って戦闘の構えを取ろうとするアンスールであったが、オレやイースちゃんが慌てて二人の間に入る。

「おい、リリィ！　気持ちは分かるがやめろって！」

「兄さん！　今はそんなことしてる場合じゃ……！」

　しかし、オレ達の心配をよそにリリィは意外なセリフを口にする。

「安心しなさい。別に殺す気はないわよ」

「え？」

「なに？」

　彼女の答えにはオレだけでなくアンスールすらも驚いていた。

「確かに憎しみはある。けど、だからといってアンタを殺すことが正しいとは思わないわ。それで本当のリリィが喜ばないことはアタシもよく知っている」

　そう言ってリリィは在りし日の記憶を思い出すように目を閉じる。

「起きてしまった悲劇は変わらない。もしも、それに報むくいるとするならアンタを変えること、それがアタシの責任」

「…………」

「なにより、今のアタシには大事な仲間がいる。リリィも……形は違うけれど、アリババの傍にいてくれる。なら、アタシ一人だけが復讐を求めても意味はない。アタシは過去を見るんじゃなく、今を変える選択をする。そのためにもアンタは殺さない。生きて、償つぐなってもらうわ」

　その宣言を前にアンスールは視線を逸らし、リリィは彼をまっすぐ見つめた後、改めて前を歩き出す。

　今のリリィの宣言は自分だけに言っているのではない。ここにいるアンスールにも伝えているのだ。

　復讐という名の過去を求めるだけではいけないと。

　事実、前を歩くリリィの歩みに迷いはなかった。

　そして、そんな彼女の背中を見つめるアンスールの目に僅かな迷いが生まれていたのをオレは見た。




「よしっ、これでこの場所の栽培も終了だな」

「そうね。お疲れ様、キョウ」

　あれから森の奥へと進んだオレ達は拓けた場所に出て、そこが地図に示されたところだと分かった。

　その後は先日のコクマー大陸と同様、地面を耕した後、バッグに入れていた二つ目の世界樹の種を植えた。

　さすがに二回目ということもあって、皆慣れた様子で手伝ってくれた。

「それじゃあ、次の大陸はあそこよね？」

　確認するリリィにオレは笑みを浮かべ頷く。

「ああ、久しぶりに戻るとするか。オレ達のいた第四大陸ケセドへ」





　　　　◇　◇　◇






「うーん。やっぱ久しぶりに戻ってきたーって感じだなー！」

　そう言ってオレは大きく伸びをする。

　今、目の前に広がっているのは、オレがこの世界に来て最初にたどり着いた町。

　リリィと出会い、そしてオレの冒険が始まった最初の起点である。

「そうね。アタシも久しぶりに帰ってきた感じね」

「本当に……久しぶりですね」

　リリィもまた町の様子を懐かしそうに見つめ、スィもまたここで過すごした記憶があるのか街ゆく人や風景を眺ながめながら呟く。

　そんな感慨深い感情を覚えながらオレ達は街の中を歩き、やがて一軒の食堂が目に入る。

　それを見た瞬間、オレは迷うことなくその扉を開ける。

「はーい。いらっしゃいまー……キョウさん!?」

「やっ、久しぶり。ミナちゃん」

　扉を開けた先、そこにいたのはいつものエプロン姿をしたミナちゃんであった。

「わー！　いつ帰っていらっしゃったんですかー！」

「ついさっきだよ。といっても完全に戻ってきたわけじゃなく、寄っただけなんだけどね」

　嬉しそうに近づくミナちゃんにそう説明する。

　すると彼女はオレの後ろにいたアンスールやシズに視線を送る。

「そちらの人達はひょっとしてキョウさんの新しい仲間ですか？」

「ん、あ、ああ。まあ、そんなところだな」

　果たして仲間と言えるかどうか怪あやしいところだが。

「はじめまして、ミナと言います。よろしくお願いします」

　ミナちゃんがアンスールに対し自己紹介をするが、当のアンスールは彼女に一いち瞥べつを送ると、そのままそっぽを向く。

「え、ええと……」

「申し訳ありません。この方は気き難むずかしい方で……私はシズ。こちらの方はアンスールと申します。どうぞお見知りおきを」

　困こん惑わくするミナちゃんに対し、すかさずシズがフォローを入れる。

　うむ。なんだかんだでシズはコミュ力が高いのかもしれない。

　そう思っていると、ミナちゃんはオレの後ろにいたスィと視線が合い、スィの方に近づく。

「はじめまして。この食堂屋を営いとなんでいるミナと申します。よろしくお願いいたします」

「あっ……」

　そう言って笑顔で挨拶するミナちゃんにスィはどうしたものかと固まる。

　そうか。ミナちゃんには目の前の子がスィだとは分からないんだ。

　しかも、彼女にはスィが魔王の子という説明は一切していないため、話せば彼女を混乱させてしまうかもしれない。

　どうするべきかと思っていたら、スィが意を決したようにミナちゃんに告げる。

「その……私はスィ、です。ミナさん」

「え？　スィちゃん？」

　告げられた名にポカンと口を開けるミナちゃん。

　そりゃそうだよな。あー、こりゃ一から説明しないといけないかーと腹をくくろうとした瞬間、

「えー!?　スィちゃんてあのスィちゃんですか？　す、すっごく大きくなっちゃってどうしたのー!?　子供の成長は速いとは言いますが……もしかしてキョウさんの栽培した魔物を毎日食べて栄養が良すぎてそんなに成長したんですかー!?」

「い、いえ、そういうわけではなく、えっと、その」

「あ、ごめんなさい。私、つい興奮しちゃって。でも久しぶり、スィちゃん。すっごく大きくなったのね」

　思わぬミナちゃんのハイテンションに戸惑うスィであったが、すぐにミナちゃんは笑顔を浮かべてそう告げる。

　それを耳にしたスィは一瞬驚くが、すぐさま彼女も笑顔を浮かべ、それに頷く。

「はい。お久しぶりです、ミナさん」

　そう言ってミナちゃんと握手をするスィ。

　うむ。思ったよりもミナちゃんは物もの怖おじしない性格のようだ。

　思えば、オレが魔物を栽培しているとぶっちゃけた時も引くどころか、それに食いついて来た子だからなー。見た目よりも肝きもっ玉たまの太い女性なんだろう。確かに一人で食堂屋を営んでいる時点で彼女の度ど量りようの大きさは推おして知しるべきだ。

「それよりも久しぶりに皆さんがここに来てくれたんです。今日はおごりにしますから、ぜひうちの料理を食べていってください！　新商品も色々増えているんですよ！」

「おっ、本当か！　ミナちゃん！　そりゃ楽しみだ！」

「うん。アタシも久しぶりにミナの料理が食べたかったから楽しみね」

「ミナさんの料理、小さい頃に食べましたが、私今でも覚えています」

「おっと、ミナ嬢の料理とはこいつは楽しみだな」

「わーい！　料理ー！　楽しみー！」

「……わ、私も、ご一緒していいの……？」

「勿もち論ろんです！　腕によりをかけますので楽しみにしてください！」

　そうして、オレ達は大陸横断によって、空腹となったお腹なかを久しぶりのミナちゃんの料理で満たすことができたのだった。

　なお、料理を食べている際もアンスールは終始無言であったが、ここ最近彼から感じる雰囲気が少しずつ柔らかくなっているのを、オレはなんとなく感じていた。




「おー！　久しぶりの我が家だなー！」

　ミナちゃんの食堂を出て、オレ達が向かったのは、言うまでもなく町から少し離れた丘。

　そこにはオレが開拓した魔物畑と、一軒の小屋、オレがこの異世界で最初に暮らしていた家があった。

「こけーっ！　こっこっこっ！」

「デビー！　デビデビー！」

「きゅうううううー！」

「おー！　お前達、久しぶりじゃないかー！」

　小屋へ近づくと、真っ先に近づいてきたのはコカトリス、デビルキャロット、カイコロモチといった馴な染じみの魔物達。

　そして、そんな騒さわぎを聞きつけ、小屋の扉を開けて出てくるひとりの少女。

「キョウ様！」

「よお、久しぶり。フィティス」

　フィティス。グルメ貴族の称号を持ち、この小屋の管理を任せていたオレの仲間が嬉しそうに駆かけ寄よってくる。

「お久しぶりです。今回はわざわざどうしたのですか？」

「いや、実はいよいよ世界樹を各大陸で栽培する時期が来てな。ここにも世界樹の栽培のために寄ったんだ」

「なるほど。さすがはキョウ様ですわ！」

　久しぶりのさすコールだが、それが逆に実家に帰ってきたかのような印象を受けて悪くなかった。

　とはいえ、フィティスとは少し前にも行動を共にしていた。

　第三大陸ビナーで、大規模な魔物農業をする際、それを手伝ってもらうために呼んだのだ。

　その後、魔物の軍勢が第一大陸ケテルへ向かったと聞き、戦闘能力のないフィティスには、ここの管理と避ひ難なんのために戻ってもらっていた。

　しかし、こんなに早く再会するとはオレも予想だにしていなかった。

　そんなことを思っているとフィティスはオレの後ろにいたスィと目が合い、見慣れぬ彼女の姿に疑問をあらわにする。

「あの、キョウ様。そちらの女性は？」

　フィティスに名前を尋たずねられ、一瞬ビクリとするスィであったが、一瞬だけ瞳を閉じ意を決したように自らの名を告げる。

「私は……スィです。フィティスさん」

「え？　スィって、あのスィちゃんですか？」

「はい、そうです。驚かれるのも無理ありませんよね」

　スィの名乗りに驚くフィティスであったが、すぐに「……確かに面影がありますわね」と納得する。

　フィティスにはスィが人間ではなく魔物の子供であると説明したため、それに関係していると彼女は考えたのだろう。実際、それは当たっている。

　オレはフィティスにスィが成長した経けい緯いを掻かい摘つまんで説明する。

「なるほど。そういうことだったのですね」

　説明を聞き、納得したように頷くフィティス。

　さすがに頭のいい女性だ。オレがそう感心しているとフィティスはイースの後ろにいる人間──アンスールとシズに気づく。

「？　そちらの方達は？」

「ああ、この二人は──」

「こ、この人はアンスール……。わ、私の兄、です……」

「え!?　イースさんの!?」

　イースの紹介に驚くフィティス。しかし、その顔にすぐさま嬉しそうな笑みを浮かべる。

「そうなんですね。無事に兄弟に会えたのですね。良かったですね、イースさん」

「え？　あ、はい……」

　屈くつ託たくないフィティスの笑顔にイースちゃんはわずかに顔を曇らせて頷く。

　そういえば、フィティスはイースちゃんが兄を探しに旅立ったことは知っていたが、その兄がどういう人物で何をしたかまでは知らなかったのか。

　とはいえ今教える必要はないだろうし、オレも今回の事が終わってからフィティスに全て話そうと思う。

　そんなことを思っている内にアンスールの隣にいたシズがメイドらしく頭を下げると、慎つつましく挨拶をしていた。

「はじめまして。私はシズと申します。どうぞ、今後ともよろしくお願いいたします」

「あ、はい。こちらこそ、フィティスですわ。どうぞ、よろしく」

「はいはーい！　うちら、こっちのご主人様に栽培されたセイレーンっす！　よろよろー！」

「つーか、ここご主人が栽培した魔物がたくさんいてっぱねぇっすー！」

「このカイコロモチとか超可愛いんですけどー！　うーけーるー！」

　見るとセイレーン達もシズに続いて挨拶をし、オレが栽培した魔物達にちょっかいを出しては喜んでいる。

　ちなみに彼女達に捕つかまったモチは哀れ、困惑しながら、たくさん撫でられている。

「それでキョウ様。世界樹の栽培ということは、これからその切り倒された場所へ向かうのですか？」

「いや、それもいいんだけど。オレはこの大陸で世界樹を栽培するなら、その場所は最初から決めてたんだ」

「と、言いますと？」

　問いかけるフィティスにオレは小屋の向こう側、まだ使われていない平野を指差す。

「オレ達の住んでる小屋のすぐそこ。いつでも世界樹を見守れる場所で栽培したいんだ」

「まあ！」

　それを聞くやいなやフィティスは両手を合わせ「素晴らしい考えですわ！」と同意する。

　そして、それは他のオレの仲間達も同様であった。

「いい考えじゃない。アタシも賛成よ、キョウ」

「だな。すぐ近くに世界樹があるってのも管理しやすそうだしな」

「私もキョウさんが近くにいたほうが世界樹の成長にもいいと思います」

「私も……いいと思う」

「なら、決まりっしょー」

「ぴぃー！」

　皆の賛同を得て、オレは小屋の前に立てかけていたクワやシャベルを手にする。

「ああ。じゃあ、早速世界樹の栽培開始と行こうぜ」




「スィ。そっちの方の土耕してもらえるかー？」

「はい、勿論です。キョウさん」

「キョウ。こっちの方は終わったわよー」

「オーケー。じゃあ、あとは肥料を撒まくか」

「それでしたらお任せ下さい、キョウ様！　キョウ様がいない間、教わった知識で庭の一角に堆たい肥ひなるものを製造しておきました！　これで肥料には事こと欠かきません！」

「お、マジか、さすがフィティス。助かるぜ」

「いえ、それほどのこともありませんわ」

　というわけで皆で土をいじり、肥料を撒いた後、水をたっぷりと含ませて土の状態が良くなったところで、カバンから世界樹の宝石を取り出し、それを地面に植えていく。

　勿論、なるべく早く育つよう祈りを込めながら、ゆっくりと土をかけていく。

　そうして、宝石が完全に土の中に埋うまったのを確認すると、オレは立ち上がり、額ひたいにかいた汗を首にかけていたタオルで拭う。

「キョウ様。こちらお水ですわ。水分補給にどうぞ」

「お、悪いな。フィティス」

　フィティスから差し出された水を遠慮なく飲むオレ。

　うん、疲れた体にいい感じに水分が染み渡る。

　しかし、前に大型栽培をした時もそうだが、フィティスのこういう細かいところまで気を配ってくれる性格は実に助かる。

　オレがいない間、この場所を完かん璧ぺきに管理していたこともそうだが、やはりフィティスには感謝してもしきれない。

　実際、彼女のオレに対する貢こう献けん度どはリリィと同じか、あるいはそれ以上かもしれない。

　やっぱ、この旅が終わったら一度、然しかるべき手段で彼女にお礼をしないとな。

　そんなことを思っていると、オレと目が合ったフィティスが嬉しそうに微笑む。

　むっ、今までそんなに気にしていなかったが、こいつのこういう笑顔は爽さわやかで結構可愛いな。

　思わぬ不意打ちに少し顔を赤くするが、それが分からぬよう額にかいた汗をタオルで拭ふきながら誤ご魔ま化かす。

「それじゃあ、キョウ。ここでの栽培も終えたし、次の世界樹の栽培に向かう？」

　オレと同じように土いじりでかいた汗を拭くリリィ。

　しかし、それには首を横に振る。

「いや、さすがに今日一日くらいはゆっくりしてもいいだろう。久しぶりにこの大陸に戻ったんだし、出発は明日にしようぜ」

「だな。オレもミナ嬢ともっと話したかったしな」

「わ、私も……久しぶりにドリちゃんの様子とか見たい……」

「あら、それでしたらいい報告がありますわよ。イースさん。実はあれからドリアードが成長して今では私達と同じくらいの大きさで、最近では私の話し相手などもしてくださってますわ」

「！　ほ、本当!?　フィティスさん！　ぜ、ぜひ私もドリちゃんと話したい……！」

「ふふっ、では早速案内いたしますわね」

　そう言って興奮した様子のイースちゃんをフィティスが案内する。

　そうか。あのドリアードもそこまで成長していたのか。

　彼女はイースちゃんにとって大事な友達だから、元気に成長してくれてなによりだ。

　見れば他のジャックやバーン、セイレーン達などもこの場所で栽培された魔物達と仲良く戯たわむれている姿が見える。

　当然スィのところにもモチや、デビルキャロット、コカトリスなど色々な魔物がまとわりついてはじゃれついている。ちなみに本人は少し困惑しつつも、足元でじゃれつく魔物達を優しく撫で回している。

　うむ。やはり魔王ということで魔物達も自然とスィを慕っているのだろうか？

　そんなことを考えるオレであったが一人だけ浮かない顔で途方に暮れている人物がいた。

　意外なことにそれはリリィであった。

「どうしたリリィ。考え事か？」

「あ、うん、ちょっとね……」

　問いかけても彼女は歯切れの悪い返答をする。

　一体何を悩んでいるのだろうかと、再び問いかけようとした瞬間、彼女のほうからそれを口にする。

「アタシの……リリィの兄のことで悩んでたの」

「……そういうことか」

　リリィの兄。名前は確かクロガネと言ったか。

　オレがこの異世界に転移して、街の広場にある噴水から水を汲くんでいるのを注意してきた兵士が彼だった。その縁えんでリリィがオレのいた家を訪ねることとなった。

　ある意味で、彼が全ての始まりとなった人物かもしれない。

　だが、彼は本物のリリィの兄であって、今オレ達と共にいるリリィの本当の兄ではない。

　おそらくリリィが悩んでいるのはそのことなのだろう。

　事実、傍はた目めにも分かるほど彼女はどうするべきかと悩んでいた。

「……会って話したらどうだ？」

「え？」

　思わぬオレからの助言に顔を曇らせるリリィ。

「……け、けど、アタシが本当のリリィじゃないって知ったら……」

「まあ、いろんな可能性があるわな。怒ったり、失望したり、絶望したり」

　それこそ、目の前のリリィを仇として見るかもしれない。

　実際アリババがそうであった。

　けれど、このことはいつまでも隠せるものではない。

「だけど、いまのまま何も伝えないよりはマシじゃないのか？　リリィ」

「…………」

　オレの助言にリリィは黙だまり込こむ。

　本当は彼女も分かっているのだ。真実を彼に告げなければならないことを。

　だからこそ、悩んでいる。

「なんならオレが一緒に行ってやろうか？」

　悩むリリィに手を差さし伸のべるようにオレは提案する。

　リリィとは相棒であり、これまで苦楽を共にした仲だ。ここで役立てなくてどうする。

　そう思っての提案であったが、しかし彼女はしばらく悩んだ後、ゆっくりと首を横に振る。

「……ううん。いいわ、アタシひとりで兄……クロガネさんのところへ行って打ち明ける」

「いいのか？　お前一人で」

　その宣言にオレは僅かに驚くが、同時に彼女の身を心配する。

　まさかいきなり斬きりかかられるようなことはないだろうし、仮に襲撃されてもリリィの腕前ならば大丈夫だろうとは思うが……。先日のアラジンと戦った時の傷もあり心配になる。

　しかし、彼女は問題ないとばかりに首を振る。

「大丈夫。あの人とはこの大陸に来てから本当の兄妹きようだいとして過ごしたから、真実を知ってもいきなり襲いかかるようなことはしないと思う」

　むう、リリィがそう言うなら納得するが、しかしやはり少し心配だ。

　そんなオレの気持ちがリリィに伝わったのか彼女は微笑むとオレの胸に拳を置く。

「心配無む用ようだって。それにこれはアタシの役割。アタシ一人であの人に伝えないといけない。本当のこと、事実を……」

　その瞳には頑かたくなな意思が宿っており、自分のするべきことだと彼女は信じていた。

　確かに。この問題はリリィにとっては避けては通れない道。

　たとえ、どんな結果になろうとリリィはそれを受け止めないといけない。

　彼女のその想いを汲むのなら、オレもまた彼女を信じて行かせなければならない。

「リリィ。何があってもオレはお前の相棒だからな！」

　歩き出すリリィの背中にそう声をかけ、それに振り向いたリリィが笑顔を浮かべる。

　うん、今のリリィなら大丈夫だ。アリババの時とは違う。

　彼女はちゃんと自分の過去と向かい合い、その上でクロガネさんに会おうとしている。

　ならば、あとはその結果を待つだけ。

　とはいえ、やっぱりちょっと心配だし、様子だけでも見てこようかなと思った瞬間、いつの間にかオレの隣に移動していたスィがそっと耳打ちする。

「……キョウさん。心配なら後を付けますか？　私も正直、少し心配なので離れた位置からリリィさんを見守ろうと思います」

　むう、なるほど。

　確かに心配でないとは言い切れない。

　リリィのことは信頼しているが、それとは別に彼女を見守りたい気持ちはある。

　よしっ、少し悩んでオレはスィのその提案に従したがい、少し離れた位置からリリィの跡を付け、彼女が向かう先へと尾行を開始するのだった。




　尾行開始から十分。

　思ったよりも早くリリィは町の一角にある古びた家へと入っていく。

　何の変哲もない民家がリリィとクロガネさんが暮らしていた家なのだろう。

　問題はここから。リリィがクロガネさんに全てを打ち明ける。

　その結果、どのようなことが起きるか。それを見守らなければならない。

　といっても、外にいるオレ達には何が起きているかさっぱり分からないが。

「大丈夫です、キョウさん。中にいるリリィさんとクロガネさんの動き、それから会話も私の耳には聞こえています。もし、何かあったらすぐに突入しますので、任せてください」

　見るとオレの隣にいるスィがいつになくやる気でそう宣言する。

　お、おう。そう言ってくれるのは頼もしいが、乗り込むのはあくまで最終手段にしような、スィ。

　しかし、ついこの間まで幼い少女だったスィがこのような物ぶつ騒そうなことを言い出すとは……時の流れは残ざん酷こくだ。

「ところでスィ。前々から少し気になっていたんだが」

「はい。なんでしょうか？　キョウさん」

「そのキョウさんなんだが、なんでオレのこと名前で呼んでるの？」

「え？」

　そう問いかけた瞬間、スィは一瞬焦あせるような表情を見せた。

「ほら、以前みたいにパパとかお父さんとか呼ばなくなったし」

「そ、そんなの当たり前です！　わ、私はもう小さい女の子じゃないんですよ！　いつまでもパ、パパとかお父さんとか、恥ずかしくて言えませんっ！」

　と無駄に力説されてしまった。

　う、うん。なんだろうか、まるでこの思春期の娘のような反応。

　中学や高校に上がった娘が「もうパパとか恥ずかしくて言わないよ！」を地で行ってる感じ。

　というか、地味にショック。

　まさかこの歳で思春期の娘から距離を置かれる辛つらさを味わうなんて思ってもみませんでした。はい……。
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「た、ただいま……」

　静かに扉を開けてリリィはそう呟く。

　家の奥から誰かの足音が響くと、爽やかな二十代後半の青年が姿を現す。

「誰かと思ったらリリィじゃないか、久しぶりだな」

　青年──クロガネはリリィの姿を見ると嬉しそうな笑みを浮かべ、奥へ入るよう促うながす。

　リリィはそれに従うように家の奥へと向かい、いつも二人で談話していた居間にある椅い子すへと座る。

「旅は終わったのかい？　リリィ」

「あっ、ううん。まだ途中。ここにはちょっと寄っただけなの」

「そうなのか。やっぱり冒険者というのは大変だな」

　リリィの返答に微笑むクロガネ。

　そんな彼の笑顔を見るたび、リリィは申し訳なさと、早く打ち明けなければという気持ちと、その後の彼の反応に恐怖し、僅かに萎い縮しゆくしていた。

　しかし、ここまで来た以上、告げるべきことは告げなければならない。

　リリィは自らを奮ふるい立たたせるように両手で頰を勢いよく叩たたくと、その勢いのまま、目の前の兄へと告げる。

「クロガネ兄さん。話したいことがあるの」

「急に改まって、どうしたんだ？」

　妹の思わぬ宣言と行動に驚くクロガネであったが、その後、彼女の口から飛び出したセリフに彼は息を呑む。

「アタシは──本当の妹、リリィじゃないの。リリィの偽物。彼女と共に過ごしたＳＳランク魔物バロン。それがアタシの正体なの」

「…………」

　リリィから告げられたその内容にクロガネは息を呑んだまま硬直する。

　やがて、長い沈黙の後、先に口を開いたのはクロガネであった。

「そうか」

　たった一言。それだけであった。

　思わぬ反応に驚き、顔を上げるリリィであったが、彼女が更に驚いたのは続くクロガネの言葉であった。

「全部思い出したんだね。リリィ……いや、バロン」

「えっ？」

　その一言に今度はリリィが息を呑んだまま硬直する。

　今、兄のクロガネはリリィをバロンと呼んだ。

　それはつまり、リリィの正体を知っていた？

　だとしたらなぜ？　どうして？　いや、それよりもどうしてこんなに落ち着いていられるんだ？

　様々な疑問がリリィの頭の中に渦巻くが、それに答えたのは他ならぬクロガネであった。

「兄妹なんだ。過ごしていく内にお前が本当のリリィとは違うことになんとなく気づいたよ」

「あっ……」

　それは当たり前の、ごく自然な理由であった。

　生まれてからずっと共に過ごしてきた兄妹であれば、些さ細さいな変化や違いに気づくのは当然。

　しかも、バロンは姿形こそリリィを真ま似ねて変化したが、その内面は大きく異なる。

　性格の違い、仕草、好み、考え方。それこそ目の前のリリィが本物ではないと気づく理由などいくらでもあった。

　だが、分からなかったのはなぜそれに気づいても、クロガネが何も言わなかったのかであった。

「前に一度、リリィから森の奥にいる魔物の話を聞いた。その子はバロンと言って自分にとってかけがえのない友達だと」

「…………」

　兄は語る。それは亡き妹と語り合った幸せだった時の流れを。

「妹はよく言っていた。人と魔物が共存できる世界を築きあげたい。あの子は魔物と心を通わせる〝金色の魔女〟の唯一の後こう継けい者しやだったからな。そうした考え方に行き着くのも当然だった。だが、そうではなかった。あの子は単に自分と魔物達が仲良くできるように、周りの皆もこんな風に分わけ隔へだてなく友達になれれば、人が魔物を必要以上に嫌悪する理由も減ると信じた」

　クロガネは在りし日の妹の考えを口にしながら、遠くを眺め、やがて目の前にいるリリィを見つめる。

「あの子にとって君はそんな存在だった。魔物ではなく友達。そして、そんな友達だから助けたいと、あの日、村を襲った君に立ち向かったんだ」

「ッ、あなたは全部知って……」

「ああ。オレは止めたんだが、あの子は一度こうと決めると頑固だからな」

　呆あきれるように笑うクロガネであったが、その表情は少しだけ寂しそうであった。

「その後、炎の中、よろめく君を見つけて保護した。当初は妹が生き残ったと思っていたが、一緒に過ごすうちに気づいたよ。『ああ、この子はリリィではない。きっとリリィが守ろうとした親友なんだろう』ってね」

「…………」

　そう告げたクロガネの瞳には寂しさと悲しさ、そして僅かなやるせなさがあった。

「確かに気づいた瞬間、君を恨んだし、一緒には居られないとも思った。けれど、オレを兄と慕う君を見て過あやまちに気づいた。君は他ならない妹が救った命。あの子がなによりも優先した親友なんだ。ならば、オレはその妹の兄として君を見守ろうと思った」

「……にい、さん……」

　クロガネの告白に、リリィは知らず瞳から涙がこぼれているのに気づいた。

　だが、それに構うことなくリリィはクロガネの一言一句を聞き逃すまいと話を聞く。

「君があのキョウという少年と旅に出ると聞いて、妹がいつか魔物との共存のために旅をしたいと言ったのを思い出した。正確にはそれとは違うのだろうが、あの時の君の表情はそう告げたリリィと同じ意思を持っていた。だから君を行かせたし、オレは君を見守る兄として今後もここに残ると決意した。君が帰ってきた時、その報告を受ける者が必要だろうからな」

「……っ」

　告げられた真実を前にリリィは様々な想いで胸が締しめ付つけられるようであった。

　最初にこの扉を開いた時、リリィは覚悟していた。

　クロガネからどのような罵ば声せいを浴びせられようとも、それを受け止めると。

　復讐のために刃やいばを突き立てるのなら、殺されない程度にそれを受け止めると。

　だが、今自分の目の前にいる男あにはそのような器の小さな人物ではなかった。

　全てを知り、悩み、その上でそれを受け止めて、自分を受け入れてくれた、自分には勿もつ体たいない人あ物に。

　ああ、リリィ。あなたの兄はあなたと同じくらい立派で尊とうとい人物だと、心の中で感謝した。

　顔を上げると、そこには最初に扉を開けた時と同じ、優しい笑みを浮かべたクロガネの笑顔があった。

「けど、まさか君の方から、それを打ち明けるとは思わなかった。正直驚いたよ」

「……アタシこそ……こんなこと打ち明けて、こんなに優しい言葉をかけられるなんて……思わなかった……」

　涙を流すリリィの頭をクロガネは優しく撫でる。

「……君が自分の意思であんなことをしたわけではないと知っている。多分この世の誰よりも君が自分のやったことを後悔していると。だから、オレくらいは君のことを許してやろうと思っていただけだよ」

「にい、さん……」

「辛かったな。もう無理しなくていいぞ」

　兄の優しい抱擁と、その言葉にリリィは今まで胸の奥に詰つめ込こんでいた想いが溢れ出した。

　初めて人目をはばからず涙を流すリリィ。

　これまでの彼女は自身の罪を自覚し、それを一生背負い、償う気持ちで生きてきた。

　だが、そうではないと。罪を許してもいいと、目の前の人は言った。

　今、この瞬間、リリィは初めて何も考えずに涙を流し、声を上げ、胸の奥に溜たまっていた感情を吐き出す。

　救われたいわけじゃない。許されることなんてない。

　そう思い、これからもそうあろうと開いた扉。

　だが、その先で彼女を受け入れてくれたのは兄の優しい一言であった。




「どうだ、スィ？　中の様子は？」

「…………」

　あれからしばらく家の中を観察していたスィに、何かあったのかと問いかけるが、

「……大丈夫。リリィさんとお兄さんは上う手まくいってます」

「そ、そうなのか？」

「はい。あの二人はもう大丈夫です」

　スィが安心するような笑みを見せる。

　そうか。スィがそう言うのなら安心だ。

　オレも肩の荷が降りたようにホッと一息をつく。

「何があったのかは分からないが、上手くいったのなら何よりだ」

　それはオレの飾らない本音だった。リリィとお兄さんとの仲が崩れないのが一番だ。

　そう思って隣にいるスィを見つめるが、その瞳は嬉しそうでもあり、同時に寂しそうでもあった。

「……家族、か」

　家族。おそらくは先程まで様子を見ていたリリィとその兄クロガネさんの事だろうが、ここで言う彼女の家族がそれだけではないことにオレは気づいていた。

　おそらくは実の父アンスールのこと。

　ここに来るまでスィとアンスールは話すことなく旅を続けているものの、無意識にか互いに距離を置くようになっている。

　このままではよくないことはオレも周りの皆も、そして本人達も分かっている。

　だから、どこかで互いに歩あゆみ寄よらなければならない。

　たとえ、実の親子であろうとも話し合わなければ分かり合うことはできない。

「……なあ、スィ。スィもアンスールと一度話してみたらどうだ？」

「!?」

　オレのセリフにスィは慌てたように反応する。

「リリィも勇気を振り絞って実の兄に本当のことを話しに行ったんだ。スィも彼が変わるのを待つんじゃなく、自分から話してみたらどうだ？」

「…………」

　案外それこそが一番の早道なのかもしれない。

　今、アンスールの中にあるのは亡き想い人クラウディアに対する気持ち。

　そのために彼は復讐にとりつかれ、その忘れ形見である刻印にも縛られている。

　だが、それだけじゃないと彼に教えるためには実の娘であるスィとの絆を結ぶことが一番。けれども、

「……今のあの人に何を言っても無駄。あの人は、私のことなんか見ていない。ずっとお母様……先代の魔王のことだけ。あの人から私を見ない限り、私はあの人とは話しません……」

　そう言ってスィは顔を逸らし黙り込む。

　ううむ。これはまた厄やつ介かいだな。

　アンスールもそうだが、スィも頑なになっている。

　おそらく、急に今の姿に成長したため、心も不安定な思春期の状態へと変化したのだろう。

　それは彼女のオレに対する接し方からも分かる。

　だからこそ、アンスールに対し父として素直に接するなんて出来ないんだ。

　これが逆に純粋無垢な子供の状態でだったら、案外アンスールと話をしたかもしれないが、ここに来てスィの成長が裏目に出ている。

　確かに十代半ばの少年少女の心は複雑だもんな。

　おそらく自分自身でも、自分の心を完全にコントロール出来はしない。

　それが悪いと、よくないことだと分かっていても無理に突つっ張ぱってしまう。オレにもそういう時期があった……。

　と、そんなことを考えている内に「もうリリィさんの無事は確認出来たから帰ります」とスィが立ち上がり、丘の方へと歩き出す。

　オレはそんな彼女の後ろを仕方なく付いて行くのだった。
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　キョウ達が街に降りてからしばらく、アンスールとシズはキョウの畑の前にある木造りの椅子に座り、栽培された魔物達の様子を見ていた。

　目の前には多種多様な魔物の樹が植えられ、卵が実ると新しい魔物が生まれる。そしてその周囲を、様々な魔物達が駆け回っている。

　キラープラント、ジャック・オー・ランタン、コカトリス、デビルキャロット、カイコロモチ、マッシュタケ、唐辛子型の魔物バハネロ。

　本来なら交わるはずのないそんな魔物達が手と手を取り合い、仲良く庭を駆け回っている。

「……彼の栽培した魔物はどれも楽しそうだな」

「そうですね」

　アンスールは目の前で愉快にイタズラしあっている魔物達を見てポツリと呟く。

　少し離れた場所では妹のイースが、すっかり成長したドリアードと楽しく話をしている姿が見えた。

「ドリちゃん……本当に成長したんだね……！」

「うん。キョウさんやフィティスさん達のおかげですっかり元の体に戻ってきてるよ。それにここの地面は栄養が豊富だし、日ひ差ざしもいいし、フィティスさんのお世話もしっかりしてるから。ふふっ、またこうしてイースちゃんとお話しできるの夢みたい」

「わ、私も……！　ずっとドリちゃんに話したかったこと、いっぱいある……！」

　その笑顔はかつて村に住んでいた頃、アンスールが幾度となく見てきた妹の笑顔であった。

　冒険者に貴重なドリアードの緑の髪を切り取られ、衰すい弱じやくしていたところをアンスールが拾い、それをイースが介抱し、以来二人は大事な親友同士となった。

　元よりアンスールの一族〝銀色の魔女〟達は魔物との共存を第一としている。魔物は敵ではなく傍にいる友人なのだ。

　アンスールもそうしてたくさんの魔物達と心を通わせ、絆を育はぐくんだこともあった。

　なによりも彼らの王である魔王と出会い、深い関係を築いた。

　だが、そのためにアンスールは深い心の傷を負い、その復讐を果たすため、かつて友情を深めたはずの魔物達さえ利用しようとした。

　ここしばらく、アンスールはキョウと共に行動するようになり、そんな忘れていた感情をいつしか思い出し始めていた。

　キョウのひたむきな性格。

　魔物を友として接し、常に周りに置く姿。

　彼自身は弱く、魔物を栽培する以外、これといった取とり柄えもない平凡な少年であろう。

　だが、彼の周りは立場を問わず、様々な人と魔物で溢れていた。

　あの魔物を世界の敵として見なしていた六大勇者ですら、キョウとは友人のように接し、その周りの魔物達にも敬意を払っていた。

　それはかつてアンスールが望んでいた世界。

　いつか、彼が実現したいと望んでいた理想の姿そのものであった。

「……かつて私はあのキョウをさらい、私の目的のために利用しようとした。だが、その時、私は彼自身とはそれほど深く話さず、彼と魔物達との関係にも目を瞑つむっていた」

　ふとアンスールは話し始める。それは彼とキョウとの出会い。そして、その時の因縁を。

「無論、利用する相手に深くかかわる必要などはなかった。だが、今にして思えば私が彼に対し距離を置いていたのは、私自身が彼に影響されるのを恐れたためだろう……」

　そう呟いた瞬間、アンスールは自身の足元にまとわりつく何匹かの魔物の姿に気づく。

　それはカイコロモチやデビルキャロットといったごくありふれた魔物達。

　彼らはアンスールの足に絹きぬ糸いとを巻きつけ、あるいはブーツを引っ張り「遊ぼうよ」と無邪気に誘っていた。

　そんな魔物達の姿を見てアンスールは──僅かに笑みを浮かべ、魔物達の頭を撫でる。

「彼を見ていると、かつての自分を思い出す。全ての人間と魔物とが分かり合える理想の世界……そんな世界がいつか必ず作れると……」

「アンスール様……」

　そう寂しく呟いたアンスールの横顔をシズはただ静かに眺めていた。
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　第一大陸ケテル。

　そこでは多くの国民が王であり勇者であるアラジンの会見を城の前で待っていた。

「聞いたか。あの〝刻印の魔女〟って奴、この間の処しよ刑けい前に仲間に救出されたらしいぜ」

「冗じよう談だんじゃねぇぞ。あいつが野放しになったら、またこの国を魔物の軍勢が襲うじゃないか」

「全くだ。アラジン王は何をやっていたのか」

「英雄勇者などと持ち上げていたが、肝心なところで取り逃がすとは……」

「全くだ。これでは前王も嘆なげいているに違いない」

「そもそも、この世界の魔物を全て粛清するという誓ちかいもどうなった。邪悪の樹クリフオトはまだ四本も残っているんだろう？」

「だが、全ての邪悪の樹を切れば、魔物がいなくなり我々も生きていけないのでは……」

「それをなんとかするのが勇者の使命だろう」

　ざわめきはやがて不満へと繋がり、民衆達の間に自国の勇者に対する罵声が飛び交い始める。

　そんな中、城のテラスに勇者アラジンが姿を現す。

「我が民達よ。先日の〝刻印の魔女〟の脱走についてだが、こちらに関して問題はない。彼の持つ戦力では僕と我が国を傷つけることは不可能。それは先日、僕が実証したはず。仮に再びここに攻撃を仕掛けたとしても返り討ちにしよう。恐れるものは何もない」

　アラジンの宣言に民衆達は僅かにどよめくが、その多くが納得したように頷く。

「アラジン王ー！　それよりも我らに恒久的平和をいつ与えてくださるのですかー！」

「仮にその〝刻印の魔女〟を倒したとしても、世界にはまだ魔物の脅きよう威いが残っておりますぞー！」

「勇者様ー！　あなたは我らに魔物のいない平和な世界を与えるとお約束したでしょうー！」

　しかし、すぐさま一部の民衆が別の問題を口にすると、多くの人々がそれに同調しアラジンへと声を上げる。

　そんな彼らを見下ろしながら、アラジンは「何も心配する必要はない」と告げる。

「すでにその計画は実行に移されている。僕は同じ六大勇者の力を得て、魔物がいなくても生きていける手段『魔学』と呼ばれる技術を受け取った。これがあれば、魔物がいなくとも我らは自給自足が可能となり、糧かてを得ることが出来る。もう魔物の脅威に怯おびえながら、その魔物から糧を得る必要はなくなった。つまり、これでこの世界から全ての魔物を駆逐する準備は整った」

「おおおおおおおおおおおおー!!」

　アラジンのその一言に民衆は火が付いたように歓喜の叫びを上げる。

「遂ついに恒久的平和が訪おとずれるのか！」

「魔物のいない理想の世界！　我々の追い求めた平和が遂に実現するのですね！」

「さすがはアラジン王！　六大勇者の筆頭にして、我らの王よー！」

「アラジン王ー！　この大陸に残る魔物を全て駆逐し、この世界にある邪悪の樹を全て伐ばつ採さいし、世界から魔物という脅威を全て取り払ってくださいー！」

「アラジン王万歳ー！　魔物のない世界に栄光あれー！」

　口々にアラジンを讃たたえながら、拳を突き上げる民衆達。

　その想いは一つであり、誰もが魔物のいない理想の世界を夢見ていた。

　その中でただひとり、そんな彼らをまるで虫のように見つめる者がいた。

　それは彼らに讃えられし勇者アラジン。

　その瞳は冷たく、眼下の人々を見下すように見ていた。

　その心中にあるものをこの場の誰ひとり知ることなく、アラジンは民衆達の賞賛と望みを一身に受け、それを実現するべく行動を開始した。
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「ここが第五大陸ゲブラーか」

　久しぶりのケセド大陸を満喫したオレ達は次なる第五大陸ゲブラーへと到着した。

　そこは第四大陸ケセドと似たような大陸であり、気候も落ち着いて過すごしやすい大陸という印象であった。

　オレ達はすぐに近くの街に寄ったあと、この大陸の世界樹があった場所を街の人達に聞いて回った。

　さすがにかつて邪悪の樹クリフオトがあった場所はその大陸の人間なら誰だれでも知っているようで、すぐに場所が判明し地図に描いてもらった。

　そこから先は毎度お馴な染じみ、バハムートに変身したムーの背中に乗ってひとっ飛び。

　というわけで現在、オレ達の前には荒あれ果はてた地面が広がっていた。

「そんじゃまっ、これまで通り皆頼たのむわー」

「了解よ」

「さすがにそろそろオレ達も慣れてきたからな」

「今回も頑張る……！」

「お兄ちゃん達と一緒に土を耕たがやすー！」

「ぴぃー！」

　各おの々おの専用のマイシャベルや、クワなどを取り出し一いつ斉せいに地面を耕しにかかる。

　ちなみにセイレーン達に関しては、あのままフィティスに任せることにした。

　さすがにこれ以上、彼女達を連れ回すのもあれだし、世界樹を栽さい培ばいするだけなら今のメンバーだけでも十分であった。

　そうしてリリィ、ジャック、スィ、イースちゃん、ムー、バーンと共に土を耕していたところ、意外な人物がオレに声をかけてきた。

「……キョウ君」

　アンスールはオレに声をかけたあと、僅わずかに口ごもるが、その後驚おどろくべきことを口にする。

「……私にも手伝わせてもらえないか？」

「え？　手伝うって何を？」

「その、君達がやっている土いじりをだ」

　彼がそれを口にした瞬間、それまで土を耕していたリリィやスィが驚きのあまり手を止める。

　それは他のメンバーも同じで、各々信じられないといった表情でアンスールを見つめていた。

「え、そ、そりゃ手伝ってくれるならありがたい限りですけど、ほ、本当にいいんですか？」

「……構わない。土をいじるくらいなら私にも出来る。どうせ、他にすることもないんだ」

　そう呟つぶやくとアンスールは置いてあったクワに手を伸ばし、そのまま近くの地面を掘ほり返かえし始める。

　それに続くように彼の傍そばにいたシズも同じようにクワを手にし、地面を耕していく。

　思わぬアンスールの協力に驚くオレであったが、悪い気はしなかった。

　いや、むしろ彼が少しずつだが変わっている感じがして嬉うれしかった。

　それは彼の行動を見ていたリリィも同じ気持ちであったのか、最初は困こん惑わくした表情をしていたが、すぐに地面を耕すアンスールの姿を見て、その唇くちびるに笑みを浮かべると自分の仕事に集中しだす。

　そして、スィもまたアンスールの背中を見ながら、その瞳ひとみに今までにない感情の色を宿すが、すぐに顔を背けると目の前の地面を掘り起こし始める。

　まだアンスールを受け入れるほどには、スィも心の整理がついていないようだ。

　とはいえ、これは悪い兆候ではない。

　このまま二人の距離が縮ちぢまって、家族として受け入れられればいいが。

　そう思いながらオレもまた同じように地面を耕し、それが終わるとバッグに入れていた世界樹の種を植うえ、ここでの世界樹の栽培も終わりを告つげた。




「さて、それじゃあ次はいよいよ第八大陸ホドだな」

　地図を広げ、オレは行き先を確認する。

　残る世界樹の種を植える場所はザッハークさんが住む第八大陸ホド。

　今現在、オレ達がいるのが第五大陸ゲブラーなので、今までよりも少し遠い移動となる。

　このまま残る最後の種を植えに行くのもいいのだが……。

　ふとオレはその途中にある、とある大陸に目を落とす。

　うーん。せっかくここまで来たんだから、どうせならあの人達にも会ってみたいなぁ。

　そう思い唸うなっていると、オレの様子に気づいたのかリリィが声をかける。

「なに悩んでるのよ、アンタらしくもないわね」

「リリィ？」

「せっかくここまで来たんだから、会いに行くくらいいいでしょう。女神様も許してくれるわよ。それにアタシだって久しぶりに会いたいしね」

　そう言ってオレの背中を押すリリィ。

　うーむ、さすがは相棒。オレの気持ちなんかお見通しか。

　とはいえ、そのおかげで決心がついた。

　オレは広げていた地図を丸めると、そのままムーに次の場所を指示する。

「それじゃあ、ムー。次の移動先は──第七大陸ネツァクに向かってくれ」

『きゅうー！』

　オレからの頼みにムーは気持ちの良い声を上げ、そのまま上空へと飛ひ翔しようを開始する。





　　　　◇　◇　◇






「久しぶりだな、キョウ。また会えて嬉しいぞ」

「こちらこそ、お久しぶりです。ロスタムさん」

　今、オレ達は第七大陸ネツァクにある首都〝帝王勇者〟ロスタムさんがいる王の間にて謁えつ見けんを行っていた。

　ロスタムさんには以前、色々とお世話になったので、久しぶりに顔を見に来たいという理由があって訪おとずれた。無む論ろん、他にも会いたい人物はいた。

「お久しぶりです、キョウさん！」

「ご主人ー。お久っすー」

「リーンちゃん！　それにドラゲちゃんも久しぶり！」

　ロスタムさんとの挨あい拶さつを終えると、すぐさま王の間への扉が開かれた。元気に駆け寄ってくる王女リーンちゃんと一緒に、以前オレが栽培したドラちゃんの妹ドラゲちゃんの姿もある。

「すっかり元気になったみたいだね。リーンちゃん」

「はい！　それはもう！　キョウさんが栽培してくださったドラゲさんの触手が本当によく効いたんです。今では病があったのが噓うそのように毎日この子と遊びまわっています」

「ぐおおぉん！」

　そう笑うリーンちゃんの後ろには巨大な虎とらの姿があった。

　ちなみにこの虎もオレが彼女のために栽培した魔物だ。見た目は凶暴そうだが、とても優しくリーンちゃんに懐いている。

「いやー、私なんて最近、宮殿の医者から毎日治療薬の研究のために触手を懇こん願がんされましてー。女性の下半身をせがむなんてセクハラっすよー。ご主人も今度、何か言ってやってくださいよー」

「ははっ、まあ、ドラゲちゃんの触手は貴重だからな。無理しない程度に提供してあげてくれよ」

　一方のドラゲちゃんも相変わらずな様子で軽口を叩たたいている。

　ちなみにオレの胸ポケットにいたドラちゃんと目を合わせると「あ、お姉さま、お久しぶりっすー」と触手で挨拶してくれた。

　うん、そこは別に手でもいいんじゃないのか？

　そう思っているとオレ達の再会を見ていたロスタムさんが告げる。

「なんにしても、ゆっくりしていってくれ、キョウ君。君が望むなら、この城に住まうのも歓迎するぞ」

「いやー、それはありがたい提案なんですけど、まだオレも旅の途中なんで、それが全部終わってから考えますよ」

　オレの返答に帝王様は「そうか。残念だな」とわりかし真顔で答えていた。

「とにかく以前君達が使っていた部屋はそのままあるから、自由に使ってくれて構わない」

「はい、ありがとうございます。帝王様」

　オレ達はそのまま王の間から退室し、思い思いの移動を開始する。

　オレも久しぶりにあの豪華な部屋でゆっくり過ごそうかと思った矢先、

「捕つかまえたぞ、キョウ」

「うわあ!?」

　急に後ろから誰かに腰を握られ変な声を出してしまう。

　慌あわてて後ろを振ふり向くとそこには意外な人物がいた。

「って、カサリナさん？」

「はっはっはっ、第三大陸で会って以来だな。キョウよ」

　そこにいたのは〝賢人勇者〟カサリナさんであった。

　彼女とは第三大陸でオレ達の手助けに来てもらい、その後別れたのだが、まさかこの大陸にいたとは。

　そんなオレの考えを先読みしたのかカサリナさんが指を立てて説明する。

「まあ、色々あって今儂わしはこの国に厄やつ介かいになっておる。帝王の奴は自分の気に入った人物への待遇はいいから住みやすくてつい長居しておる現状じゃ。とはいえ、儂は各国を渡り歩く勇者を自称しておるため、あまり一箇所に留とどまるわけにもいかぬ。もうしばらくしたら、ここから移動しようと思うのじゃが、その前に最後の仕事を終わらせたいのじゃ」

「最後の仕事？」

　はて、なんだろうかと問いかけたのが運の尽き。

　彼女はまるで餌えさにかかった魚を見るようにオレに食らいつく。

「ふっふっふっ、気になるか？　気になるじゃろう？　これにはぜひお主の協力が必要なのじゃ。よければ、手伝ってくれぬか～？」

「えっと、いや、あの、その、えーと」

「なんじゃお主。第三大陸で儂の協力があったのを忘れたのか？　あまり恩着せがましいことは言いたくないのじゃが、借りを返すくらいいいじゃろうー？」

　うーん、確かに。あの時はカサリナさんがいたおかげで状況を打開できた。

　その恩を返さないというのも人としてどうかと思う。

　もっともな理由にオレが頷うなずくと、カサリナさんは嬉しそうに微笑ほほえむ。

「うむうむ。そう言ってくれると儂も嬉しいぞ。では、早さつ速そく儂の研究に付き合ってくれないか」

「と言いますと？」

　そこから返ってきた答えは予想外のものであった。

「お主の魔物栽培の新たな可能性を発掘したいのじゃ」




「それでカサリナさん。急にオレの魔物栽培の新たな可能性とか、どういう意味ですか？」

　オレはカサリナさんに連れられ城の庭に出ていた。

　そこには以前オレが栽培した魔物達が今も元気に自生していた。

「そのままの意味じゃ。まずはこれを受け取れ」

　そう言ってカサリナさんから渡されたのは黄色い真珠。

「それは砂すなクジラと呼ばれる魔物の宝石じゃ」

「砂クジラ？」

「読んで字のごとく砂に潜ひそむクジラじゃ。時折、砂の中から顔を出しては体内に溜ためた水を放出する。砂クジラ自体は大人しい魔物で、砂漠を渡る旅人にとって砂クジラの潮しお吹ふきはまさに恵みじゃ」

　なるほど。確かにそんな魔物がいたら砂漠を渡る人達からすれば助かるな。

「しかし、最近その砂クジラの数が減ってな」

「そこでオレに栽培して欲しいと？」

「うむ。だが、儂が頼むのはそれだけではない。お主にはその砂クジラが噴出する水を別のものに変えてもらいたい」

　別のもの？　どういうことだろうかと悩むオレにカサリナさんは懐ふところからとんでもない物を出す。

「これじゃ」

「それって……ワイン？」

「そう、その通り。キョウよ、お主の魔物栽培の能力で水ではなくワインを噴出するクジラを栽培出来ぬか？」

　とんでもないことを言い出すカサリナさん。

　無論、オレはすぐさま否定を口にする。

「いやいや、カサリナさん。いくらなんでも無理ですよ、それ。オレの魔物栽培って魔法じゃないんですよ？　ワインを噴出するクジラとか聞いたことないですよ」

「何を言っておる。お主の魔物栽培は魔法なんぞより、よっぽどすごいわ」

　あ、確かに言われてみれば、この世界では魔法は普通でしたね。

　ううむ。しかし、いくらなんでもワインを噴出するクジラなんて……。戸と惑まどうオレを前にカサリナさんは続ける。

「よく考えてみよ、キョウよ。お主がこれまで栽培してきたものはどんなものであった」

「と言いますと？」

「普通ならば滅多に見つからない幻の霊薬マンドラゴラ。そのマンドラゴラの霊薬効果を宿した新種の魔物マンドラゲ。更さらにはＳＳランク魔物を栽培し、今ではこの世界を支ささえる世界樹の栽培までやっていると聞くぞ。そのような数々の奇跡を栽培してきた男がたかがワインを噴出するクジラを栽培できないとなぜ思う」

　むう。確かに……言われてみると、そうかもしれない……。

　考えてみれば複合栽培に成功したあたりからオレの魔物栽培はいろんな可能性があったはずだ。

　その後は各大陸を渡るのに精一杯だったために、オレ自身の魔物栽培の可能性については、それほど追究しなかった。

「しかし、お主の旅もそろそろ終わりが近いのであろう？　ならば、その後のことも考えてお主の魔物栽培がどの程度のことが可能なのか今のうちに試しておいても損はなかろう？」

　うーん、カサリナさんの言うことにも一理ある。

　それにこの大陸ではすることはないし、一日二日くらいならカサリナさんが言う、その新たな魔物栽培の可能性を試してもいいかもしれない。

　なにより久しぶりの挑戦。カサリナさんからの挑発もあり、やってみたいという気持ちが出てきた。

「分かりました。それじゃあ、試ためしにやってみますけど、失敗しても怒らないでくださいよ」

「構わぬ構わぬ。儂はお主の魔物栽培がどれほどの可能性を秘めているか、それを今一度じっくり見たいだけじゃ」

　そう言ってカサリナさんはオレを急せかすように背中を押す。

　まあ、こうなった以上やるしかない。ひとまずオレは目の前の地面と手の中にある砂クジラの真珠を交互に見つめる。

　しかし、水ではなくワインを噴出するクジラかー。かなりファンタジーちっくだが、もしもそれが出来るとなるとかなり面白いと思う。とはいえ、問題はどうやってそれを栽培するかだ。

「カサリナさん。砂クジラはどうやって体内で水を生成するんですか？」

「うん？　奇妙なことを聞くな。それが栽培に関係あるのか？」

「そりゃまあ、その魔物の詳くわしい生態が分かれば、改良もしやすいですし」

「なるほど、道理じゃな。では、教えよう。砂クジラは地中の水分を吸収し、それを体内で増幅させておる。それだけではなく砂クジラの体内にあるその真珠が水を生み出す力を持っておるのじゃ」

「これが？」

　手に持った真珠を近づけるとカサリナさんが頷く。

「うむ。試しに、それを握って念じてみよ」

　言われるがまま真珠を握り、念みたいなものをこめる。すると握った拳こぶしの中から水が溢あふれ出した。

「おおっ、これって……」

「そう、いわゆる魔法石の一種じゃ。火ひ打うち石いしに代表されるように魔物の中には魔力を宿した宝石を持つものがおる。砂クジラの真珠もそれと同じ。つまり砂クジラは自身の体内にある宝石の力を使い、水を生み出すのじゃ」

　なるほど。確かにジャック・フロストとかも、そうした魔法石を持つ魔物だった。

　ということは体内にあるこの宝石そのものの属性を変えれば、作れるものも変化する？　だとすると……。

　しばらく瞑想するように考えると、一つの妙案が浮かぶ。

「オーケー。カサリナさん。それじゃあ、早速栽培してみますよ」

「お？　もういいのか？　もしよければ儂が持っている他の魔物の宝石や種があるが、それを混まぜてみるか？」

「必要ありません。オレの予想が正しければ、この種一つで新種の砂クジラを栽培してみせますよ」

「なんと本気か!?」

　思わぬオレの発言にカサリナさんも驚いた顔をする。

　確かに、これまでは別の魔物の種を混ぜるという複合栽培が、新しい魔物を生み出す可能性がある唯一のものだった。

　しかし、なにもそれだけが魔物を変化させる材料じゃない。

　オレは自分の新たな魔物栽培の可能性に気づき、シャベルで地面に穴を掘りながら、カサリナさんへ振り向く。

「なーに、見ててくださいよ。カサリナさんが望む新しい可能性ってやつ、すぐに見せてやりますよ」

　不敵に笑うオレに対し、カサリナさんもまた愉快そうな笑みを浮かべる。

「ほほう、それは楽しみじゃ。では、お主の手腕を改めて見せてもらうぞ」

「勿もち論ろん。ただこっちも用事の途中なんで二、三日で成果を見せてあげますよ！」

　そう言ってオレは地面を掘り返すスピードを速める。

　本来ならすぐにでもここを発たち、最後の世界樹の種を栽培するべきなのだが、こんな面白い挑戦をほったらかすわけにはいかない。それに適てき度どな休息兼けん趣味での発散も必要なものさ。

　そんなことを思っていると庭を散さん策さくしていたスィとムーがこちらに気づき近づいてくる。

「あっ、お兄ちゃんだ！　なにしてるのー？」

「おう。見ての通り新しい栽培さ」

「栽培……ですか？」

　オレの答えにムーはキラキラした目で地面を見つめ、スィは少しばかり怪け訝げんそうな顔をする。

「ですが、その、キョウさん。いいのですか？　私達は世界樹の種を栽培しないといけなくて……」

「勿論、そんなことは分かっているさ。けど、こっちのカサリナさんには借りがあって、その彼女からの頼みでもあるんだ」

　それは無論、言うまでもなく第三大陸での協力についてだ。その事に関してはスィも記憶に新しいようであり「なるほど……」と頷く。

「なーに、心配しなくっても二、三日中には終わるから安心しろって。それに皆も大陸の移動で疲れているだろうし、少しくらい休んでいこうぜ」

「……それなら、私も手伝います。することもないですし、むしろ体を動かしてる方が落ち着きますから」

「ムーもお手伝いするー！」

　そう言って二人共、オレの栽培の手伝いを始める。

　その後は同じように庭を散策していたリリィ、イースちゃん、リーンちゃんなども集まり、いつものように皆での栽培が行われることとなった。




「キョウよ。本当にそんなもので儂の要望する魔物が栽培できるのか？」

「ええ。まあ、見ててくださいよ」

　翌日。土をならし、種を植えた後、そこにあるものを仕込んだオレにカサリナさんはそう問いかける。

　確かにこいつは他人から見れば、とんでもない行為であろう。どころか、あまりに突とつ飛ぴな行動と言える。

　だが、確信はある。この栽培方法ならば、オレの想像通りの魔物が栽培出来ると。

　そんなオレの自信がカサリナさんに伝わったのか彼女もまた面白そうな顔をする。

「ふむ。まあ、確かにお主はこれまでも奇想天外な方法で結果を残してきたからのぉ。では、今回の結果もどうなるか楽しみに見させてもらおう」

　そう言いつつ、カサリナさんは手元のメモにオレのこれまでの行動を書かき記しるしていた。

　うーむ、さすがは賢人勇者。というか、今回のオレの栽培を観察することがこの人の本当の狙ねらいではないのだろうか？




　そうして二日後。約束の成果が現れた。

　オレが植えた砂クジラの種は翌日には芽めを出し、更にその次の日には高さ二メートルにまで成長していた。

　この大陸での栽培は以前にもやったことがあるため、オレにとっては既知の土地での栽培。加えて、この大陸の魔物ならば相性も抜群。そのおかげで魔物の樹の成長も速かったのかもしれない。

　現在は高さ四メートルほどの立派な樹となり、そのてっぺんには直径五十センチほどの大きな卵が実っていた。

　無論、魔物の孵ふ化かを見るべくカサリナさんや、リリィやスィ、その他の人物達も勢ぞろいしている。

　おそらく、そろそろ例の魔物が生まれるはず。

　そんなことを思っていると案の定、樹のてっぺんに実っていた卵がグラグラと揺れだし、枝から地面に落ちると卵にヒビが入り、次の瞬間、卵を割り中に入っていた魔物が姿を現す。

「ぷしゅー」

「おおおー！」

「か、可愛かわいい……」

「わー！　ムーに似てるー！」

　そこから現れたのは文字通り子供サイズのクジラ。

　ただし色はオレ達の知る黒っぽい青ではなく、砂漠に適てきした砂の色に近い黄色であった。

　生まれた子クジラはその場で軽く身み震ぶるいをすると、すぐさまオレと目が合い、器用に手びれで砂をかき分け移動するとオレの足元にくっつく。

「きゅうー！　きゅうー！」

　うーむ。鳴き声はクジラというよりまんまイルカとかその辺だな。

　でも、そういえばクジラとイルカは生態が似ていると言われていたな。

　そんなことを思っていると、リーンちゃんはオレの足元でじゃれつくクジラをなでなでし、ムーも自分と似ているのが気に入ったのか生まれたばかりの子クジラの背中をなでなでとさする。

「それでキョウよ。早速だが、そのクジラの成果を見せてもらえぬか？」

「ああ、そうでしたね。それじゃあ──」

　オレはその場に座り込み、子クジラと目線を合わせる。

「生まれたばかりで申し訳ないんだけど、潮吹きしてもらってもいいかな？　君がオレのイメージ通りに栽培出来たのなら、水じゃなくワインを噴き出せるはずなんだが、出来るかい？」

「きゅうー！」

　オレからの頼みに目の前の子クジラは「任せろ！」とばかりに返事をする。

　そして、すぐさま背中から水を噴出するが、それが顔に当たった瞬間、この場に集まった全員の表情が変化する。

「これって……！」

「すごい、本当にワインですよ、これ!?」

「きゅきゅきゅー！」

　子クジラの背中から噴出した水が一同の口の中に入り、それが普通の水でないことが判明する。

　試しにオレも顔にかかった雫しずくを舐なめとるが、間違いなくこれはワインの味。ということは成功ということだ。

　イメージ通りの栽培が出来て喜ぶオレであったが、それはカサリナさんも同じ様子であった。

「さすがじゃな、キョウよ。まさかあのような栽培でこのような新種の魔物を生み出すとは」

「ええ。まあ、これも栽培の機会をくれたカサリナさんのおかげですよ」

　オレがした栽培方法。それは極きわめて単純なものであり、種に水ではなく毎日ワインをかけることであった。

　それによってワインの成分を取り込んだ種から樹が生はえ、それにも同じくワインを注ぎ続けた。そうして生まれた魔物は水ではなくワインを噴出する『ワインクジラ』となった。

　一見するとそれほど変わった栽培方法ではないが、これはオレにしてみれば新たな可能性に他ならない。

　なぜならこれを応用すれば、調味料を吹き出す魔物を生み出したり、果ては食物そのものを実らせる魔物を栽培できるかもしれない。

　そうすればオレの今後の魔物栽培の幅が広がり、それはこの世界における魔物に依存しなければ食料や加工品を得られない現状を大きく変革出来る。

　現時点でもオレの栽培した魔物によって、食料や加工品を補うことは可能だが、そうなるとやはり魔物そのものが犠牲となる。

　だが、この栽培方法を応用すれば、食料そのものを次々生み出す魔物を栽培できるようになり、人々の魔物に対する偏見を変化させられるかもしれない。

　今はまだ可能性の段階だが、カサリナさんのおかげでこの旅が終わってからもやるべきことが見つかった気分だ。

　ひょっとしたらカサリナさんは、オレにこの可能性を与えるために栽培を頼んだのだろうか？

　真相は不明だが、カサリナさんには感謝してもしきれない。ちなみに当の本人はワインクジラの頭を撫なでていた。

「まっ、なんにしてもこれでここでの用事も終わりだな」

　そう言ってオレが振り返った瞬間、

「しょうでしゅよ、キョウしゃん。ひゃやく、しゅっぱつしまひょう」

「へ？　す、スィ？」

　そこには顔を真まっ赤かにし、フラフラとよろめいているスィの姿があった。

「ちょ、スィちゃん、どうしたの!?」

「スィ様ー！　お顔真っ赤ー!?」

　慌ててリリィやムーがスィに駆け寄ろうとするがスィは二人の手を振りほどく。

「うるひゃーい！　わたひはぶじでふ！　ぜんぜん酔よってまへん！　ひっく！」

　いやいや、絶対酔ってるから！

　そう突っ込もうとするが、それより早くスィの手がオレの腕を摑つかむ。

「って、スィさん!?」

「キョウひゃん！　いい機会でひゅから言っておきたいことがありまひゅ！」

「は、はい。なんでしょうか？」

「……どうひて……」

「え？」

「どうひてわたひのことをむしゅめとしてしか見てくれないんれすか～～!!」

　は、はい!?　この子何言ってるの!?

　戸惑うオレにしかし、スィは火が付いたように喋しやべりだす。

「わたひはもう以前のわたひじゃないんです！　見た目も喋り方も思考だって別！　別なんでひゅ！　なのにキョウひゃんはいつまでもわらひのことを子供扱いしゅる～！」

　気づくとスィはその場でヘタリ込み、泣き出してしまう。

「こ、この間だってわらひの裸はだかみたのに、娘の裸には何も感じないとか、わらひのこと子供扱いばっかり！　わらひはもう大人！　大人なんでひゅ！　キョウひゃんにひとりの女性として見てもらいたいの～！」

「ちょちょちょ！　スィ!?」

　とんでもないことを口走るスィの口を塞ふさぐが、時既に遅し。

　その場にいた女性陣。主にリリィ、ムー、イースちゃん、リーンちゃん、ついでにオレの胸のドラちゃんまでも冷たい目でオレを見つめる。

「き、キョウ。アンタいつの間にそんなことを……」

「お、お兄ちゃん……スィ様にばかりずるい……」

「き、キョウさん。ふ、不ふ潔けつです……」

「……キョウさんって一夫多妻制派ですか？　そ、それなら私にもチャンスが……」

「ほほぉ、お主もなかなか隅すみに置けないのぉ」

　っておおーい！　一部とんでもない誤解を口にしてるぞー！

　なんとか弁べん明めいしようとするが、それよりも早くオレの手から逃れたスィが両手を上げて叫ぶ。

「だめ──!!　キョウひゃんはわたひのものなのー！　ずっとずっとわたひを守ってくれた大事な人！　この姿になってすぐにわらひは自分の気持ちに気づいたの！　わらひはキョウさんが好きなのー!!」

「ち、ちょっとスィ。落ち着こうか。その話は後日ということで……」

　酔って暴走するスィを諫いさめようとするオレであったが、それがますます彼女の気に障ったのか、とんでもない行動を取る。

「これだけひっても分かってもらえないなら……わらひにも考えがありまひゅ！」

「考──んっ!?」

　問いかけるより早くスィがオレの顔を両手で押さえると、そのまま背伸びをして彼女の唇とオレの唇とがくっつく。

　それは俗ぞくに言うキスだった。

　一瞬、何をされたか分からず呆ほうけるオレと周囲の一同。

　やがて、スィの唇が静かに離れる。

「これでわらひの本気の気持ひが伝わりまひたか……わらひはキョウひゃんが……しゅき、です……」

　ひっく、と呟きスィがその場に倒れる。

　それと同時にその場にかつてない阿あ鼻び叫きよう喚かんの叫び声が上がる。
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「き、ききききキョウー!!　あ、アンタ、スィちゃんになんてことしてんのよ──ッ!!」

「あ────ッ!!　お兄ちゃん、スィ様ずるいずるいずるい───ッ!!　私もお兄ちゃんとキスする──ッ!!」

「そ、そんなー！　わ、私でさえほっぺにチューで我慢したのにずるいですよ！　キョウさんー!!」

「ご、ご主人様！　ずるいです！」

「き、キョウさん……！　ふ、不潔です……!!」

「いやー、昼間から面白いものを見せてもらえたのぉ。なんだったらキョウ。あとで儂もしてやろうか？　今回の栽培のお礼として」

「ち、ちょっと皆ー！　落ち着いてくれよー！　というか一部とんでもない発言をしているから冷静になってくれ──ッ!!」

　真昼の帝国の中庭にて、オレはかつてない騒動の中心に身を投じる事となる。

　なお、この騒ぎが落ち着くまで半日近くかかり、その間、騒動を巻き起こした張本人であるスィは酔いのため、丸一日寝ね潰つぶれたという。




「そうか、もう出発するのか。あまり大したもてなしもできずにすまないな、キョウよ」

「いえいえ、帝王様もお忙いそがしいでしょうし。オレ達もまだ旅の途中なので、いずれまた遊びに来ますので、その時にぜひよろしく」

「ああ、いつでも歓迎するぞ。それともしもオレに協力出来ることがあれば、いつでも頼むが良い。お前の頼みであれば、すぐにでも引き受けよう」

「ありがとうございます。帝王様」

　そう言ってオレとロスタムさんは熱い握あく手しゆをして別れる。

「もう行ってしまうんですね……キョウさん」

「ああ。けど、さっきロスタムさんにも言った通り、たまに遊びに来るから、その時にまた一緒に話そう。リーンちゃん」

「はい……。あっ、それと昨日の件ですがキョウさん。私もキョウさんのことが好きですよ」

「へ？」

　思わぬリーンちゃんの告白に目を丸くするオレ。隣となりではリリィが「なっ……！」と驚いた顔をしている。

「言っておきますけれど、これ急なことじゃないですよ？　前にキョウさんが命を救ってくれた時からずっと気になってましたから。だから、私も昨日のあの女性を見習って宣言しておきますね。誰にだって告白のチャンスは自由ですもんね」

　そう言ってリーンちゃんは意味深にリリィをチラリと見る。

　一方のリリィはなぜか顔を赤くして顔を伏ふせる。

　昨日のスィといい、リーンちゃんといい、なんなんだ。この唐とう突とつな告白展開。何がなんだか分からぬまま混乱するオレであったが、リーンちゃんはいつもの笑顔で別れを告げる。

　オレ達はそれを受けて、王の間より退出する。

　なお、なぜか隣にいるリリィとは気まずい空気が流れている。

「あ、あのさ、リリィ。昨日も言ったけれど、あの時のスィちゃんは酔っていたから突とつ拍ぴよう子しもない行動を取っただけで、そんな深い意味はないと思──」

「そうかしら。いくら酔ってても本心でない行動は取らないものよ」

　うっ、思いのほか冷静に返された。それもそうだよな。

　あれから目が覚めたスィは自分の行動を省かえりみてか、未いまだ部屋から出ずふさぎ込んでおり、ムー達が迎えに行っている。

「ま、まあ、なんにしても今は旅を続けようぜ。オレ達には世界樹の種を植えるって目標が──」

「ねぇ、キョウ」

　ふと早足で歩きだそうとするオレの服を摑まえるリリィ。

　振り向くとそこにはいつもとは違う雰ふん囲い気きのリリィの表情があった。

「もし、さ。アタシがアンタのことが好き……って言ったら、どうする？」

「えっ？」

　思わぬその発言に固まるオレ。

　リリィの言う好きっていうのはつまり……。

　その意味を確認しようとなんとか返事をしようとするオレだが上う手まく声が出ない。

　思わぬ状況。思わぬリリィからの告白に完全に頭がショートする、やがてリリィはそんなオレを見ながら可お笑かしそうに笑う。

「相棒として、よ」

「え……あ、ああ！　そっちの意味か！　なるほど！」

　そのリリィの一言にオレは思わず納なつ得とくする。

「それなら勿論、オレもリリィが好きだぜ。相棒として」

「そっか」

　オレからの答えにリリィは嬉しそうに微笑むが、そのまま顔を赤くし、なぜか先を歩き出す。

　それに遅れないよう歩き出すオレであったが、この時リリィが呟いた一言をオレは聞き逃していた。

「……アタシも意い気く地じなしだなぁ……けど、いつかちゃんと──」

　思わぬ寄り道。思わぬ告白。

　だが、それはこれからのオレの未来に対する布ふ石せきに繋つながるのだと、この時点ではまだ気づかずにいた。




「それじゃあ、出発しようか」

「おー！」

　城を出て中庭で全員集合するオレ達であったが、その中で明らかに覇は気きのない人物がいた。

　無論言うまでもないスィである。

　彼女はうずくまったまま頭を抱えており、それをムーやジャックなどが慰なぐさめ、部屋にずっと閉じこもっていたため事情を知らないアンスールやシズもスィの様子を心配しうろたえている姿が見える。というかアンスールに至いたってはこのスィの状況が自分のせいではないかとハラハラしている様子だ。

　うん、大丈夫です。アンスールさん。原因はどちらかというとオレですので……。

「な、なあ、スィ。昨日の事なんだけど──」

　オレがそう声をかけると、彼女はガバッと立ち上がり顔を真っ赤にして叫ぶ。

「き、昨日ってなんのことですか!?　わ、私はワインクジラのワインを浴びてからの記憶なんて一切ありません！　ええ、なにも一切！　なんにも知りません！　ですので知らない私が何をしたかなど知る必要もなく、知らない私がしたことは私がしたことではなく、よって誰も知らなくていいことで、誰も知らないということは昨日はなにもなかったのです！　そうですよね、キョウさん!?」

「え、ええと……」

　めちゃ早口。

　というか、要するに昨日のことは記憶から抹消してくださいということですね。はい、分かります。

　隣を見るとリリィも苦笑いで頷いている。

　うん、まあ、こういうお酒での失敗は知らないふりをするのが大人というもの。スィも少し早いが大人の失敗を学んだということで、今回のことはこれ以上、触れないでおこう。

　というわけでオレ達はネツァク大陸を出発し、最後の大陸ホドを目指すのであった。





　　　　◇　◇　◇






「ようやく、ここで終わりだな」

「そうね。それにしても、ここに戻ってくるのも久しぶりね」

　そう呟くオレ達の前に広がっているのは一面の荒こう野や。

　ここは第八大陸ホド。五つ目の世界樹の種を植える場所であり、最後の大陸でもある。

　思えばこの大陸での出来事がオレ達とアンスールとの因いん縁ねんの始まりでもあった。

　そう思いながら隣にいるアンスールをチラリと見るが、彼も思うところがあったのか目ま深ぶかにかぶったフードの下からはいつにも増して緊張感が伝わる。

「それじゃあ、早速ザッハークさんのいる首都に向かおう」

「……その件だが、少しいいか。キョウ君」

　ムーに頼んでそのまま首都へ行こうとした瞬間、それにアンスールが待ったをかける。

　一体どうしたのだろうかと思い問いかけると、

「私はザッハークのいる首都へは行かない方がいいだろう。彼女とは因縁がある。私の姿を見れば戦闘となる可能性があるだろうし、君達の世界樹の栽培の邪魔になりかねない。私は近くの街で君達の栽培が終わるまで待機していよう」

　なるほど、それは確かに。

　アンスールはこの地でザッハークさんと戦った敵。その因縁は他の六大勇者よりも深い。

　それを考えればアンスールを連れて行くというのは余よ計けいな誤解を生む。

　とはいえ、アンスールを一人街に残すというのも不安が大きい。そうオレが思っていると、

「私が残る。キョウさん」

　イースちゃんが名乗りをあげた。

「もしも兄が勝手な行動を取ったら、私が諫める……。だからキョウさん達は先に行ってて」

「…………」

　イースちゃんの提案にオレはしばし悩む。

　確かに監かん視しのために誰かを残すのは当然だが、イースちゃん一人で大丈夫だろうか。

　アンスールだけならともかく、彼の傍にはＳＳランク魔物のシズもいる。

　これまで二人は大人しくオレ達の旅に同行していたが、いつ勝手な行動を取るかもしれない。

　その不安がどうしても拭ぬぐえず、オレが悩んでいると思わぬ人物が名乗りをあげた。

「なら、私も残ります」

「スィ？」

「魔王の私ならアンスールやシズが勝手な行動を取ってもそれを抑おさえられます。キョウさん達はその間に最後の世界樹を栽培してください」

　確かにスィならば、アンスールやシズが勝手な行動を取ったとしても抑えられるだろうし、それだけの実力はある。

　それに見ようによっては、これはチャンスかもしれない。

　スィとアンスール、二人が打ち解ける場を作れるかもしれない。

　オレは隣にいるリリィに目線を送り、彼女もそれに同意するよう頷く。

「分かった。それじゃあ、二人のことは任せるよ。スィ、イースちゃん」

「はい。任せてください」

「キョウさん達も気をつけて……」

　二人の返事を聞き、オレ達はそのままムーの背中に乗りホド大陸の首都へと向かう。

　遙はるか後方で豆まめ粒つぶのように小さくなっていくスィ達の姿を時とき折おり、振り返りながら。





　　　　◇　◇　◇






「しばらくこの街で待機しますが、くれぐれも勝手な行動をしないようにお願いいたします」

「……分かった」

　キョウ達が出発してからすぐ、アンスールとスィ達は近くの街へ移動し、宿を手配するとスィは事務的な口調でそう告げる。

　それを受け入れるアンスールの態度も極めて事務的であり、お互たがいにそれ以上の干渉をしようとはしなかった。

　事実、スィはすぐさま宿の外に出て、アンスールもそれと反対に自室へと閉じこもる。

　イースとシズはそれぞれスィとアンスールの後を追うように移動する。

「あ、あの、ま、待って……スィ、ちゃん……」

　外に出たスィを慌てて追いかけるイース。

　彼女の声にスィは立ち止まる。

「そ、その……あ、あんまり彼から離れるのは……」

「問題ありません。今の私には特とく殊しゆなセンサーのような能力が備わっていますのでアンスールがどこかへ移動すればすぐに分かります。少なくともこの街の中でなら、どんな行動も把は握あくできます」

「え、あの、そ、そういう意味じゃなくって……」

　言いにくそうに口ごもるイースであったが、意を決したように告げる。

「……ちゃんと話したほうがいいと思う。あなたのお父さんと……」

「…………」

　イースの発言に顔を曇くもらせるスィ。

　そのことは彼女自身、気づいてはいたがやはりどうにも出来ずにいた。

　前回、ケセド大陸でキョウから言われたこともあり、スィは以前にも増してアンスールの存在を気にするようになり、そのためどうしても自然に接することが出来なくなっていた。

「……分かってますけど、私から言うのはなんだか……」

「…………」

　加えて思春期の少女にありがちな親への複雑な感情がスィの足を引っ張っていた。

　イースにもその気持ちは分かり、どうアドバイスするべきかと悩む。

「そ、そういえば……」

「？」

「わ、私とスィちゃんって……叔お母ばと姪めいの関係だよね……」

「…………」

　そうして出てきた答えはイース自身どうでもいい内容であり、つい妙みようなことを口走ったと後悔するが、それを聞いた瞬間、スィの唇が僅かに笑うのが見えた。

「ぷっ、そうですね。言われてみれば、そうかもですね」

　そう笑うスィの表情は年相応の少女のものであり、彼女の笑顔を見てイースもまた微笑む。

　やがて、そんなイースの顔を見ながらスィは静かに頷く。

「……分かりました。叔母からの頼みです。少しだけ彼と話してみます」

「！　ほ、本当？」

「ええ、ただ少し話すだけです……。それで何かが変わるとは……思いませんが」

「ううん、それでもなにもしないよりは大事。一歩前に進むのはすごくいいことだよ。私も、そうやってリリィさんやキョウさんとも友達に、なった……」

　自らの経験を省みて、スィの背中を押すイース。

　そんな彼女の言葉を受けてスィは宿の二階、アンスールがいる部屋を見つめる。

「……それじゃあ、行ってきます」

「頑張って、スィちゃん……！」

　宿の中へと入っていくスィを応援するイース。

　そのままイースは近くのベンチに腰掛ける。

　あとはアンスールとスィの問題。ここから先はイースがかかわるべきではない。

　それでもこれで二人の関係がいい方向へ変わればと、淡あわい期待が彼女の中に湧わく。

　キョウが戻るまでにいい報告ができるよう妄想するイースであったが、そんな彼女に声をかける人物がいた。

「やあ、こんにちは。アンスールの妹さん、ですよね？」

　その声に顔を上げるイース。

　しかし、自らの前に立つその人物を目にした途端、イースの顔は凍りつく。

　なぜならそれはイースにとって忘れられぬ顔。

　兄アンスールの救出の際に見た勇者の姿。

〝英雄勇者〟アラジンがあの時と同じ穏おだやかな笑みを湛たたえて立っていた。




「し、失礼します。今、いいですか？」

　一方でアンスールの部屋の前に立ったスィは扉をノックし、そう問いかける。

　しばらくの沈ちん黙もくの後、扉の向こうから落ち着いた男性の声が返る。

「……入って構わないぞ」

「失礼します」

　扉を開け、中に入るスィ。

　そこにはアンスールの姿があり、すぐ傍にはメイドのように控えるシズの姿もあった。

「……何か用か」

　事務的に問いかけるアンスールであったが、そんな彼に対しスィは心を落ち着けるように深呼吸する。

「あなたと話したいのです」

「…………」

　その素す直なおな回答に今度は逆にアンスールが戸惑う。

　表情からは読み取れないが、落ち着かない様子で腕を組み、視線も逸そらす。

　それだけでもアンスールが動どう揺ようしているのがスィには感じられた。

　そして、そんな彼の反応を感じ、シズが思わぬ提案をする。

「では、私は席を外しますね」

「！　待て、シズ……」

　アンスールが止めるより早くシズはそのまま部屋を出た。

　それはまるでアンスールが逃げる口実を防ふせぐようであり、文字通り一対一となることで部屋の緊張感は一気に重さを増す。

　しかし、いつまでも黙だまっているわけにもいかず、次に言葉を発したのはアンスールの方であった。

「話、というが何を話すのだ」

「それは……分かりません」

　思わぬ答えに、気が抜けそうになるアンスール。

　だが、スィのそれはふざけているわけではなく、真剣なのだと彼もすぐに気づく。

「ただ今のままではお互いなにも知らなすぎです。だから、色々話したいんです。私のこと、あなたのこと、それに……母様のこと」

「……クラウディアのことか」

　それを口にした瞬間、僅かにアンスールの空気が変わる。

　どこか悲しく、哀あい愁しゆうを背負い、けれどもそこには僅かな優しさが漂ただよっていた。

　ああ、この人は本当に母を愛しているのだとスィは気づく。

　そうして、しばらくの沈黙の後、アンスールが何かを口にしようとした瞬間、何かが部屋の窓ガラスを突き破った。

「!?」

「なんだ!?」

　窓を破り、壁に突き刺さったそれを見る二人。

　そこにあったのは一つの短剣。ただし、その柄つかの部分には手紙のようなものが巻きつけられていた。

　スィは慌てて窓の向こうを覗のぞくが、そこには普通の街並みが広がるばかりで短剣を投げたであろう人物の姿はない。

　一方、アンスールは短剣に巻きつけられた手紙を確認するが、それを見た瞬間彼の表情が激変する。

「ッ、これは……！」

　そこにあったのは明らかに憤いきどおりの感情。

　何が書かれていたのかと確認しようとするスィであるが、それより早くアンスールが部屋の扉を開く。

「シズ。行くぞ」

「！　ま、待ってください！　どこに行くんです!?」

　急に部屋から出て、どこかへ移動しようとするアンスール。それを引きとめようとするスィであるが、しかしアンスールの表情はこれまでとは比べ物にならないほど険けわしいものになっていた。

「悪いが君達とのままごともこれまでだ。元々私の目的は勇者アラジンの抹まつ殺さつのみ。私の傷が癒いえた今、もはや君達と同行する必要はない」

「勝手なことを言わないでください。私はあなたのそんな勝手な行動を止めるためにここに残ったんです」

「……これを見てもまだそう言えるのか？」

　そう言ってアンスールが差し出したのは先ほど短剣に巻かれていた手紙。

　それを確認した瞬間、スィの表情が変わる。

「!?　これは……」

　そこに書かれた内容は極めて単純なものであった。

『〝刻こく印いんの魔女〟アンスールへ。

　君の妹は預かった。彼女の命が惜しければ第九大陸イェソドにある邪悪の樹の前に来ること。そこで全すべての決着を付けよう。──英雄勇者アラジン』

　アラジン。そこに書かれていた名はアンスールにとっての恋人の仇かたき。

　そして、スィにとっては母親を殺した張本人。

　その事実に一瞬、呆ぼう然ぜんとするスィの隙すきを突くようにアンスールが呪じゆ文もんを完成させる。

「悪いがここから先は私の私情。この後、どうなろうと君達が関与する必要はない」

　見るとアンスールと彼に摑まったシズの姿が消えていく。

「!?　待って！」

「……スィ。彼がつけてくれた名前だったな。良い名だ。……こんなこと今更かもしれないが、君はクラウディアに似ている。私に似なくて良かったよ……」

　慌てて引きとめようとするスィであったが、彼女が腕を伸ばすと同時にアンスールは姿を消した。

　後には呆然とした様子のスィだけが残された。





　　　　◇　◇　◇






「久しぶりだな。キョウよ」

「ええ、久しぶりです。ザッハークさん」

　今、オレ達はホド大陸の中心にある首都にて、その国を統すべる女帝ザッハークさんと面会をしていた。

「して、今回は何の用だ？」

「はい。この大陸の世界樹のあった場所に案内してもらえないかと」

「ほお、それはまたどうしてだ？」

「オレの持っている世界樹の宝石をその場所に植えて、新たな世界樹を栽培するんです」

「なんと、お前は魔物だけでなく世界樹すら栽培するというのか!?」

「はい。すでにここ以外の四つの大陸で世界樹の種を植えました。残るはここだけです」

　そう説明するとザッハークさんだけでなく、この場にいた全員が驚いたような顔をする。

　しかし、ザッハークさんはすぐさま面白そうな顔をすると「よかろう」と頷いた。

「世界樹を栽培するというのなら、私個人としては賛成だ。知っての通り、この大陸は以前の私の暴挙により魔物の数が減少している。お前にいくつかの魔物を栽培してもらったが、それでも他の大陸と比べるとやはり魔物の数が少ない。だが、そこに魔物を生み出す邪悪の樹……いや、生命の樹セフイロトがあれば魔物による生産が増える。私としては願ってもないことだ」

　ザッハークさんのその発言に周囲の兵士達が頷く。

　この人も変わったものだ。以前はこの大陸から魔物を根こそぎ排はい除じよしようとしていた反魔物体制の筆頭のような人物であった。

　だが、それも彼女に刻まれた刻印による影響のせいだった。それがなくなった今、彼女は誰よりも人民の生活を重視する良き王となっている。

　もはや、彼女を暴ぼう君くんと呼ぶ人はいない。立派な女帝である。

「では、適任の案内役を付けよう」

「案内役？」

　ザッハークさんがそう宣言すると奥の扉が開き、そこから見知った顔が現れる。

「お久しぶりです、キョウさん。皆さん」

「ダハーカか！」

　そこから現れたのは以前オレが栽培したＳＳランク魔物のアジ・ダハーカ。

　彼は人懐っこそうな顔を浮かべて、オレ達の方へと近づく。

「久しぶりだな。その後は元気か？」

「はい。いつもザッハークと楽しく過ごしています」

　そう言って無む垢くに笑うダハーカ。ザッハークさんとの仲も良さそうで安心した。

「それで世界樹のあった場所まで僕ぼくが案内すればいいんですよね？」

「ああ、頼めるか」

　オレからの頼みに対し、しかしダハーカは「うーん」と悩む素そ振ぶりを見せる。

「僕はいいんですけど……ねえ、ザッハーク。本当に僕が行ってもいいの？」

　と奇妙な質問をする。

　それにはザッハークさんも不思議そうな顔をする。

「ほら、僕がいないとザッハーク寂さびしくないかなーって」

「なっ!?」

　そう答えた瞬間、ザッハークさんの顔が見る見る赤くなり、先ほどまでの女帝然とした振る舞いはどこへやら、急に玉座から立ち上がりダハーカへと詰つめ寄る。

「ふ、ふざけたことを言うな！　ダハーカ！　お前がいなくても私は平気だ！　いいからこいつらの案内をしてやれ!!」

「えーっ、そうは言うけど僕は少し寂しいなー。昨日も政務が忙しくてハグ出来なかったじゃんー」

「なっ!?　なっ!?」

　ダハーカの天然なのか、それともからかっているのかよく分からない発言にザッハークさんは顔を真っ赤にして言葉を詰まらせる。

　あ、この人もこんな表情するんだ。すごい珍めずらしいもの見られたなーと思う一方、当の本人は怒り心頭の様子で怒鳴る。

「いいからさっさと行ってこい！　お前なんかいなくても私は平気だ！」

「えー、そんな言い方寂しいよー」

　ごねるダハーカを「いいからさっさと行けー！」と背中を押すザッハークさん。

　意外なザッハークさんの姿をオレは少しだけ可愛らしく思う。どうやらそれはダハーカも同じ様子であり「はいはい、分かりましたよー」と笑いながら、オレ達の案内を始める。

　うん、どうやらこの子、分かっていてからかっていたようだ。

　とはいえ、案外いいカップルなのかもしれないとオレはザッハークさんとアジ・ダハーカの二人を見比べるのだった。




「ここがかつて世界樹のあった場所です」

　ダハーカに案内されたそこは森の奥深く、樹海の中にある拓ひらけた広場であった。

　早速オレ達はいつものように作業道具を取り出し、土をほぐすところから始め、ダハーカも一緒になって手伝ってくれた。

　二、三時間の土いじりを終えた後、オレは広場の中心に最後の一個となった世界樹の宝石を埋うめ、ゆっくりと土を被かぶせる。

「よし、これで終わりだ」

　そう呟き、オレは額ひたいにかいた汗を土まみれの手で拭う。

　これで全ての世界樹の種を無事に植え終えた。あとは各大陸の世界樹の種が上手く成長するのを期待するだけ。

　無論、栽培の経過などを観察しなければいけないから、本当に大変なのはこれからだろう。とはいえ、ひとまず各大陸に世界樹の種を植えるという作業が終わり、オレは仲間達にお礼を言う。

　皆それぞれ「どういたしまして」と気持ちのいい返事をしてくれた。

「さてと、それじゃあスィ達のところに戻るか」

「そうね」

　オレがそう告げて、ムーに移動をお願いしようとしたその時であった。

　ふと上空から何かがこちらに近づいてくる気配がする。見上げるとそこには空を飛行する人物がいた。

「な、なんだ!?」

　背中から黒い羽を生やし、まるで鳥のように羽ばたきながら、こちらに近づく少女。

　戸惑うオレ達の前に翼を広げて着地するその人物はスィであった。

「スィ!?」

「ど、どうしたの、スィちゃん!?」

　思わぬスィの登場に驚くオレ達。というかスィ、羽があったのか？　そう思った直後、羽が背中にしまわれると信じられないセリフが飛び出した。

「キョウさん。リリィさん。ごめんなさい……。アンスールがアラジンとの決着に向かいました」

「なっ！」

「なんですって!?」

　思わぬ事態の急転にオレ達の旅はいよいよクライマックスを迎えようとしていた。
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　第九大陸イェソド。そこにある天をも突くほどの巨大な世界樹。

　その生命の樹セフイロトは、今や人々にとっては魔物を生み出す邪悪の樹クリフオトとして蔑さげすまれている。

　そんな生命と邪悪を司る大樹の前に、二人の人物がいた。

　ひとりは〝英雄勇者〟アラジン。

　彼は腰に差した剣に手を置きながら、もうじきここへ現れるであろう宿敵の来訪を待ちわびていた。

　そしてもうひとりは、そんな彼に囚とらわれた魔女イース。

　両手を特とく殊しゆな呪じゆ文もんが施ほどこされた鎖くさりによって縛しばられ、魔術の行使が出来ぬまま、その場に座り込んでいた。

　彼女の中にあるのはアラジンとは真逆の感情。

　ここにその人物が現れないように、必死に祈っていた。

「奇妙なものですね。兄妹きようだいというのにあなたは彼のように復ふく讐しゆうの道に走らないのですね」

　そんな彼女にふと声をかけたのは、隣となりにいるアラジン。

　その表情は穏やかであり、かけた言葉も挑発などではなく、純粋な興味によるものであった。

「……私は復讐なんて望まない。そんなことをしても意味がない……」

「どうしてですか？」

　再び問いかけるアラジンに対し、イースは自分の胸に秘めていた想おもいを告つげる。

「復讐は……新しい復讐を、憎しみを生むだけ……。それじゃあ、なにも終わらない。人が魔物を邪悪なものとして追い散らすように、そんなことを続ければ最後には皆が死ぬ。だから、どこかで踏みとどまらないといけない。止まる勇気を持たないといけない。私は……友達が、ドリちゃんが助かって、それで踏みとどまる勇気を得た。失ったものよりも今あるものを大事にする。だから、私はあなたに復讐する気は、ない……」

　そう告げたイースに対し、アラジンが向けた表情は純粋な驚おどろき。

　そんな考えがあったのかと、素す直なおに驚く感情であった。

「そうですか。あなたは強い人なんですね」

　そう呟つぶやくアラジンのセリフは決して嫌いや味みでも、まして見下しているものでもないとイースは感じていた。

　目の前の人物はただ純粋に自分の考えに驚き、あろうことか敬意すら抱いている。

「僕ぼくもあなたのように強い人間であれば、こんな道を進まなくても良かったのかもしれない。ですが、僕は弱い人間で周りに流される。だから〝敵〟と戦わないといけない。その結果、憎しみの連れん鎖さが続こうとも、それが僕の願いに繋つながるのだから」

「……あなたは、どうしてそんなに魔物が憎いの……？」

　六大勇者筆頭アラジン。

　それは全すべての大陸の世界樹を切り倒し、魔物を排はい除じよしようとする勇者の筆頭。

　この世界における魔物排除を掲かかげる者達の頂点に立つ存在。

　だが、なぜ、そんなことを望むのか。

　そんなことをすれば、自分で自分の首を絞しめるようなもの。

　全ての魔物を排除すれば、人間もまた絶ぜつ滅めつするはず。そのようなことが分からない人であるはずがない。

　イースがずっと抱いていた疑問に、しかしアラジンは意外な答えを告げる。

「僕は別に魔物が憎くはありませんよ」

「えっ？」

　告げられたその答えにイースは呆ぼう然ぜんとする。

　魔物が憎くない？　では、なぜ魔物を滅ほろぼそうとする？　その疑問をイースが口にするよりも早く、事態は動いてしまった。

「──来ましたか」

　アラジンがそう告げると同時に、一匹の巨大な怪鳥が飛来する。

　その大きさは数十メートルを越し、広げた翼は空に浮かぶ太陽すら覆おおい隠すほどのもの。

　ＳＳランク魔物ジズ。そして、そのジズの頭に乗った人物。〝刻こく印いんの魔女〟アンスール。

　ひとりの魔女と、一匹の魔物がここに現れる。

「ようこそ、待っていましたよ」

　微笑ほほえみを浮かべ待ち構えていたアラジンの前に、ジズの頭から降りたアンスールが右手を掲げる。

　そこには亡き恋人であり魔王であったクラウディアから受け継いだ『紅あかい刻印』が禍まが々まがしい力を放っていた。

「アラジン。貴様との因いん縁ねんもこれまでだ」

「ええ、僕もそのつもりです。世界に害を為なす〝刻印の魔女〟は打ち取る。それが〝勇者としての僕の使命〟ですから」

　構えるアンスールに対し、アラジンもまた腰に下げていた剣を抜く。

　そんな両者を前に、両手を鎖で縛られていたイースが叫び声を上げる。

「兄さん！　どうして来たの！　もう、こんな復讐なんてやめて！　こんなのクラウディアさんも……スィちゃんも望まないッ!!」

　必死に叫ぶイースに対し、アンスールはいつもの冷静な態度のまま告げる。

「決まっている。私には復讐以外の道はない。それだけだ」

「そんな、そんなの……！」

　間違っている。そう叫ぼうとしたイースであったが、それを遮さえぎるようにアンスールが続ける。

「アラジンよ。頼たのみがある。仮にここでの戦いで私が死んだとしても、そこにいる妹だけは見逃してくれないか。その子は私とは無関係。これまでの復讐にも一切かかわっていない。全ては私の独断、私し怨えんによるものなのだから」

「!?」

　告げられたそのセリフにイースは驚くが、アラジンは静かに目を瞑つむり、頷うなずく。

「分かりました。僕の目的はあくまでもこの世界を混こん沌とんに陥おとしいれる〝刻印の魔女〟の抹まつ殺さつのみ。彼女がそれにかかわらず、その道を継がない限りは手を出さないと約束しましょう」

「安心しろ。妹は私とは違う。そのような愚おろかな行動はしない」

　そう言ってアンスールは、初めてイースを見て、笑う。

　その顔はかつてイースが何度となく見てきた優しい兄の表情であった。

「では、始めようか。英雄勇者よ」

「そうだね、〝刻印の魔女〟。ここで全ての決着を付けよう」

　両者がそう告げると同時にアンスールの背後にいたジズが巨大な翼を広げ、咆ほう哮こうを上げる。

　それはまさに最後の開戦を告げる角つの笛ぶえであった。





　　　　◇　◇　◇






「急げムー！　早くあの二人のいる場所に向かうんだ！」

「きゅうー！」

　現在オレ達は大海原をムーの背中に乗り横断している。

　事情を聞き、オレ達はアンスールとアラジンが対決をしている第九大陸イェソドへと急ぎ向かった。

　全て上う手まくいくかもしれないと、淡あわい期待が持てたこの時期にこんなことになるなんて……。

　やはりアンスールの中から憎しみを消すことはできないのか？

　オレは隣に座るスィを見る。

　その表情はいつになく焦あせっており、気持ちが不安定になっているのが伝わる。

　ダメだ。ここでアンスールを殺させるわけにはいかない。

　スィとアンスール。二人が和解するチャンスはまだあるはずだ。

　そこからアンスールが憎しみを手放す道だって、きっとある。だから、そのためにも彼を殺させるわけにはいかない。

　オレは焦る気持ちを抑おさえながら、ただ前を見み据すえる。

　やがて──これまでにないスピードで海を渡ったオレ達の前に、大陸の姿が見えてきた。

「！　あった！　あそこ！　巨大な樹が立ってるわ！」

「あれが世界樹か！」

　大陸が見えたと同時に、その先にうっすらと天に向かって伸びる大樹の姿が見えた。

　あれが第九大陸にある世界樹。ならば、そのすぐ傍そばにアンスールとアラジン達がいる。

　オレは迷うことなく、あの大樹を目指すようムーに告げ、ムーもまたそれに応こたえ、更さらなる加速をつけて世界樹へと向かう。

　前方から押し寄せる強風に必死に耐たえ、どんどん近づく世界樹を前にそれまで加速をつけていたムーの体が急停止する。

　なんだ、まだ世界樹までは距離があるぞ。

　オレが疑問に思うよりも早く、ムーは地面の方を指さしながら叫ぶ。

「きゅうー！　きゅうー！」

「！　あれは!?」

　そこにあったのは地に倒れる巨大な怪鳥の姿。

　おそらくあれこそがシズ──いやＳＳランク魔物ジズの真の姿。

　そして、そのすぐ傍に小さいが人の姿が二つ見える。ひとりは地面に倒れ、そして、もうひとりはそれを前に剣を掲げている。

　間違いない。あれはアンスールとアラジン！

「ムー！」

「きゅうー！」

　オレは迷うことなくムーに急降下を命じ、ムーも応えるように移動する。

　そして、地面が近付くとオレの周りにいたリリィ、スィ、ジャック、バーン達が次々と地面に降り立つ。

「アラジン！」

　真っ先に地面に降り立ったスィが、アンスールを前に剣を掲げるアラジンへと声をかける。

「やあ、来ましたか」

　アラジンはまるで友人に語りかけるように爽さわやかに返す。

　オレもまた皆に続くよう地面に降り立ち、アラジンに声をかける。

「アラン……いや、アラジン」

「久しぶりですね、キョウさん。城ではゴタゴタしていて、ゆっくり話せず申し訳ありませんでした。ですが、今なら話せますので聞きたいことがあればなんでもどうぞ」

　そう言って優しくオレに声をかけてくるアラジンは、第三大陸で露ろ店てんを開くも道行く人達に相手にされず困っていたオレに、気軽に声をかけてくれた青年そのものであった。

「……なんで、こんなことをするんだ」

　戸と惑まどうオレが最初に口にした疑問がそれであった。

　それに対し、アラジンはどこか困った様子で目線を逸そらすと告げる。

「それはまあ、世界に、人々に害を為す悪を葬る。それが勇者の使命ですから。僕は〝勇者〟としてその務つとめを果はたしているだけです」

「それだけの理由なのか？」

　あまりに普通すぎる理由にオレは呆あつ気けに取られる。だが、アラジンはさも当然のように肯こう定ていする。

「ええ、そうです。それ以上の理由が必要ですか？　僕は別にこちらのアンスールに対し、憎しみはありません。彼の方は僕に憎しみを持っているようですから襲おそいかかってくる以上、火の粉は払います。そして、彼は各地で魔物を操あやつり、勇者の国を襲う『世界の敵』。ならば、それを抹殺するのが勇者である僕の役目。なによりも僕の国の人々がそう望んでいる。そうした人々の望みに応えるのが勇者でしょう」

「ッ」

　それはあまりに当然の理由であり、しかしだからこそ反論が出来ない。

　アラジンのその考え方は言うなれば、極きわめて合理的で機械的なもの。

　彼自身の感情や考えはそこにはない。

　ただ〝人々がそう望む〟から。それに〝応えるのが勇者〟。

　極めて単純。故ゆえに最も勇者と呼ばれる存在の体現。

　困っている人。望みを持って縋すがる人々の願望、その救済のために動く機械としての役割。

　かつて、アラジンを知る勇者達が告げた。

　彼ほど勇者たらんとしている者はいない。

　確かにその通りだ。

　アラジンはもはや人として行動する人間ではない。ただ勇者として行動するためだけの歯車。それがこの男の本質なんだ。

　オレはこれまで出会ってきた勇者達との決定的な違いにただ恐れ、同時に説得は不可能だと諦あきらめた。

　これまでのアリババやザッハークさんにしろ、彼らの根こん源げんは感情にあった。

　アリババは想いを寄せていた少女リリィを殺された事への憎しみ。

　ザッハークさんも信じていたアジ・ダハーカに裏切られたことによる激情で、魔物を殲せん滅めつしようとしていた。

　どちらも感情。どちらも憎しみ。

　だが、だからこそ、その感情を癒すことによって二人の憎しみは止まった。

　誤解を解き、憎しみを手放す機会を与えられた。

　だが、このアラジンに関してはそれは出来ない。

　彼の根源は『勇者としての行動』。ただそれだけ。

　まさに機械のそれと同じだ。求められたからこそ、動く、裁さばく、殲滅する。

　彼が魔物を排除しようとするのも、人々が『そう望んでいる』から。

　そこに彼の感情はない。理屈もない。あるのはただ使命感。

　まさに勇者としての機構が形を持ったもの。それがアラジンなのだ。

　たった一言の返答であったが、それだけでアラジンという男の本質が分かるほど、彼の心理は単純であり、そして──恐ろしかった。

　オレだけでなく周りの皆もそれに気づいたようで、それぞれ構えを取る。

　もはや、ここに来て説得は不可能。なによりもそれに応じる相手ではない。

　故にアンスールを助けるにはアラジンを──目の前の勇者を倒すしかない。

　オレ達がそう決意すると同時に真っ先に動いたのはスィであった。

「なら、私達は感情で動きます。使命感も役割もない。ただ殺させたくないから、その人を、アンスールを助けるためにあなたを倒します！」

　告げると同時にスィの体が消える。

　次の瞬間、アラジンの真横に移動したスィの膝ひざ蹴げりがアラジンの体に入る。

　咄とつ嗟さに腕でガードするものの、再びスィの姿は消え、今度はアラジンの背後に現れた。しかしアラジンも後ろを見ることなく、背後に回ったスィ目掛け、見えない剣けん閃せんを放つ。

　それは一般人のオレからすれば、まさについていくことの出来ない頂上決戦。

　アラジンの実力に関しては以前見た通り、オレ達では全く歯が立たない。

　それは目の前で倒れているＳＳランク魔物ジズとアンスールを見てもハッキリと分かる。

　故に彼と唯一戦える相手は魔王スィを置いて他にいない。

　事実、スィの猛攻によって少しずつアラジンの体に傷が付き、疲労が蓄積されているのが見える。

　しかし、前回の戦いを経てアラジンもスィの動きを読んだのか今回は決定打となる攻撃を一切受けていなかった。

　それどころか、どんどんスィの攻撃に対応をし、反撃を浴びせはじめる始末。

　今や両者の力は拮きつ抗こうし、どちらが上かオレでは到底分からない領域へと到達していた。

　それにスィも焦ったのか、距離を取ってアラジンの動きを観察する。

　一方のアラジンはそんなスィに対し、まるで挑発するように棒立ちとなり剣を構える。

「どうしました？　僕の隙すきが欲しいですか。それなら作ってあげますよ。このままお互たがい細かい攻撃を続けていても仕し方かたありません。次の一撃で勝負といきませんか？」

「ッ！」

　それはあまりに見みえ透すいた挑発であった。

　このまま戦えば長期戦になるのは確実。故に、アラジンはあえて防御を捨て、そこに打ち込んで来いとスィを誘う。

　無む論ろん、それは罠わなであり、打ち込んできた瞬間、アラジンはそれより早くスィにカウンターの一撃を決め、勝負を付ける気なのだろう。

　まさにどちらかが倒れる決死の策さく。

　だが、アラジンの言うことももっともであり、このままでは互いに決め手がなく時間だけが過すぎていく。

　それを考えればアラジンの作戦に乗るのも一つの手。

　長考の末、スィはそれに頷き、これまで見せたことのないオーラをその身に纏まとう。

　まさに一撃必殺の構え。それに全てを乗せ、決着をつける気だ。

　アラジンもまた静かに剣を構え、スィの出方を見る。

　やがて永遠とも思える静寂の中、スィの体が動き、これまで見せたことのないスピードを以もってアラジンへと突進する。

　その速さ、まさに神速。

　だが、それに対しアラジンの剣も動く。

　スィの拳こぶしが体に届く前にカウンターを狙ねらう気か!?

　最後の瞬間を見逃すまいと必死に目を凝こらすオレ。

　だが、そこに見えた結末を前にオレは驚きよう愕がくする。

　アラジンが放ったはずの剣。それは攻撃ではなく、むしろスィの拳を受け止める動き、防御であった。

　スィの拳はアラジンの剣により受け止められ、アラジンの剣にヒビが入るのを見る。

　無論、それだけではなく、スィの渾こん身しんの一撃を前にアラジンは遙はるか後方へと吹き飛ぶ。

　あの速度。何かにぶつかればタダではすまない。

　この勝負、スィの勝ちか！　そう思われた瞬間であった。

「──そう、これだ。あの位置でのこの攻撃。必要だったのはそれだけ。これで僕の勝ちです」

　届いたのはそんなアラジンの声。

　自身の勝ちを謳うたう嘲あざけりの声。

　どういうことだ？　戸惑うオレ達であったが、その理由はすぐに判明した。

　アラジンが吹き飛ばされた先、彼が行き着く先にあるもの。それは──この大陸の世界樹。

　彼はそのまま世界樹の幹みきに体をぶつける。だが、それに構うことなく笑みを浮かべると剣を水平に掲げ、告げる。

「これで──七本」

「ッ、ダメッ！」

　駆けるスィ。だが、アラジンのいる場所までは距離がありすぎた。

　オレやスィ達が近づくよりも早く真横に一いつ閃せんされたアラジンの剣は背後にあった世界樹の幹を切り裂く。

　瞬間、天をも突くほど巨大な世界樹がゆっくりと横に倒れていく。

　それはまるで巨大なビルが崩ほう壊かいするようにかつてない衝撃が地面に伝わる。

　地じ響ひびきと轟ごう音おん。そして、地を揺ゆるがす衝撃にオレ達は思わず、その場に座り込む。

　そして、その衝撃はスィにかつてない変化をもたらした。

「ぐッ……うッ……！」

「スィ!?」

　突然胸を押さえ、うずくまるスィ。一体どうしたのかと考えるオレであったが、すぐさまその原因に気づく。

「魔王はこの世界に存在する世界樹と命と力を連動している。つまり、世界樹が切り倒されれば、魔王の力は削そがれ、その命も蝕むしばまれる」

　悠然と倒れた世界樹を背にこちらに近づくアラジン。

「すでに七本の世界樹が切り倒された今、彼女はまともに行動することも出来ない。仮に行動できたとしても、今の彼女の力では僕には勝てませんよ」

「……ッ」

　アラジンのその挑発に、苦く悶もんの表情で睨にらみつけるスィ。

　おそらく奴の言っていることは事実だ。先ほどに比べスィの纏っている生命エネルギーのようなものが明らかに減少している。

　仮に今戦っても先ほどのようにアラジンと渡り合うことは不可能。

　最初からこれが狙いだったのか。

　してやられたという感覚がオレ達に走るが、しかし、それでもオレはアラジンに言わなければいけないことがあった。

「待ってくれ、アラジン！　お前は知らないかもしれないが世界樹は魔王の命と連動しているだけじゃない、この世界そのものと連動しているんだッ！　世界樹を切り倒すということはこの世界を滅ぼすことと同じなんだ！」

「…………」

　おそらくオレのような人間が言うことなどアラジンは信じないだろう。

　むしろ、苦し紛まぎれの噓うそと思われても仕方ない。だが、言わないよりも真実を伝えたい。そこからアラジンが何かを感じ取ってくれれば……。

　そう期待したオレだが、しかし次の瞬間アラジンが告げた言葉に動どう揺ようする。

「知っていますよ」

「え？」

「世界樹がこの世界の命を支ささえていることは知っています。僕はそれを知っていてなお切り倒しているんです」

「なん、だって……？」

　告げられたその事実をオレは信じられずにいた。

　まさか、アラジンは全てを知ってなお世界樹の破壊を？　だとしたらなぜ!?

「知っているなら、なんでそんなことを!?」

「だって、それが人々の望みですから」

「え？」

「人は魔物の脅きよう威いの無い世界を望んでいます。そのために魔物を生み出す邪悪の樹の伐ばつ採さいを願っています。そして、魔物がいなくても安心して暮らせる世界。『魔ま学がく』があると知った僕の国の人々は躊ちゆう躇ちよなくそれを願いました。だから、僕は彼らの願いのために魔物を滅ぼす。魔物を生み出す世界樹を全て切り倒す。人々が望むのなら、それを果たす。勇者として当然の使命でしょう？」

　こいつ、本気で言っているのか……？

　いくら人々がそれを望んでいるとしても、そんなことを実現させれば、あるのは自滅のみ。

　そもそもアラジンが言う魔学も、今の段階では不完全。近いうちに人が絶滅することに変わりはない。

「それで人間が滅んでもいいっていうのかよ!?」

「ええ。それが彼らの望みなら仕方がないでしょう。僕は〝彼らの望み通りの結果をもたらす〟だけです」

　瞬間、告げられたアラジンの言葉からはこれまでにない強い感情が伝わってきた。

　先程までは機械的な印象しかアラジンには感じなかった。

　だが、今の一言には明らかに彼自身の感情が乗っているような気がした。

　そう、アラジンの今の瞳ひとみには見覚えがある。

　オレが何度か対たい峙じしてきた人達と同じ瞳。

　アンスール。ザッハークさん。アリババ。彼らと同じ感情の瞳。すなわち──憎しみ。

「アラジン。お前、一体〝なにを〟憎んでいるんだ……？」

「…………」

　問いかけるオレに、アラジンは答えない。

　もしも、アラジン自身も魔物を憎んで、そのためにこんなことをしているのなら。

　いや、だとしても、そのためだけに世界を滅ぼすというのか？

　困こん惑わくするオレをよそにアラジンはゆっくりと倒れたままのアンスールの方へと向かう。

「いずれにせよ、まずは〝刻印の魔女〟の抹殺を完了させましょう」

「！　待て！」

　アラジンの前に立ちはだかるオレとリリィ達。

　おそらく、オレ達が束たばになってもこいつには勝てない。それでも、このままアンスールを殺させるわけにはいかない。

「邪魔をするなら容よう赦しやはしませんよ」

　静かに剣を構えるアラジン。

　こうなったら覚悟を決めるしかない。そうオレが拳を握にぎり締しめた瞬間であった。

「悪いがアラジンよ。そうはさせぬぞ」

「!?」

　瞬間、複数の影が上空を舞う。

　それに気づき、アラジンが後ろに飛ぶのと同時に、直前までアラジンのいた地面に亀き裂れつが走る。

「ほお、さすが英雄勇者。よくぞ私の初撃を躱かわした」

「君は──」

　上空を舞っていた影が地面に降りる。それは漆黒の軍服に身を包んだひとりの女性。

「〝暴ぼう君くん勇者〟ザッハーク」

「今はもうその称号は捨てた。私を呼ぶなら〝女帝勇者〟と呼んでもらおう」

　アラジンの呟きに対し、即そく座ざに否定するザッハークさん。

　構えるアラジンであったが、次なる攻撃は真横から現れた。

　無数の様々な武器が飛来してアラジンの体を狙う。

　アラジンは咄嗟に構えた剣で飛来してくる武器を全て打ち落とす。しかし、彼の上空に新たな影が迫せまる。

「!?　これは」

　見上げるとそこには上空の太陽を隠すほどの巨人の姿があった。

「フリームスルス！」

　少女の声が響くと同時に名を呼ばれた巨人は眼下にいるアラジン目掛け、その巨大な拳を振ふり下ろす。

　さすがにそれをまともに受けるわけにはいかないと、後方に跳躍するアラジン。

　しかし、そんな彼の回避先に再び新たな影が剣を携え現れる。

「おっと、お主がそちらに避よけることはすでに先ほどの行動から予測させてもらったぞ。英雄勇者」

「ッ!?」

　振り下ろされた一閃をなんとか受け止めるアラジン。

　しかし、そのまま地面へと吹き飛ばされ、膝ひざを折る。

　そんな彼の前に、先ほど現れた複数の影達が勢せい揃ぞろいしていた。

「さすがは英雄勇者。この程度ではまだ届かぬか」

「とはいえ、実力が離れていても、そこは数の差で補おぎなわせてもらおう」

「一人を相手に勇者らしくない、とは言わせないよ。そもそも君の存在が反則なんだし、それにこの戦いは僕らにとっても無関係じゃない」

「そういうことだな」

「…………」

　威い風ふう堂どう々どうと戦場に立った五つの影。

　その背中を見て、オレは思わず彼らの名を呟いた。

「ロスタムさん。ザッハークさん。シン。カサリナさん。それにアリババ」

　そこに現れたのはオレ達がこれまで出会ってきた五人の勇者達。

〝帝王勇者〟ロスタム。

〝女帝勇者〟ザッハーク。

〝魔獣勇者〟シン。

〝賢人勇者〟カサリナ。

〝魔学勇者〟アリババ。

　今、ここに六大勇者全員が勢揃いした。

「……驚きましたね。あなた達がわざわざここに集まるとは」

　そして、そんな彼らを前にさすがのアラジンも僅わずかに驚いた顔をして体についた土を払う。

「ふんっ、そちらのキョウからの要よう請せいがあってな。お前に大事な仲間をさらわれたから、救出に手を貸して欲しいと」

　そう言ってザッハークさんは剣を構えながら呟く。

　そう、あの時、ダハーカと共に世界樹を植うえて、スィがイースちゃんとアンスールのことを知らせた際、オレはダハーカにザッハークさんに手助けしてもらえないかと頼んだ。

　無論、それを受けてもらえるかどうかは分からなかった。

　それでもダハーカは自分に任せて欲しいとすぐに城へ戻った。

　けれどもまさか、六大勇者全員が来てくれるとは……！

「本来ならば私一人でも十分なのだが、さすがにお前相手ではそのようなことも言ってられぬ。故に他の六大勇者全員に声をかけて、ここに集まってもらった」

「オレはそちらのキョウ君に返しきれぬ恩がある。妹や国を救ってもらった礼。それを果たすためならば、喜んで戦場に駆けつけよう」

「僕も同じかな。キョウが助けを呼ぶのなら、それに応じるのは当然」

「まっ、儂わしもそんなところじゃな。なによりもお主なんぞにキョウはやらせんよ」

　ザッハークさん、ロスタムさん、シン、カサリナさん達のその言葉にオレは思わず嬉うれしくなる。

「……なるほど。まあ、確かに君らとそちらのキョウさんとの邂かい逅こうについては聞いていたから、呼びかけに応じるのには納なつ得とくだ。けれど、意外だったのは君だね、アリババ」

　そう言ってアラジンは勇者のひとり、アリババを指す。

「君は僕と同じ反魔物派の勇者だったはずだけど、それがどうして彼らの味方をするんだい？」

「…………」

　それは確かにオレも感じた疑問であった。

　アリババはどちらかといえばアラジン寄りの勇者。それに彼個人もオレ達にはそこまでいい感情を向けていなかったはず。

　だが、それを否定するようにアリババは答える。

「今ここで彼らが死ねば、それはリリィの意思を果たすものがいなくなるということ。そのような結末はリリィも望むまい。それに──彼らには私も多少の借かりがある。今回のでそれを返すとしよう」

「そうですか。なら、仕方がありませんね」

　アリババの答えにアラジンは僅かにため息をこぼし、静かに構える。

「同じ六大勇者同士、争いたくはありませんが、僕も目的を果たすためにあなた達全員を倒します」

「やれるものならばやってみるがいい、アラジンよ」

「ただし、我ら五人の勇者。簡単に落とせると──思うなよッ！」

　その一言と同時に六大勇者同士の戦いの幕が上がる。

　まず最初に動いたのは〝女帝勇者〟ザッハークさん。即座にアラジンとの距離を詰つめると両手に持った二本の剣で先制の攻撃を仕掛ける。

　無論、その程度アラジンも読んでおり、ザッハークさんの目にも留とまらぬ斬ざん撃げきを全て片手で受け止める。

「さすがは六大勇者最強。私も白兵戦には自信はあるが、やはり貴様にはかなわぬか」

　そう言いながらも不敵に笑うザッハークさん。

　それもそのはず。先制したザッハークさんはいわば囮おとりで本命は別。すでにアラジンの背後に〝賢人勇者〟カサリナさんが移動しており、その背中を突くようにカサリナさんの斬撃が放たれる。

「もらった！」

　渾身の一撃で放たれた一閃。しかし、それすらもアラジンは読んでおり、空中に飛んで回避する。

　なんという反射神経。いや、アラジンの位置からはカサリナさんの姿は見えていなかったはず。

　これはもはや理屈では通らない天性の戦闘センスがアラジンにはあると思うしかない。

　だが、自らの一撃が避けられたにもかかわらずカサリナさんは笑う。

「ああ、お主がそう避けることも予想済みじゃ」

「!?」

　上空を見上げると飛ひ翔しようしたアラジンを捉とらえるように、霜しもの巨人フリームスルスともう一体、巨大な翼竜が取り囲んでいた。

「フリームスルス！　ヴァン！　挟はさみ撃うちだ！」

『ゴオオオオオオオッ！』

『ぐるううううッ！』

　二体の魔物に指示するのは〝魔獣勇者〟シン。

　彼女の命令に従したがうようにフリームスルスは拳を放ち、ヴァンは巨大な火球を口から放つ。

　いかにアラジンとはいえ、空中では身動きができず両脇から放たれたその攻撃をまともに受けてしまう。

「ぐうッ！」

　しかし、さすがは歴戦の勇者。

　二体の魔物の攻撃を寸前でガードし、そのまま地面に着地する。

　だが、明らかに疲労した様子でダメージは受けている。

　そんな彼を猛追するべく再びザッハークさんが剣にオーラを纏うと、それをアラジン目掛け放つ。

「どうした？　先ほどよりも動きが鈍にぶっているぞ。アラジン！」

　無数のオーラによる剣閃を放ちながら、アラジンとの距離を詰めるザッハークさん。

　それをアシストするようにカサリナさんが動き、シンの命令を受け、フリームスルス、ヴァンもまた援えん護ごをする。

　一対一ならばアラジンに勝てる勇者などいない。それは彼の戦いを間近で見てきたオレにはすぐ分かる。

　だが、ザッハークさん達は完かん璧ぺきと言っていいチームワークで、あの英雄勇者を相手に一歩も退ひいていない。

　それは他ならぬアラジンが感じ取っており、先程までどこか余よ裕ゆうめいていた彼の雰ふん囲い気きが変化していく。

「……確かに少し君達を侮あなどっていたよ。一人一人は僕には及ばないながらも、連携することでここまで肉薄するとは。ああ、だからこそ、最も厄やつ介かいな人物から潰つぶしていこうか」

　そう言ってアラジンの表情が変わる。

　これまでとは異なる冷れい酷こくな、殺意を持った狩人かりゆうどの目。

　そして、一歩踏み出すと同時にアラジンは目の前のザッハークさんを弾はじき飛とばし、その先にいる──〝帝王勇者〟ロスタムさんの眼前へと迫る。

「!?」

「気づいていたよ、帝王勇者。君が先程から戦いに参加しなかったのは僕を倒すための武器の創生に全神経を集中させていたから、けれど生あい憎にくだったね。君という切り札の出番はない」

　断言と共にアラジンの一閃が帝王の体を切り裂く。

　それは文字通り肩かたから脇腹に至いたるまでの一閃。間違いなく致命傷だ。

　血の噴水を流し、そのまま背中から倒れるロスタムさん。

「ロスタムさん!?」

　そんな、ここまで来て!?　焦るオレであったが、しかし次の瞬間、驚愕の表情を浮かべたのはアラジンであった。

「なにッ!?」

　倒れたはずのロスタムさん。だが、そこには何もなかった。

　ロスタムさんの死体も、流した血も。そうしてよく見ると、本物のロスタムさんはアラジンのいた場所とは真逆の方向で意識を集中させ立っていた。

「しまったッ！」

　焦るように振り返るアラジン。彼の視線の先にいたのは──〝魔学勇者〟アリババ。

「これこそが私のスキル、『幻想の迷宮ソウル・ラビリンス』。本来ならば、対象を精神世界に閉じ込めるものですが、やはりあなたほどの勇者相手ならば一瞬の幻を見せるのが精せい々ぜい。とはいえ、これで時間は稼かせぎましたよ。帝王勇者」

「ああ、礼を言おう。魔学勇者。そして、待たせたな、女帝勇者。これがオレのスキル『創生の武器アルマ・マグナ』により生み出したこの世に二本とない剣だ。受け取れ！」

　ロスタムさんがそう宣言すると同時に彼の眼前に生み出されたのはひと振りの剣。

　いや、それはもはや聖剣と言っていい輝きと力を秘めた武器だ。

　その輝く聖剣はそのままザッハークの手に渡ると同時に、彼女のスキル『形ある闘気クリエイト・オーラ』によって輝きをさらに増す。

「ふっ、感謝するぞ。帝王勇者。さて、英雄勇者よ。ここで一つ教えてやろう。なぜ私が自らの闘気をこれまで斬撃として放っていたか。それはこのように全力の闘気を武器そのものに纏えば、大概の武器は私のオーラに耐えられず武器の方が崩壊するからだ。だが、この特別製の剣ならば話は別。光栄に思え、聖剣とそこに私自身のオーラを乗せることにより放たれる一撃。それは紛れもなくこの世界最強の一撃だと自負しておくぞ！」

「くッ！」

　ザッハークさんの断言にさしものアラジンも構える。

　だが、そのようなものなど無駄だと言わんばかりに距離を詰めたザッハークさんによる渾身の一撃が放たれる。

「はああああああああああああああああッ!!」

　光纏う一撃。まさにそれは天をも貫つらぬき、地をも穿うがつ至高の一閃。

　放たれた斬撃は光となり、天空を昇る一筋の光柱を生み出す。

　その中で、ザッハークさんの一撃を受け止めたアラジンの剣は砕くだかれ、その身にかつてない傷を負い、ついにアラジンの体が地に倒れる。

　倒れたアラジンを静かに見下ろすザッハークさん。

　しかし、次の瞬間、彼を倒したザッハークさんの方が慌あわてて後方に下がる。

　一体何が？　そう思いザッハークさんの顔を見ると、そこには今までにない明らかな恐怖が浮かんでいた。
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「……参まいったなぁ。まさか、君達相手にこれを使うハメになるなんて……」

　見ると倒れたはずのアラジンが立ち上がっていた。

　バカな、ありえない！　今の一撃は間違いなく致命傷のはず。

　事実、アラジンの肩から胸にかけての傷は深く、今も血を流している。にもかかわらずアラジンは悠ゆう然ぜんと立ち上がり、流れていたはずの血がどんどん収まっているのが見える。

　一体これはどういう……!?

「勇者スキル。君達にもあるように僕にも当然そのスキルはある。けれど、不思議に思わなかったかい。君達の誰だれひとり、僕のその勇者スキルを知る者はいないだろう？」

「…………」

　アラジンからの問いにザッハークさん達は答えない。それは沈ちん黙もくが肯定であることを意味し、アラジンもそれを理解した上で続ける。

「僕はこのスキルを一度しか使ったことがない。使ったのは魔王を倒す時だ。それ以外でこれを使いたくはなかった。なぜなら、これを使ったのなら、このスキルを見た君達全員を僕は殺さないといけなくなるから」

　アラジンの纏う気配が変わる。いや、違う。これは〝変へん貌ぼう〟していく。

　髪が、瞳が、腕が、肉体が、存在そのものが、まるで別の生命へと変化していく。

　髪はまるで異い形ぎようのように長く伸び、腕は指から肩に至るまで、まるで獣のような白い毛皮を纏い、指の先からは鋭するどい爪が現れる。

　瞳は金きん色いろに、そして背中からは真まっ白しろな天使のような羽が生はえる。

　そこに現れたのは明らかに人間とは異なる〝別種の生き物〟、〝人ならざる何か〟。

　先程までの傷も噓のように塞ふさがってしまった。

「魔、物……？」

　目の前で変貌したアラジンの姿を見て、カサリナさんがポツリと呟く。

　確かに、その姿はもはや人というより──魔物。

　腕や足を白い体毛で覆い、金色の瞳と白い翼を生やしたそれはもはや魔物、いや魔王と呼んでもいい異形の生物であった。

「そう、これが僕の勇者スキル『半魔物化ハーフ・ルフ』。この姿を見られた以上、この場にいる全員には死んでもらいます。僕の秘密、この穢けがれた体を知る者は生かしておくわけにはいかない」

　アラジンがそう呟くと同時に彼の姿が消える。否、気づくと彼はザッハークさんの眼前に立っていた。

　慌てて剣を振り下ろすザッハークさんであったが、あろうことかアラジンは素す手ででザッハークさんの闘気を纏った聖剣を受け止めた。

「なッ!?」

　動揺した声を上げるザッハークさんであったが、彼女が真に驚いたのはその後。アラジンは摑つかんだままの手で聖剣をそのまま握り砕いた。

　唖あ然ぜんとするザッハークさんの腹にアラジンの渾身の一撃が入り、彼女はそのまま棒きれのように吹き飛ぶ。

「がッ！」

「ザッハーク!?」

　慌てて名を呼ぶロスタムさんであったが、その隙をアラジンが見逃すわけがない。

　瞬時にロスタムさんの前に移動すると、彼が動くより早く側頭部に蹴りを放つ。それを受け、ロスタムさんは声を発することなく気絶してしまう。

　それを見て、カサリナさんとシン、フリームスルス、ヴァン、アリババ達が一いつ斉せいに四方から攻撃を仕掛けるが、その動きすら今のアラジンにとっては遅すぎた。

　カサリナさんの剣を手刀の一撃で折ると同時に、その先にいる彼女の肩を切り裂き、フリームスルス、ヴァンの一撃は掌底だけで弾き、その勢いで二匹の魔物は吹き飛ばされ地面に激突する。

　シンの攻撃も僅かに身をひねるだけで避けると同時に、腹部に膝蹴りを浴びせ、彼女は気を失う。

　残ったアリババが魔術による攻撃を仕掛けたものの、それはアラジンの体に着弾するだけで霧む散さんした。

「なッ!?」

　傷を与えるどころか、まるで岩に当たる水すい滴てきのように弾かれた。

　まさかの現象に驚くアリババ、その前に瞬時に移動していたアラジンが空高く掲げた腕を振り下ろす。

　指先から生えた鋭い爪の一撃は、咄嗟に掲げた杖つえを両断すると、その先のアリババを引き裂く。

　一瞬にして、全ての勇者がアラジンを前に地に倒れた。

　それはもはや戦闘と呼べるものではなかった。一方的な蹂じゆう躙りん。魔王の進撃であった。

　気づくとオレは全身が震ふるえていることに気づき、必死にそれを抑えようとするが、それより早くアラジンがこちらに近づく。

「さて、残るは皆さんだけですね」

「……ッ」

　構えるオレ達だが、それを見てアラジンは静かな警けい告こくをする。

「無駄な抵抗はやめておいた方がいいですよ。下手に抵抗しても苦しみが増すだけです。抵抗しなければすぐに楽にしてあげますから」

　アラジンのそれは強者の余裕であると同時に覆くつがえせない事実であった。

　今のアラジンの強さはまさに別格。

　彼を除のぞいた六大勇者全員が文字通り、赤子扱い。

　それに対し、オレ達が挑いどんだところで何かが出来るわけがない。

　仮にスィが無事であったとしても、今のこいつを相手に勝てるかどうか……。

　これまでも数々の苦難、絶望的展開は多くあった。だが、それでも今回ほど、どうしようもない展開はなかった。

　オレは握り締めた拳を静かに解き、アラジンの言うとおり、全てを諦めようとしたが、

「──残念だけど、そういうわけにはいかないわ」

　たったひとり、折れなかった人物がいた。

　それは金の髪をなびかせる、オレの相棒──リリィ。

「リリィ……」

　彼女はオレの前に立ち、まるでオレ達を守るように一歩前に出る。

「ったく、アンタらしくないわね。最後まで諦めないのがアンタの取とり柄えでしょう？」

「それは……けど、いくらお前でもあいつには!?」

「キョウ」

　オレの名を呼び、リリィはまっすぐ見つめる。

「アタシを信じてくれる？　何があっても」

「…………」

　それは何かを決意する表情。そんな彼女の顔を見てオレは迷うことなく頷く。

「当然だろう。相棒なら何があっても最後まで信じるさ」

「そう、なら安心したわ」

　オレの答えを聞き、リリィは安あん堵どしたように微笑む。そして、

「これで遠えん慮りよなくアタシも全てをさらけ出せるわ」

　そう宣言すると同時にリリィの纏う気配が変わっていく。

　否、それは気配だけではない。リリィの姿そのものが変わっていく。

　先ほどのアラジンの変化よりも、なお極端に。

　細い腕は見る見るうちに荒々しい獣の腕へ。指先は鋭い爪に。顔は獅し子しのそれに。

　気づくとリリィの姿は黄金を纏う神々しき獣、ＳＳランク・バロンの姿へと変化していた。

「グオオオオオオオオオオンッ!!」

　リリィ──バロンが上げた咆哮は地を揺るがし、空気すらも震えさせた。

　それはまさに、これまでとは次元の違う力が彼女の全身を満たしていることを表していた。

「……それがあなたの本当の姿ですか」

　しかし、そんなリリィの真の姿を前にしてもアラジンは全く微動だにしない。

　むしろ、闘争本能を高めるかのように静かに構え、拳を突き出す。

「たとえＳＳランク魔物の姿となろうとも僕に敵かなうことはありません。この姿の僕はあなた達と同じ……いえ、それ以上の存在なのですから」

　アラジンが挑発すると同時にリリィは地を駆ける。

　瞬間、その巨体でアラジンを吹き飛ばす。

　予想以上のスピードに虚きよを衝つかれるアラジンであったが、すぐさま翼を広げ、眼前の敵に意識を集中させる。だが、そこにすでにバロンの姿はなかった。

　否、バロンの姿はすでにアラジンの背後にあった。

「なにッ!?」

　咄嗟に振り返るもののリリィの放った強きよう靱じんな爪の一撃がアラジンの腕を切り裂く。

　それだけでなく、再び恐るべきスピードでアラジンの周囲を縦じゆう横おう無む尽じんに移動するリリィ。

　それはまさに野生の獣による動きであり、法則性もなければ規則性もない、先読み不可能の動き。

　事実、嵐あらしのように動き回るリリィの一撃一撃にアラジンはその体を傷つけられ、初めて彼が守勢に徹てつしていた。

「強い……」

　思わずオレは呟いた。

　ただのＳＳランク魔物ならば、おそらくアラジンには勝てない。

　実際、同じＳＳランクであるジズはアンスールと共に倒れており、ムーですら目の前のアラジンの強さに萎い縮しゆくして戦意を失っている。

　だが、リリィ──バロンの強さはそんなＳＳランク魔物の中でも別格であった。

　これまで様々なＳＳランク魔物と対峙してきたオレには、その特性がどんなものであるかうっすらとだが理解できた。

　かつて戦ったＳＳランク魔物のベンヌは不死鳥の能力を有しており、どれだけ攻撃を受けようとも自身の能力により進化・復活を繰り返すことが出来た。

　また別のＳＳランク魔物ベヒモスは体が鋼鉄の毛皮で覆われており、絶対の防御力を有し、傷そのものを与えることが困難な攻略不可能の魔物であった。

　そして今、アラジンと戦っているＳＳランク魔物バロン。

　彼女の能力は極めて単純。それは圧倒的身体能力。

　ベンヌのように炎を操り、復活を繰り返す能力ではない。ベヒモスのように氷を操り、防御に特化した能力でもない。

　ただ圧倒的に速く、圧倒的に強い。それだけに特化した獣。

　おそらく、こと接近戦においてならばバロンの右に出る魔物はこの世界には存在しない。

　それが理解できるほど、今オレ達のために戦うバロン──リリィの強さは紛れもないものであった。

　それを証明するように、スィを相手にしていた時のようにアラジンの表情から余裕が消える。

　致命傷を受けないよう両腕でバロンの攻撃をガードし、その動きを先読みするようにじっと構えている。

　まずい。いくら現状、身体能力の差で優位に立っていても相手は世界一の勇者。これ以上、観察されればリリィの動きに対応される。

　それにリリィも気づいたのか、細かい攻撃をやめ、周囲を高速で移動し始める。

　おそらく、次の突進に加速と全体重を乗せて決着をつけるつもりだ。

　アラジンもそれに気づき、避けるどころか、むしろ受け止めてやると言わんばかりに両腕のガードを解き、誘うように両手を広げる。

　明らかに罠であったが、これを逃せばアラジンを倒せるチャンスはもうない。

　リリィは必殺の一撃に全てをかけ、文字通り自らの全てを乗せた渾身の突進を放つ。

　その速度、もはや音を飛び越え、光の領域に。

　全身を眩まばゆい光に変化させ、リリィの一撃がアラジンを貫く。

　そして、決着はついた。

「…………ぁ」

　それはどちらの声であったか。

　リリィの一撃がアラジンの体に入る前に、アラジンの拳がリリィの体に届いていた。

　それはまさに紙一重の差。

　あとほんのわずかの差でリリィの一撃は入らず、逆に自らの勢いを乗せた突進をアラジンのカウンターに利用され、リリィはそのまま地面に倒れる。

　それと同時に彼女の姿が変わり、元の少女の、リリィの姿に変化する。

「終わりです」

　倒れたままのリリィに悠然と告げるアラジン。

　そう、これで全てが終わり。決着はついた。

「ああ、もう終わりだよ。アラジン」

　故にオレは告げる。

「オレ達の──勝ちだ」

「なに？」

　オレが告げた一言にアラジンは不可解と言わんばかりの表情を向ける。

「……何を言っているんですか、キョウさん。それとも現実を直視出来なくなりましたか？」

「生憎、そんなヤワな精神はしちゃいねぇよ。この旅でそれなりに鍛きたえられたからな。それにこいつはハッタリでも噓でもない。まごう事なき事実だ。リリィは、いや、リリィだけじゃない。ロスタムさん、ザッハークさん、シン、カサリナさん、アリババ。全員の協力があったからこそ、ここまで持ってくれた」

「何を言ってるんですか？」

　再び、疑問を口にするアラジン。

　それに対し、オレは答えを口にする。

「これまでの皆の全て、それは決して無駄ではなかったということだよ」

　宣言と同時であった。

　大陸に、いや世界全てに鼓こ動どうを打ったかのような振動が走る。

　それはあくまで何らかの違和感程度のものであり、多くの人々は気づかないであろう小さな奔ほん流りゆうであった。

　だが、それでもそれは、この場にいる全員。

　オレやリリィ、そしてアラジン達には伝わった。何かが、この世界に芽め吹ぶいたのだという確かな衝撃が。

「!?　これは……！」

　それにまっさきに気づき、アラジンの表情が変わる。

　同時に彼が見たのはオレではなく、遙か遠くにあるいくつもの大陸。

「そうだ。今、オレが各大陸に栽さい培ばいした世界樹の種が──芽吹いた」

　それは確かな鼓動。命の産うぶ声ごえ。それを蒔まいたオレだからこそ確信できる実感。

　五つの大陸に蒔いた五つの世界樹の種は今、静かに成長の時を迎えた。
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　──第二大陸コクマー。

　雪に覆われた山の頂上。そこに今、小さな芽が顔を上げる。

　空に輝く太陽の光を浴び、その芽はみるみる大きさを増し、周囲の地面に無数の根を広げ、その高さも一メートル、二メートル、三メートルとどんどん成長していく。

　まるで自分のために用意された地面に感謝するように樹は喜びの声を上げるように次々と枝を広げ、葉を生やし、その先にいくつもの種、宝石を実らせる。

　全長およそ五メートル。世界樹と呼ばれるほど大きなものではないが、それでも大樹と呼ぶには十分な大きさに成長したその樹の周囲に、いくつもの魔物達が姿を見せる。

「くもー！」

「ワオーン！」

「にゃあん」

　それはジャック・フロスト、スノーウルフ、ホワイトサーベルと言ったこの大陸に住まう魔物達。

　彼らは世界樹の傍に集まり、寄り添い、まるで自分達の家に母親が帰ってきたかのように大樹を囲み、各々喜びの声を上げる。

　大樹はそんな魔物達の声に応えるように枝先を揺らし、実ったばかりの種や宝石を地面へと落とす。

　種や宝石はそのまま地面へと還かえり、やがて、そこから新たな命が生まれる。

　魔物達は自分達の母──世界樹の復活を歓喜し、それは大陸中の魔物達に伝でん播ぱしたかのように、大陸のいたるところで様々な魔物達が歓喜の声を上げた。




　同時刻・第三大陸ビナーにて。

　森の奥深く、拓ひらけた場所に植えられたその世界樹も小さな芽を開かせたかと思うと、周囲の地面から養分を吸い取るように急激に成長した。

　無論、その地面にはキョウが丹たん精せい込こめて混ぜ合わせた肥ひ料りようや、彼の真ま心ごころが込められており、そうした想いすら汲くみ取とるように世界樹は成長してゆく。

　大樹と呼ばれる大きさに成長すると同時に森の奥から様々な魔物達が顔を見せ、世界樹の周りに集まる。

　サラマンダー、ミノタウロス、ペリュトン、デーモンウィッシュ。他にもアップルエントなど数々の魔物が世界樹に寄り添い、それを見守るように現れる。




　そして、第四大陸ケセドでは。

「まあ！」

「わあああああぁ！」

　それを間近で見ていたフィティス、ミナの二人は思わず歓かん声せいを上げる。

　目の前でみるみる内に成長した世界樹。その周囲にはキョウが栽培した魔物達が嬉しそうに寄り添っている。

「これが……世界樹なんですね」

「ええ、ええ！　私もこうして見るのは初めてですわ！　すごい、すごいですわ！　キョウ様！　キョウ様が栽培された世界樹はこんなにも見事に成長いたしましたわよ！」

　ここにはいないキョウへ報告するように、フィティスは高らかに、そして歓喜を伝えるように叫ぶ。




　残る第五大陸ゲブラー、第八大陸ホドでも同様に世界樹はみるみる成長し、魔物達もそれを祝福するように姿を見せる。

　なかでも第八大陸ホドに残ったアジ・ダハーカは、森の奥に生まれたその大樹にそっと手を添えると涙を浮かべる。

「……ああ、キョウさん。成長しましたよ。全部、あなたのおかげです。ありがとうございます……」

　そう言って一粒の涙を零こぼすダハーカ。

　失ったはずの自らが守るべき大樹を得た彼は喜びに包まれ、それは森の奥にいた魔物達も同様であった。

　今、ここに全ての命を司つかさどる生命の樹が五本、新たに生まれたのである。

　そして、それは第九大陸イェソドにて、決戦を行っていたある人物の体に変化をもたらす。
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　静かにその人物は立ち上がった。

　今までとは圧倒的に異なる雰囲気、オーラを纏い。

「……スィ」

　オレは静かに彼女の名を呼ぶ。

　彼女は閉じていた瞳を開き、優しい微笑みを浮かべオレを見る。

　瞬間、彼女の背中から生えたのは黒い翼。魔王の象徴とも思える黒き翼は、まるで夜の闇やみを支配するかのように静せい謐ひつな美しさを秘めていた。

　同時にスィの側頭部より二本の角つのが生える。

　雄お々おしく、けれども決して恐怖を感じさせるものではない。ある種の美しさすら感じさせる変化をスィは完了させる。

　それはまさに魔物の王と呼ぶに相応ふさわしき威い厳げんと威圧。二つを兼かね備そなえた美しき魔王の姿。

　そして、そんな彼女の姿を倒れたまま見ていたアンスールが呟く。

「……クラウディア」

　恐らく、今のスィの姿こそがかつての魔王と瓜ふり二ふたつだったのであろう。

　スィの姿に見み惚ほれるようにアンスールの目は釘くぎ付づけとなり、その瞳からは涙がこぼれていた。

「──なるほど」

　そんな魔王としての力を取り戻したスィを前にアラジンは笑い、白い翼を羽ばたかせ、スィと対峙する。

「その姿、魔王としての力を取り戻したみたいですね」

「…………」

　アラジンのセリフを前にスィは答えない。

　ただ静かに目の前の敵を見つめるのみ。

「ですが、たとえ力を取り戻したとしてもまだ完全ではないはず。ここで僕が君を倒せば結果は同じ」

「アラジン」

　一言、スィは告げる。

「決着をつけましょう」

「…………」

　それだけで十分であった。

　両者共に静かに一撃必殺の構えを取る。

　もうここまで来て、無駄な駆け引きや、意味のない攻防は一切必要なかった。

　ただ一撃。互いの全力を込めた打ち合い。それのみで勝負を決める。

　黒い翼をはためかせるスィ。それと対するように、白い翼を広げるアラジン。

　まさに魔王と勇者。光と闇。決着をつけるべき因縁の相手。

　通常であれば、勇者は魔王に打ち勝つもの。

　だが、そうなれば、オレ達はアラジンに倒され、この世界の世界樹は全て切り倒され、世界は滅びる。

　そうさせるわけにはいかない。

　故に──

　静かにアラジンの体が先に動く、それに遅れるようにスィが反応する。

　瞬間、世界は白と黒の閃光に包まれる。

　眩い光の中、交錯する二人の影。

　そして、光が収まると同時にそこに映った光景は──

「……がッ」

「…………」

　突き出した拳。アラジンの放ったそれは空くうを切り、代わりにスィの拳がアラジンの胸に入っていた。

　ゆっくりと前のめりに倒れるアラジン。彼が地面に倒れると同時に背中に生えた羽が虚空に散るように霧散していく。

　また彼の体を覆っていた白い毛皮もみるみる内に消失し、ここに二人の決着はついた。

「……ふっ、ふふっ……」

　倒れたままアラジンは笑う。

「これが……結末か。魔王に倒される勇者……いや、勇者なんて存在はそもそも人々が誰かにそうなってくれと願った役割に過ぎない……。そんなものいつかは敗やぶれて当然……この結末も僕にとっては相応しいか……」

「アラジン……」

　自虐的に笑うアラジン。いや、事実あいつは自分自身の敗北を嘲ちよう笑しようしている。

　一体なぜあいつはこんなことをしたんだ。何のために戦っていたんだ。

　戦いが終わり、オレの中に生まれた疑問。それに答えたのは意外な人物であった。

「……アラジン。今の私になら分かります。あなたがどういう存在なのか、そして何を願っていたのか」

　倒れたままのアラジンにスィは語りかける。信じられない事実と共に。

「あなたは──ＳＳランク魔物との間に生まれたハーフですね」

「…………」

　その衝撃的事実を前に、オレもリリィも、アンスールも、他の六大勇者の全員も驚愕に沈黙するしかなかった。
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　アラジンの生まれは、ある種の不幸な偶然と言える。

　第一大陸ケテル王国の王太子はその日、他国への交渉のために船旅に出ていた。

　しかし、船が難なん破ぱし乗組員のほとんどが渦うずに飲まれ、王太子もそのまま海の藻も屑くずとなるはずであった。

　それを助けたのはすぐ近くの大陸、第六大陸ティファレトにいたＳＳランク魔物シムルグであった。

　彼女は他のＳＳランク魔物よりも早い段階で目覚め、世界樹を守護している特別な魔物であった。

　その彼女が沈しずみゆく船の中から、その人物を救ったのは偶然もあったが、彼女自身、助けられる命を助けたかったからだった。

　目覚めた王太子は自分を介かい抱ほうしてくれた美しい白髪の美女に心を奪うばわれる。

　シムルグも男性を介抱するうちに、その人物の誠実で実直な部分に心を惹ひかれることとなった。

　そうして、二人が関係を持ったことは自然な流れであった。

　やがて、第一大陸からの捜索部隊が到着し、王太子は無事に保護されることとなった。

　だが、不幸な偶然はここから始まった。

　王太子と関係を持った女性シムルグのお腹なかの中には彼との子供が授かっていた。

　それを知った王太子は喜んだ。

　なぜなら、国の王となるためには妃を娶めとり、世継ぎを産ませることが第一の条件であったためだ。

　しかし、この時、王太子はすでに何人もの妃を迎えていたが、誰とも子を生なしえずにいた。

　自らの子種に原因があるのではないかと悩んでいた王太子にとって、シムルグとの出会いと子供が授かったことは何よりの吉きつ兆ちよう。

　故に王太子はシムルグを妃に迎え、城に招まねき入いれようとした。

　だが、シムルグにもこの地を離れられない理由があった。

　それは彼女が世界樹を守るＳＳランク魔物であること。

　その理由を告げるわけにはいかず、シムルグは「三年後、もしもあなたの心が変わらなかった際、ここを訪おとずれてください」と男の愛を確かめようとした。

　王太子はこの申し出を受け、捜索隊の兵士達と国に帰った。

　そのしばらく後、シムルグはひとりの子供を産み落とす。

　その子の名はアラジン。

　この世で初めて、人と魔物との間に生まれた子供であり、第一大陸ケテル王国の王とＳＳランク魔物の血を受うけ継つぐ人間であった。

　アラジンの幼少時代は幸せであったと言える。

　優しい母。自分を取り巻く魔物達。

　人と接することはなかったが、その代わり様々な魔物が彼の親友となってくれた。

　そして、時折母から聞かされる父のこと。

　実直で優しく、器うつわの大きい人間であったこと。

　いつかアラジンもその父に会い、父のような人間になろうと胸の奥で思い描いていた。

　そうして、その願いが現実となる日が訪れた。

　三年後、ケテル王国の王位を受け継ぎ、国王となった男が約束通りシムルグを迎えに来たのである。

　彼は約束を忘れていなかった。それを果たしてくれた王へシムルグは最後の問答を行う。

「王よ。私がどのような女でも受け入れてくれますか？」

　王は答えた。

「当然だ、愛いとしき君よ。私はあなたの全てを受け入れよう」

　王の言葉に、シムルグは歓喜の涙を流し、自らの正体を明かす。

　シムルグの体より生えた白い翼。

　腕や体は体毛に包まれ、その姿は人の数倍、数十倍へと膨ふくらみ、気づくとそこには美しい巨大な神鳥が立っていた。

　アラジンはその姿の母親がとても好きだった。

　優しく温かく大きな姿。いつも自分を包み、守ってくれた母の翼。

　尊敬と慈じ愛あいの念を持って見上げる母の姿。

　だが、それを見た王と周囲の兵士達の表情は全く違うものであった。

　ある者は驚愕し、ある者は腰を抜かし、ある者は恐怖に震えた。

　そして、王の反応はもっと異なる激情に支配されたもの、すなわち──怒りであった。

　不幸な偶然はもう一つ残っていた。

　第一大陸ケテル王国。そこは古くから、魔物の根こん絶ぜつを理想として掲げてきた反魔物体制の王国であった。

　故にその国の王として生まれたその男は数々の魔物を狩り、大陸から魔物の脅威を減らそうとしていた。

　無論、魔王と魔物を生み出す邪悪の樹がある以上、全ての魔物を根絶することは不可能。

　それでも男は、国の古くからの願いである魔物根絶を掲げ、今日まで生きてきた。

　そんな自分がよりにもよって交わった相手が魔物。

　それは彼の中で、到底許されるものではなかった。

「私を……私を騙だましていたのかあああああああああああッ!!」

　王は激高した。怒りに全てを支配された。

　その怒りのまま、王は正体を現したシムルグを──討った。

　シムルグは抵抗をしなかった。

　ただ、悲しい瞳のまま、自分が愛した男を見つめ、その男が背せ負おってきた悲しい宿命に涙した。

　気づくと、そこには血まみれの魔物の姿が倒れているのみ。

　隣には呆然と、その母親の血にまみれたアラジンの姿があった。

「この子供はどういたしますか？」

　アラジンを取り囲むように槍やりを突き出した兵士達。

　しかし、王はその槍を下げるよう命令する。

「……いかに魔物との間に生まれたとはいえ、それは私の子だ。それを持ち帰らぬ限り、王としての私の権けん威いを示せぬ……」

　王は血ち反へ吐どを吐くように呟く。

　この時、王は複数の妃を抱えていたが、やはりその女達との間に子供は生まれていなかった。

　彼が王位を継いだのも、自らの子を宿す女が別大陸にいると主張したため。

　ここでその証あかしを持ち帰らなければ、民や臣下達の信用を失う。

　王は苦く渋じゆうの決断を下しながら、血まみれの剣をアラジンに向け、問う。

「お前は人か？　魔物か？　どちらだ」

　剣先から滴したたる血と、物言わぬ軀むくろと化した母を見比べながらアラジンは答えた。

「……人です」

　そうしてアラジンは父、ケテル王に拾われ、第一大陸ケテル王国の城にて育つこととなる。

　だが、その後の彼の生はそれまでと打って変わったような地獄。侮ぶ蔑べつと屈くつ辱じよくの日々であった。

　城内におけるアラジンの噂うわさは後を絶たなかった。

　曰いわく『魔物の子』『穢れた後こう継けい者しや』『化物の分身』『怪物の血を引く王子』。

　多くが推すい測そくと憶おく測そくによって振り回されたものだが、それが事実であることは王と一部の兵士達が知っていた。

　だからこそ、アラジンを取り囲む環境は歪いびつの一手を極めた。

「貴様を見ていると私を謀はかったあの魔物のことを思い出すわッ！」

　浴びせられる罵ば声せい。加えて行われる暴行だけが、父から与えられたものであった。

「おい、見ろよ。あれが例の王子だぜ」

「なんでも、よその大陸の娼しよう婦ふとの子らしいぜ」

「いやいや、それよりも、もっとひどいケダモノとの間の子とか」

「まあ、穢らわしい。あんなものが王位継承者とは……」

「我らケテル王国の生涯の恥だな」

　王の子として、それに相応しい教育を受ける陰で、常にアラジンを責せめ立てるのは、そんな城内の声。

　彼を賞しよう賛さんする者は一人もいない。喜びを分かち合うものもいない。愛する者も一人もいない。

　アラジンはたった一人、王国の中で孤独に育っていった。

　そんな彼に初めて出来た友達は人ではなかった。

　ある日、城近くの森で怪け我がをしていた一匹の魔物──グリフォンの子供に出会った。

　それは第一大陸では珍めずらしくない鷲わしの上半身に獅子の下半身を持った魔物であった。

　グリフォンは背中の羽を矢にやられ重傷だった。

　かつて幼い頃、母と暮らしていた時、多くの魔物と過ごしたアラジンにとって怪我をした魔物を救うことは至し極ごく当然のことであった。

　グリフォンは自分を介抱してくれたアラジンに懐き、いつしか二人は城の外で時折会う関係となった。

　虐待とも言える辛つらい環境の中で、アラジンの心に差しかかった一筋の喜び。

　だが、それが崩れ去るのは遠くなかった。

　いつものように森へ行くと、そこにはアラジンに懐いていたグリフォンの死体があった。

　その死に様は凄せい惨さんなものであり、明らかに人の手によるもの。

「何をしているのだ。アラジン」

　呆然とするアラジンの背中にかかったのは父の声。

　振り向くと、そこには血まみれの剣を握る父の姿。

　そのあとの記憶はアラジンにとっていつもの、いや、それ以上の暴力の記憶。

「貴様はッ！　まだ！　魔物と馴なれ合あうのかッ！　私を裏切った！　あの女のようにッ！　貴様もッ！　貴様も穢れた魔物かッ!!」

　浴びせられる怒号。振り下ろされる拳。

　すでに血まみれのアラジンに父の呪じゆ詛そは続く。

「いいか、貴様が私の子供だというのなら、貴様は全ての魔物を滅ぼせ！　魔物のいない国を作れ！　魔物を生み出す邪悪の樹を斬れ！　それを統すべる魔王を殺せ！　そうだ、貴様は勇者になるんだアラジン！　勇者となる以外に貴様の生まれを償つぐなう方法なぞないと知れッ!!」

　首を絞められながら植え付けられる呪のろい。

　血まみれの自分、その返り血にまみれた父を前にアラジンが言える言葉は一つだけであった。

「……はい……お父様……」

　そうして、アラジンは勇者となる。

　ＳＳランク魔物の血を引き、持って生まれた天性の能力により、瞬またたく間にその力を開花させていく。

　弱じやつ冠かん十五にして、大陸に甚じん大だいな被害をもたらしていた黒竜討伐を成なし遂とげ、その成果を以ってアラジンは勇者として讃たたえられた。

　だが、そんな息子の活躍を前にしても父の気持ちは変わらなかった。

　病により死の淵ふちに倒れても、父のアラジンに対するセリフは常に同じであった。

「……アラジン、全ての魔物を滅ぼせ……。それ以外に貴様の生まれた意味はない……」

「──はい、父様」

　その言葉のろいを最後にアラジンの父、ケテル王は没する。

　そうして、アラジンは王位を継ぐが、それはますますアラジンという人間を追い詰めた。

「アラジン王！　早く我らの国に平和を与えてください！」

「勇者アラジン！　あなたは魔物を滅ぼすために前国王が生み出した後継者でしょう！」

「そうだ！　我らに魔物の脅威のない真の平和を！」

「そのためにも邪悪の樹の討伐を！」

「魔王！　それに仕つかえる魔女や魔物を！　我らの敵を倒してください！」

「そして、我ら人間が安心して暮らせる世界を作り出してください！」

　民衆より迫られる魔物の討伐。それによって作られる平和な世界。

　アラジンは常に、その声に苛さいなまれ続けた。

　それはまるで魔物の血を引く自分を否定するように。

　王ちちが残した呪いは、国民全てへと受け継がれていた。

　アラジンに選択権はない。

　父の残した呪いの通り、アラジンは勇者として生きなければならない。

　故に次にアラジンが起こした行動は『邪悪の樹』の伐ばつ採さい。

　アラジンは一人、第一大陸ケテルの奥深くに存在する世界樹を目指した。

　そこで見た光景は彼に衝撃を与えるものであった。

　美しい湖みずうみが広がる幻想的な花畑。まるで世界から切り離されたような楽園を前にアラジンは一瞬心を奪われる。

　だが、その中心に立つ二人の男女を目にした瞬間、アラジンは意識をその二人に奪われた。

　一人は黒い翼を生やし、頭に二つの角を生やした女性。あれこそが魔王であるとアラジンは瞬時に気づいた。

　そしてもうひとり、そんな女性と寄り添うように抱き合っている男性。

　白い髪の、魔術師のような格かつ好こうをした人物。

　アラジンは二人が誓ちかいの口づけをする瞬間を見て、自らの胸に走る痛みに気づく。

（──なんだこれは）

　それは言いようのない不安。焦しよう燥そう。苛いら立だち。

　魔物と人。

　本来、交わるはずのない二つの種族が手を取り合い、愛し合う姿にアラジンは戸惑う。

　それは自分が歩めなかった世界を見せられているようで、彼の中に黒い感情が溜たまる。

　だが、それだけでは終わらなかった。

　アラジンは決して聞いてはいけない二人の秘密を聞いてしまった。

「ねぇ、聞いて。アンスール。私、あなたとの間に子供が出来たの」

（──子供）

　その単語を聞いた瞬間、アラジンの脳のう裏りによぎったのは優しかった母の姿と、それを殺した恐ろしき父の姿。

「あなたと……ううん、人と魔物とが共に生きられる世界を、この子と一緒に作っていきましょう」

　魔王が呟いたその一言に、アラジンは自身の感情が崩れていくのを感じた。

　人と魔物が、共に生きる？　作っていく？

　無理だ。そんなものは無理だ。

　脳裏をよぎるのは、魔物を憎む父。それに賛同する国民。世界から魔物を排除しろと叫ぶ人々の姿。

　ありえない。そんな世界は訪れない。

　世界は、人々はそれを拒きよ絶ぜつする。

　僕がそうであった。

　自身が歩んだ過去を振り返り、その辛さ、虚むなしさ、おぞましさに唇くちびるを嚙かみ、知らず血を流す。

　もしも、僕のような人と魔物との間の子が生まれれば、その子はきっと味わう。僕と同じ辛さ。

　確信はあった。

　なぜなら、この世界の人々はそれを拒絶する。

　僕を否定し、拒絶したように、その子もきっと僕と同じ不幸を、いや、それ以上の凄惨な生き方を強要される。

　今、魔王とそのつがいである男が話しているように、人と魔物との共存をするのなら、否いや応おうなく、その子は晒さらされる。

　魔物を憎む人々の悪意に。その渦に取り込まれ、僕のように傷つく。ならば──

　アラジンは剣を握り締め、目の前の魔王を見据える。

　同時に、そのお腹の中に宿った子供を。




　──僕が、やるしかない。




　アラジンは決意する。

　それは自分の使命。自分と同じ業を背負った子を産ませるわけにはいかない。

　その後のアラジンの行動は迅じん速そくであった。

　魔王のつがいとなった魔女の一族を探し出し、それを滅ぼし、各大陸にある世界樹の伐採をと大陸の勇者、あるいは王族達に協力を要請した。

　目的は一つ、魔王の討伐。

　それを口に出された以上、拒こばむ国はなかった。

　アラジンには母から受け継いだ力の他に、与えられた知識があった。

　それは魔王とＳＳランク魔物、そして世界樹の関係について。

　魔王の力は各大陸にある世界樹と連動している。それが切り倒されれば、魔王の力と命は奪われていく。だから、それを守るのがＳＳランク魔物の使命。

　だが、アラジンはそれを利用し、魔王の力を弱め、彼女を討った。

　理由はただ一つ。

　自分と同じ存在、魔王の子をこの悲惨な世界に産み落とさせないため。

　それに気づいたのは、彼と対峙した魔王のみであった。

「……そう、あなたは……あの子の、シムルグの……」

　最期の瞬間、魔王はアラジンの正体に気づき、その刃やいばに倒れる。

　だが、最期の力を振り絞り、自らの子をアラジンの手の届かない場所へと転移させる。

　自身の目的は果たせなかったアラジンであったが、彼はようやく魔王を倒し、邪悪の樹を伐採し、人々が望む平和を手に入れた。

　これできっと、彼らも満足する。

　そう思っていた。だが、

「アラジン王！　万歳ー！」

「我らが勇者様に栄光あれー！」

「どうか、このまま世界に完全なる平和をー！」

「残る全ての邪悪の樹を斬きり、我ら人間だけが平和に暮らせる世界をお作りくださいー！」

「恒久平和の理想を完成させてくださいー！」

　人々は満足しなかった。

　一つの目標の達成は彼らに更なる平和。完全なる統治を求めさせた。

　魔物のいない理想の世界。

　そんなものなど、この世界ではありえないにもかかわらず、それでも民衆は魔物がいなくても暮らしていける世界を望んだ。

　ああ、そうか。

　この世界の人達はどうやっても魔物と共存することは出来ないのか。

　アラジンはその時、全ての人間を見限った。

　いいだろう。ならば、僕はお前達の望みを叶かなえてやろう。

　この世界から全ての魔物を滅ぼす。全ての邪悪の樹を伐採する。その上で、魔物がいなくても平和に暮らせる世界を与えてやろう。

　それはまさに全ての人々が望む理想の勇者のように。アラジンはそれを体現し続ける。

　だがその結果、全ての世界樹を滅ぼした後に起こる結末──この世界の滅びという結末を、彼は知っていてなお、それを実行しようとした。

　理由はもはや言うまでもない。

〝それは人々の願い〟だから。

　アラジンは彼らの理想を叶え、その結果として結末を見せてやりたかった。

　魔物と共存することをせず、自分達だけが安あん穏のんに暮らす世界を望む人間達。

　そんな彼らにアラジンがする復讐こそが、〝勇者としての使命を果たし続ける事〟。それによる意い趣しゆ返がえし。

　これは人々の理想、勇者の道を押し付けられ、それを歩み、誰にも受け入れてもらえなかったひとりの男の話である。





　　　　◇　◇　◇






「…………」

　全てを聞き、オレはただ悲しい瞳でアラジンを見つめる。

　なぜ、こいつがあれほど勇者としての使命にこだわっていたのか。なぜ、世界樹を切り倒そうとしていたのか。

　その根源は全て──憎しみであった。

　人と魔物の共存を受け入れない人間に対する。

　自分を受け入れてくれなかった人々。父や、民、国、全てに対する憎ぞう悪お、復讐。

　機械的なまでに勇者の使命を果たし続けた男の奥底に眠っていたものは、彼をそうした装置に追い込んだ人々の悪意、闇に他ならなかった。

　結局、こいつも同じであったのだ。

　アンスール。ザッハークさん。アリババ。そんなオレが今まで出会ってきた人達と同じ闇を抱え、復讐を果たそうとしていた哀あわれな人間。

　一体、この憎しみの連鎖はどこから始まったのだ。

　人と魔物。この世界において、その二つは切り離せない存在のはず。

　なのに、人は魔物を憎み、魔物も時として人を襲う。

　故に人の中で魔物に対する恐怖や憎しみが消えず、こうして連鎖が繰り返される。

　もう、うんざりだ。こんなもの。こんな連鎖も、憎しみも、復讐も、何もかも。

「……君は……どうして、僕のようにならなかったの……」

　ぼんやりと空を見つめながらアラジンは呟いた。

「君も僕と同じ人と魔物のハーフ……。なのに、どうしてそんなに真まっ直すぐでいられたんだ……。憎しみを抱えることなく、どうしてそんな優しいまま……」

「……私には優しい人達がいた」

　アラジンからの問いにスィは静かに答える。

「普通だったらありえない魔物を栽培して、それを育てる変わったお父さん。その人はどんな魔物でも受け入れて、家族のように接した」

「…………」

　スィは語り出す。自分が生まれてからのこと、いや、生まれる前、卵の状態からオレに保護された記憶を。

「そんなお父さんと一緒にいたのは同じように優しいお母さん。その人も人や魔物とか、そんなくくりで差別をしなかった。そして、そんな二人の周りには色んな人が集まった。お父さんの持つ不思議な力に惹かれた人達。ただ単純にお父さんに惹かれた人達。でも、その人達に共通することは、お父さんが栽培する魔物を見て、それが悪い魔物ではないと感じること。そして、魔物は悪いだけじゃないと分かってくれたこと」

　そうだ。今までオレは多くの旅をし、その中で多くの魔物栽培をしてきた。

　中には失敗もあり、うまくいかなかったことや、分かり合えないこと、拒絶されたこともあった。

　でも、それでもオレはずっと自分にしか出来ないこと。

　この魔物栽培を続け、多くの仲間、自分達を理解してくれる人達と出会えた。だから──

「だから、私は真っ直ぐに成長できた。人と魔物、それらが本当に分かり合い、共存できる世界。それを栽培してきた人と一緒にいたから」

　そう言ってスィはオレ達を見る。

　そんな真っ直ぐな彼女の笑顔にオレもまた笑顔を向けた。

「そうか……。人と魔物とが共存出来る世界……。ああ、そんな世界が作れるなら、それは本当に……理想だろうね……」

「理想なんかじゃないさ、アラジン。お前だって、本当はそんな世界を誰よりも望んでいたんだろう？」

　オレの声に反応し、こちらを見るアラジン。

「初めてオレと出会った時、お前はオレの栽培した魔物を見て嬉しそうに微笑んでいただろう」

「…………」

「あの時のお前の表情、それに話し方は本当に嬉しそうで、それに驚いていた」

　そうだ。あの時のオレはアラジンから悪意などを一切感じなかった。

　そこにあったのは純然たる驚き、それと嬉しさ。

「お前は自分が作りたかった世界をオレが作っていたから、それに共感したんだろう？　でなきゃ、あんな街の人達から避けられている状況で気軽に話しかけるなんてしねぇだろう」

「それは……」

「アラジン。お前は母親と過ごした魔物達と共にいた頃の記憶を今でも大事に想っている。でも、それが無理だと諦めてしまった。確かにお前一人じゃ無理だったんだろう。けどな──その夢を実現しようとしているのはもうお前一人だけじゃない！」

　オレは両手を広げ、この場にいるオレの仲間達を指す。

「人と魔物とが共存出来る世界。それをオレが、オレ達がこれから作り出す！　だからお前も、もうお前を追い詰めていた連中や父親への復讐のため、世界を滅ぼして意趣返しするなんてバカはやめろッ！」

「…………」

　オレの叫びに対し、アラジンは答えない。

　ただ静かに瞳を閉じ、涙を流すだけ。

　そこには彼の無言の敗北。自身が果たそうとしていた目的を手放した姿が見えた。

　そうだ、これで終わった。ようやく全てが終わったんだ。

　そう、安堵した瞬間であった。

「──いいや、まだ終わりではない」

　ゆらりとオレの背後で誰かが立ち上がる。

　振り向くと、そこに立っていたのは──〝刻印の魔女〟アンスールであった。

「アンスール……」

　ポツリと彼の名を呟き、彼はそのままアラジンへと近づく。

「確かにお前が受けてきた苦しみや境きよう遇ぐうは計はかり知しれないかもしれない……。だが、それでもお前が奪ったものの罪は許されはしない……」

「…………」

　アンスールの独白にアラジンは答えない。

　彼自身、それをわきまえているのだろう。だからこそ、アンスールも続ける。

「無論、それは私も同じことだ。お前を裁いた後は私自身も死を以って罪を償おう。だが、その前に──」

　右手に輝く紅い刻印をかざし、アンスールは告げる。

「お前を殺す、アラジン。クラウディアの仇かたきだッ！」

　そのまま刻印に込めた力を解き放とうとした瞬間であった。

「──やめて」

　ひとりの少女がその前に立つ。

「どうか、やめて──お父さん」

「──────」

　瞬間、アンスールの動きが止まった。

　その顔は驚きのまま、そして、そんな彼の右手を包むようにスィが両手で握り締める。

「どうか、もう……憎しみを繰り返さないで……お願い……お父さん……」

「……ス、ィ」

　再びスィは告げた。父と。アンスールの事を。

　それを前にアンスールは苦悩の表情を浮かべる。

「……今更、手放せというのか……憎しみを、復讐を……！　私は、ただそれだけのためにこれまで生きてきたのだ……！　今更、そんな都合よく手放していいはずが、ないッ！」

「手放していいはずがない？　随ずい分ぶんと奇妙な事を言うな。貴様は単に自分から復讐を取ったら何も残らなくなるのが怖いだけだろう」

　ふと声が聞こえた。振り向くと、そこにはボロボロの体で立ち上がったザッハークさんの姿があった。

「ザッハーク……」

「久しぶりだな、アンスール」

　アンスールを見るザッハークさんの瞳は意外なほど落ち着いていた。そんな彼女の視線にむしろ困惑した様子を見せたのはアンスールであった。

「……あなたこそ、私に対する憎しみはないのですか？　アジ・ダハーカを操り、あなたの国を襲った私を……」

「無論、私は貴様を許してはいない。憎いかどうかで言えば、当然憎い。だが、だからといって貴様を殺す気はない」

「なに……？」

「争いの火種は誰かが誰かを憎んで、それを〝実行に移した時〟に始まる。人同士、憎みあったり嫌悪したりするのは当然だ。それに折り合いをつけて生きていくのが人であろう。憎いからと問答無む用ようで殴なぐりかかるような奴は魔物以下だ。魔物にすら牙きばを向ける理由はある。自らの縄なわ張ばりに入った者への制裁、あるいは生きるための捕食。我々の世界はそうした理ことわりを受け入れて進むべき世界であろう。私は貴様が憎いが、だからといって貴様を直接剣で殺しはしない。然しかるべき裁き、あるいはお前自身の贖しよく罪ざいを以って、その罪に当たらせる。それが人というものだ」

「…………」

　ザッハークさんは告げる。

　それはまさに人の上に立つ王、女帝として揺るぎない道理、威厳を以って。

　彼女は憎しみを忘れたわけではない。だが、それでも、それを刃にしない。自らの感情に折り合いをつけて、正しき道を進んでいた。

　その姿にアンスールは自らの敗北を受け入れるように唇を嚙む。

「──お父さん」

　そして、そんなアンスールの手を握ったまま、スィは再び告げる。

「お父さんが憎しみを手放そうとしないのは、それがお母さんとの間に残った最後の繋がり……だから、だよね？」

「…………」

　アンスールは答えない。だが、その悲痛な表情が答えを告げていた。

「けど、もうそんな悲しいものを抱えないで。仮にお母さんが生きていても、そんな繋がりを求めはしない。だって私には分かる。お母さんが本当にお父さんに残そうとしたのはそんな刻印ふくしゆうなんかじゃない。お母さんが求めていたのは、出会った頃の優しいお父さんなんだから──」

「────」

　瞬間、アンスールの瞳に映ったものはなんであっただろうか。

　目の前で微笑むスィ。その顔に、かつての彼の愛しき人──クラウディアさんの面おも影かげを見たに違いない。

　気づくとアンスールの肩は震え、瞳からは涙が溢あふれていた。




『ねえ、アンスール。いつか人と魔物とが分け隔てなく暮らせる世界が来るといいね』

『ああ、私もそんな世界をいつか作ってみたいよ。君と一緒に』

『ふふっ、ありがとう。アンスール』




『──アンスール。私達の娘を……お願い……ね……』




「……っ……クラウ、ディア……私は……」

　アンスールは静かに膝を折り、泣き出す。

　そんな彼の頭をスィは優しく包む。

「もう、いいんだよ。お父さん。憎しみを──手放して」

　その一言と共にアンスールの手に宿った紅い刻印が、その手を繋いでいたスィの手の甲に移動する。

　アンスールの意思が刻印を手放した。

　それは彼が抱えていた闇。憎しみを放したということ。

「スィ……」

　オレは静かに刻印を手にしたスィに近づく。

「大丈夫。キョウさん」

　そう言って微笑むスィの笑顔はいつものまま。
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「これは元々、魔王わたしの力。刻印もようやく収まるべき場所に収まって、力を鎮めた。もうこの刻印に縛られる人も魔物も、誰もいなくなったよ」

「──ああ、そうだな」

　スィの答えにオレもまた微笑む。

　今、ここにようやく全ての決着がついた。

　それはオレ達の旅、その中で生まれた様々な因縁の長い長い決着であった。
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　さんさんと降ふり注そそぐ太陽。

　頰ほおを撫なでる心地よい風。

　そしてなにより土で汚れた服と手。

「いやー、今日もいい汗かいたわー」

　畑いじり楽しいー。

　やっぱり、こうして体を動かして収穫物を手にするのはいいわー。

「ギャギャギャギャ！」

「ピキー！」

「コケコッコーッ！」

　まあ、とはいえオレが育ててるのは全部魔物ですが。

　今日もキラープラントにコカトリス、カイコロモチにデビルキャロットと豊作。それから他にも、

「おー、早さつ速そく実ったのかー」

　オレは目の前の樹きの魔物、エントの枝先に実ったあるものを手にする。

　それはリンゴくらいの大きさの茶色の実であるが、ただの果実ではない。

「おお！　甘ぇ！　マジでチョコレートそのものじゃねぇか！」

「ほっほっほっ、これもキョウ様のおかげですよ。私もこのような新しい食物を実らせることが出来るとは思いませんでした」

　そう言って目の前のエントは笑う。

　そう、これはオレの新しい栽さい培ばいによって生まれた新種のエントであり、その枝先から実らせるのは果実ではなくチョコレート。まさにお菓子を実らせるメルヘンな魔物だ。

　チョコレートの原料であるカカオはカカオエントと呼ばれる魔物が実らせるのだが、そのカカオエントを品種改良したものがこの魔物だ。

　これを栽培出来たのは、カサリナさんに頼たのまれて栽培したワインクジラのおかげでもある。

　他にも木の実を実らせる魔物に別の食材を実らせるようにし、コカトリスのように食物そのものを生み出す魔物を改良し、新たな魔物を栽培するのに夢中になっている。

　なおこの件に関しては、街の人達からも賞賛の嵐あらしで、最近では他大陸からの使者がオレの栽培している魔物を交こう易えきしてくれと頼んできている。

　そうそう、交易と言えば。

　あれからアラジンの国では大きな変化が起こった。

　というのも、国王であるアラジンが国に帰還すると同時に、世界中の邪悪の樹クリフオトを伐ばつ採さいする事を断念し、これからは魔物と折り合いをつけて生きていこうと宣言したからだ。

　更さらには大陸からいなくなった魔物を再び戻すために、この大陸に新しい邪悪の──いや、生命の樹セフイロトをオレの手によって栽培してくれと頼んだ。

　無む論ろんそれには国中の多くの人達が反発した。オレ達もアラジンと共に彼の国に来ていたのだが、その時の民衆達の心無い罵ば声せいにはオレも眉まゆをひそめた。

「アラジン様！　我々に魔物のいない恒久的平和の世界をくれると約束したのは噓うそだったのですか!?」

「今更魔物を増やすだと!?　ふざけるな！　ようやく魔物がいなくなって平和になったというのに、お前それでも勇者かー！」

「やはり穢けがれた王子が！　貴様など、王の器うつわでもまして勇者の器でもないわー！」

　中には今すぐ王の座から引きずり下ろせと叫ぶ連中もいた。

　だが、それを黙だまらせたのはアラジンと共にその場に立ち会った他の六大勇者達であった。

「噂うわさには聞いていたが、ケテル王国の魔物排はい他たには呆あきれるな。まあ、何百年もそれを掲かかげていれば民衆の一人一人まで歪ゆがんで当然か。だが、先に言っておくぞ。ケテル王国の兵士、貴族、商人に至いたる全民衆よ。お前達が魔物との共存を良しとせぬのなら、我がネツァク帝国も今後お前達との交流を断つ」

「なッ!?」

「当然であろう。魔物を認めぬというのなら、その〝魔物から採とれた輸入物〟などお前達は望まないのだろう？　精せい々ぜい、魔物がいない世界とやらで生き抜いてみせろ」

〝帝王勇者〟ロスタムさんのその一言に、それまで騒いでいた民衆達も顔色を変えて、静まり返る。

　当然だ。今や彼らの国は魔物を生み出す生命の樹がないため、魔物達はゆるやかな減少を遂とげている。

　そこを〝魔ま学がく勇者〟アリババが生み出した『魔学』でなんとかまかなおうとしていたのだが、

「そういうことならば、私も君達に提供した魔学技術を全すべて没収し、この国からは手を引くとしよう」

「な、なんですって!?」

　アリババの告つげたその一言には貴族、重臣達も思わず顔色を変えた。

「何を不思議がる？　『魔学』も魔物を利用した技術ならば、当然であろう？　お前達はあらゆる魔物からの解放を望むのだろう？　ならば、魔学とてその例外ではなかろう」

「くッ！」

　慌あわてる民衆、貴族達を尻目に残る勇者達も告げる。

「僕ぼくも同じだね。僕の国はとりわけ魔物との共存を良しとする『調教師テイマー』の国。魔物根絶を掲げるこの国とは元々道理が合わない。僕達の国も君達が魔物根絶を掲げるなら、以後絶ぜつ縁えんさせてもらおう」

「私も同じだな。少なくとも自分達を救った英雄でもある勇者をそのように罵倒する国の民衆達に施ほどこすものなど何もない」

「儂わしもじゃな。いやー、残念じゃな。この〝賢人勇者〟の知識があれば、魔物がいなくても多少は長生きできたかもしれぬが、まあ精せい々ぜい魔物のいない世界で恒久的平和とやらを堪たん能のうするが良い」

「そ、そんな……!?」

「ほ、他の六大勇者や国に見捨てられればオレ達はどうやって生きていくんだ!?」

　ざわめく民衆達。それを鎮めたのは他ならぬアラジンであった。

「聞いて欲しい民達よ。君達が望む魔物のいない世界。恒久的な平和という理想は分かる。けれども、憎いからと怖いからと、自分以外の全てを排他して何が残る？　人とは、生き物とは、他の生物と同じ世界で生き、その中で互たがいに境界線を引いて生きていくものじゃないのか？　共存も、何も仲良くしろというわけじゃない。ただ同じ世界で共に生きていく。それだけでいいんだ。怖がってもいい。憎んでもいい。けれど、だからといって、それを実行に移して自分以外の生命を傷つけることに意味はない。皆、どうか思い出して欲しい。確かに魔物は危険なものも多い。けれど、それでも君達は、この国はここまで繁はん栄えいし、過ごしてきたじゃないか。また生命の樹が復活して、魔物が増えるのを恐れる気持ちは分かる。けれど、ここにいる魔物栽培士──キョウさんの栽培する魔物はそうはならない。僕は彼が栽培した魔物を直じかに見てきた。だからこそ、断言する。彼が栽培する魔物、彼が植うえる世界樹からは危険な魔物は生まれない。皆の生活を脅おびやかす魔物はもう生まれない。仮にそんな魔物が生まれたとしたら、その時は僕がそれを討伐する。僕はそのための──勇者なんだ」

　アラジンは告げる。自らの胸の内。そして、己おのれの役目。

　勇者とは、ただ人々の願望や望みのままに剣を振ふるう存在ではない。

　その根こん源げんにあるのは人を守るという行為。

　アラジンは真に自分がするべき役割を、自らそこに見み出いだし語る。

　そんな彼を前に、もはや先ほどのように罵倒し、非難する者達はいなかった。

　そして、振り返った彼の前にはロスタムさんを始めとする六大勇者が並び、アラジンは彼らに頭を下げる。

「……君達を傷つけておいて、こんなことを頼むのは虫がいいかもしれないが、どうかこの国を支ささえるため、そして変えるためにも君達の力を貸して欲しい」

　そんな彼の懇こん願がんに対し、真っ先に手を差さし伸のべたのはザッハークさんであった。

「顔を上げろ、英雄勇者。お前にそのような態度を取られると我々の方が調子が狂う」

「その通りだな。それに同じ勇者同士、協力を求めるというのなら、それに手を貸すのは当然であろう」

「だね。僕も勇者の一人として、そして魔物と共存する調教師の一人として、君の国を助け、変えるために援助は惜おしまないよ」

「まあ、世界一の勇者からの懇願ともなれば、今後の交易や我々の国の利益にも繋つながる。魔学の技術に関しても、共有は惜しまぬよ」

「はっはっはっ。まあ、皆、このように言っておるが、なんだかんだとお主を助けたいという気持ちは変わらぬ。そして、それは儂も同じじゃ。アラジンよ」

「……皆さん、ありがとうございます」

　五人の勇者達の返答を聞き、笑顔を浮かべるアラジン。

　今後、アラジンの国も少しずつ変わっていくだろう。

　彼と彼を支える五人の勇者達。今後、この世界は彼ら六大勇者により、真に正しい世界へと変化していくはず。

「キョウさんも、ありがとうございました」

「オレはまだ何もしてないさ。するのはこれからだよ」

「そうでしたね。では、どうかお願いします」

　そう言ってアラジンの手から受け取ったものは、彼が持つ最後の世界樹の宝石。

　オレはそれを彼の大陸に植え、そうして旅を終えた。

　無む論ろん、アラジンが切り倒した第九大陸イェソドの世界樹も新たに栽培をした。

　そして、その後のオレ達はというと──。





　　　　◇　◇　◇






「ぱんぱかぱーん！　おめでとうー！　おめでとうー！　おめでとうー！　キョウ君ー！　ぱちぱちぱちー！」

「いやー、こちらこそ、どうも」

　あれから全ての世界樹を無事に栽培したオレ達はこの世界の女神モーちゃんから直接のお礼として、以前連れてこられた世界樹のてっぺんに招待された。

「いやいや、本当にありがとう。これでこの世界が滅ほろびることはなくなった。それにキョウ君のおかげでこの世界の人達も無為に魔物を嫌うだけじゃなく、共に寄り添うことや共存することを覚えてくれた。たったひとり、君という栽培士のおかげで世界のあらゆることが変わっていったんだよ。本当にお疲れ様」

　そう微笑ほほえみモーちゃんはこれまでの能天気ぶりはどこへやら、この世界の女神らしい慈愛と抱ほう擁よう力りよくを感じさせる態度で告げる。

「オレは自分に出来ることをやっただけですよ。せっかく転移した世界が滅ぶのは嫌ですし、なによりもスィの命のためにもやるしかなかったですから」

「うん、君ならそう言ってくれると信じていたよ」

「それなんですけど、今更こんなことを聞くのもあれですが。やっぱりオレをこの世界に転移させたのってモーちゃんですか？」

　問いかけた瞬間、モーちゃんは何やら誤ご魔ま化かすように苦笑いを浮かべる。

「さあ、どうだろうねー。ただ、まあ、前にも言った通り、僕自身はこの世界に干渉は出来ない。だから代わりに異なる世界の住人を、この世界を変えてくれそうな可能性とスキルを宿しそうな人物をこの世界に転移させるってのは神が干渉出来るギリギリのラインかもね」

「そうですか」

　その答えだけで十分だった。

　やはり、この女神様もなんだかんだで自分が見守ってきた世界があのまま終わりを告げるのは悲しかったのだろう。

　オレとしては自分のためという理由も大きかったが、結果として女神様の期待に応こたえられて何よりだった。

「ともかく、君は女神である僕の頼みを聞いて、この世界を救ってくれた。そのお礼にどんな望みでも叶かなえてあげるよ」

「どんな望みでも、ですか？」

「うん。不老不死。元の世界に戻る。尽きぬ財産が欲しい。世界最強の勇者になりたい。神様になりたい。エトセトラエトセトラ。どんな望みでも僕の女神としての権けん能のうにより、それを叶えよう。あっ、勿もち論ろん、一つだけなんてケチくさい事は言わないよ。それこそ、どんな望みでも叶え放題してあげるから」

　マジか。さすがは女神様。太ふとっ腹ぱらというか、なんというか。

　とは言え、世界を救ったという功績を考えれば、そうした褒ほう美びがあってもいいし、正直オレも嬉しい。

　しかし、願いと言ってもなー。何を願うか。

　そんな風にオレが悩んでいると隣となりにいたスィがオレの腕を握る。

「……キョウ、さん……。元の世界に、帰っちゃうの、ですか……？」

「へっ？」

　涙目でそのような事を質問するスィにオレは思わず面食らう。

　しかし、それはスィだけではなく、この場にいた全員が同じような表情であった。

「キョウ様！　キョウ様が元の世界に戻るというのならせめて、私もご一緒に……！」

「ま、まあ、待てよ……。兄ちゃんには兄ちゃんの世界があるんだ……兄ちゃんが元の世界に戻るというのなら……それを、オレ達は……え、笑顔でみ、見送く、見送って……く、ううっ」

「ご主人様！　ご主人様がいない世界なら私、いっそご主人様に食べてもらって……！」

「キョウさん……帰るの……？」

「うえーん！　やだよー！　お兄ちゃんが帰るのやだー！」

「ぴぃー！　ぴぃー！」

「皆……」

　それぞれに涙を流すフィティス、ジャック、ドラちゃん、イースちゃん、ムー、バーン。そして、

「……キョウ」

　リリィもまた悲痛な表情でオレを見ていた。

「……まあ、アンタは別の世界から来た人間だものね。うん、アンタが帰るっていうなら、アタシ達はそれを笑顔で見送るわ。相棒だもの、アンタの望みを優先、させなく、ちゃね……」

「リリィ」

　そう必死に笑顔を作ろうとするリリィであったが、その顔にはたまらず涙が浮かんでいた。

「な、泣いてないわよ。こ、これは、違う……とにかく、違うの……」

「分かってる。なんにも言うな。分かってるから」

　そう言ってリリィの肩かたを抱き、オレは宣言する。

「心配しなくっても、元の世界には戻らないよ」

「え？」

　オレの一言に驚おどろいた顔を向けるリリィ達。

「つーか、オレも前々から悩んでいたからな、それ。けど、ここの暮らしにも慣れたし、別段不自由はない。向こうに戻ってもこれから就職とか色々大変だしなー。それに昔から、こういうラノベ読んでて主人公だけが元の世界に戻るやつってなんだか寂さびしくてやるせない部分が多かったんだよ。だから、オレだけはそんな想おもいはさせないって決めてたんだ」

　そう告げてオレはモーちゃんに伝える。

「というわけでモーちゃん。願いの中にオレが元の世界に戻るのは無しでいいぜ」

「へえー、それは僕としては構わないんだけど、キョウ君は本当にいいの？」

「うーん、そうだなー。確かにオヤジや家族に心配かけるのだけが、ちょっと心残りかなー。あっ、そうだ。それじゃあさ、モーちゃん。一年に何回かオレを向こうの世界に戻せるようにしてもらえる？　夏休みの帰省みたいな感じでオヤジに色々話したいから」

「あははー！　そんなことならお安やすい御ご用ようだよー。むしろ、キョウ君に直接世界を渡る能力をさずけるから、それで好きな時に地球に戻ったり、この世界に来たりすればいいんじゃない？」

　あっ、なるほど。その手があったか。

　確かになんでも望みが叶うならそれくらいのチート、もといご褒美があってもいいか。

「そんなわけで心配しなくっても、オレはこれからも皆と一緒に過ごすよ」

「キョウ！」

「キョウさん！」

「キョウ様！」

「兄ちゃん！」

「キョウさん……！」

「ご主人様！」

「お兄ちゃん！」

「ぴぃー！」

　オレの体に飛びつく皆。そんな幸せな抱擁と共にオレは女神様からの祝福を受けた。





　　　　◇　◇　◇






　とまあ、そんな感じで今に至ります。

　あれから一応、一いつ旦たん地球に戻ったオレはオヤジに事情を説明し、こっちで暮らすことを伝えた。

　その際、モーちゃんも同行してもらい、異世界だとか神様だとかスキルだとか色々説明した。

[image: ]

　最初はちんぷんかんぷんなオヤジだったが、オヤジにも直接この世界を見せて、その後の説明で色々と納なつ得とくしてくれた。

　オヤジとしてはオレの就職を心配していたが、こっちでは数多あまたの国や王様からスカウトが来ていると説明すると「ぜひお土産に金品よろしく」と現金なセリフと共にオレを見送ってくれた。

　まあ正直、魔物栽培で稼かせいだお金はたくさんあるので、こっちの珍めずらしい物でも購入して、今度帰省した時に届けようと思う。

「キョウー！」

「おう、リリィ」

　そんなことを考えていると街の方からリリィが近づいてくる。

「相変わらず栽培は順調みたいね」

「まあな、新作のチョコエント。お前も食べてみるか？」

　そう言ってオレは先ほど取ったチョコをリリィに差し出そうとするが、それをリリィは丁てい重ちように断る。

「ううん。それよりも今日はアンタに用事があって来たの」

「オレに用事？」

　はて、なんだろうかと悩んでいると何やら顔を赤くしてモジモジしだす。

「そ、そのさ、き、今日……よければ、あ、アタシとデ──！」

「キョウー、ごはん」

　くいっとオレの袖そでを引っ張る感触。

　見ると、そこには赤毛の幼女がいた。

「ああ、そうだったな。ごめん、リリィ。今日はこれからルビィと食事に行くんだった」

「なっ!?」

　オレの返事にこくこくと頷うなずく赤毛の幼女。

　そう、この子は何を隠そう例の卵から生まれたルビィである。

　無論、以前の記憶も引き継いでおり、生まれてすぐにオレに懐なついてきた。最近はムーと一緒にオレのベッドに入り込んで、オレの取り合いをしている。

　そういえばスィも小さい頃、そんなことをしていたなーと思っていると、

「ベンヌ！　キョウさんは私とご飯の約束だったんですよ！　どうしてあなたが先に行くんですか!?」

　見ると、上空から翼を広げて降りてくる少女がひとり。

　言うまでもなく、この世界の魔王にしてオレが育てた少女スィであった。

「おー、スィ。久しぶりじゃないか。世界樹の様子はどうだ？」

「は、はい。順調です、キョウさん。全ての世界樹もあと半年あれば元の大きさに成長するでしょう」

「そうか。アンスールの奴はどうだ？」

「お父さんは……今はシズと一緒に散り散りになった魔女達を集めて、共存のための街を作り始めています。そこは人も魔物も分わけ隔へだてなく暮らす街で、今では魔女ではない普通の人達も理解を示して、そこに集まってるそうです」

「そうか、アンスールもうまくやってるんだな」

　それを聞いてオレは安心した。

　これでようやく心残りが解消した気分だ。

「それよりも！　どうしてルビィと一緒に食事なんですか、キョウさん！」

「え、どうしてって……せっかくだし、ルビィも一緒にと思ったんだがダメだったか？　スィ」

「だ、ダメですよ！　私は二人っきりを想像していたのに！　き、キョウさんの噓つきー！」

　う、噓!?　別に噓は言ってないはずなんだが!?

　そんなスィの叫びに呼応するように小屋の扉が開き、その中にいたフィティスやイースちゃん、ムーが姿を現す。

「キョウ様、もしかしてこれからお食事ですか！　それなら私もご一緒致しますわ！」

「な、なら、私も……」

「ムーもー！」

「ちょ、なんで皆さんもついてくるんですか！　わ、私とキョウさんとの親密な時間が……！」

「なら、アタシも一緒に行こうかしら」

　困こん惑わくするスィをからかうようにリリィまで便乗する。

「ちょ、リリィさんまで……！」

「ごめんね、スィちゃん。けど、この件に関してはアタシも遠慮しないわよ。スィちゃんはアタシにとって大事な家族だけど、それでも譲ゆずれないものはあるのよ」

　そう言ってチラリとこちらを見るリリィ。

　それに何か気づいたのかスィもまた不敵な笑みを浮かべる。

「……分かりました。では、どちらが射い止とめるか勝負ですね」

「ふふっ、といってもライバルは多いし、当の本人はあの通り鈍にぶいから、この決着いつになるか分からないけれどね」

　と何やら可お笑かしそうに笑う二人。

　はて、一体なんのことだろうかと悩んでいる間に、再びオレの服をルビィが引っ張る。

「キョウ、ご飯ー」

「ああ、そうだったな。それじゃあ、久しぶりにミナちゃんのところに行くとするか」

「賛成ー！」

「ミナさんのご飯、久しぶりです」

「私も楽しみですわ」

「で、ですね」

「おっ、兄ちゃん達、今からご飯か。なら、オレ達も同行するか」

「ぴぃー！」

「わーい！　ご飯、ご飯ー！」

　賑にぎやかさを増し、街へと降りていくオレ達。

　暖かな日差しの中、オレは後ろを振り向く。

　そこにはオレが栽培した魔物達が今日も元気に育っている。

　旅は終わっても、オレとオレを取り巻く仲間と魔物達の物語はこれからもずっと続いていく。

　ここは異世界。

　そこにはオレの信頼する仲間とたくさんの魔物達がいます。

　そして、そこでオレがしている事は一つ。

　異世界ですが魔物栽培しています。











異世界ですが魔物栽培しています。　了








あとがき






　ＦＧＯ最高だぜ！（挨あい拶さつ）

　この挨拶から入ること六巻目、ついに最終巻です。

　まさかここまで書ききれることになるとは。本当にここまで買っていただいた皆様のおかげです。ありがとうございます。

　さて、この『魔物栽培』についてですが前巻のあとがきでも書いた通り、六巻を目標に書いておりました。

　といっても単純に一巻につき一人の勇者を出すというのが目的で、このため『六大勇者』の数ということで六巻になっています。

　アンスールに関しましては六大勇者とは異ことなるキョウ達の明確な障害、敵として登場させ、かつそれがただの悪では終わらないようにしておりました。

　これに関しましては私自身の創作におけるひとつのこだわりと言いますか、敵にもある程度の理由やそうなった経けい緯いなどを持たせたいと思っておりました。

　勿もち論ろん、純粋な悪というのもそれはそれで魅力的なのですが、『魔物栽培』という小説の中ではどのキャラにもそうなってしまった理由をつけて、それを解決に導くという手法を取らせていただきました。

　まあ、私自身が昔からワケありの敵が好きというのもあるのですが。

　今回のそれに当あたるキャラはアンスールとアラジンの二人ですね。

　この二人は当初から大体の設定が出来ており、ラストの敵は六大勇者最後の一人でもあるアラジンの予定でした。

　ラスボスはとにかく強敵にしたいと思い、アラジンの強さを見せつけるべく、なるべく強敵感を意識して執筆しました。

　それと今巻の最終巻で書きたかった一番の点は六大勇者の集結シーンでしょうか。

　それまでキョウが出会ってきた六大勇者達が彼を助けるべく駆けつけ、力を合わせる展開。割と王道な感じですが、これが書きたくて一巻一巻、一人の勇者のエピソードを書いていた部分もありました。

　キョウの武器は魔物を栽培するという能力ですが、それ以外に多くの人と結んだ絆きずなこそが一番の武器であり、これまでの彼の旅が無駄ではなかったということを描きたかったので、それを無事に果たせて満足です。これに関しては世界樹の栽培も同様ですね。

　ちなみに終わり方についても異世界に残るのか帰るのかで、ちょっと悩んだ部分もありますが、これも作中でキョウが言った通り、異世界で繋いだ絆があるのだから、そのまま戻るのは寂しいなという感じであのような終わりとなっております。

　といっても女神様のおかげで好きな時に地球に行き来できるので、別段不便はない感じですね。ある意味、魔物を栽培する能力よりもこっちの方がチートな能力ですね。

　それとあの後、キョウが誰だれとくっついたかも、これに関してもあえて誰と特定せず読者の皆様の想像にお任せしようかなーと。

　これもハーレム物でよくある展開ですが、主人公が誰かとハッキリ付き合って終わるというのも勿論いいのですが、あえてあやふやなままハーレムで終わるというのも、それはそれで色々妄想のしがいもあっていいかなーと。

　作中で明確に付き合ってるのはザッハークとアジ・ダハーカくらいでしょうか？　今思えばこの二人の間に子供が生まれればアラジン並のハイブリッドが生まれそうですね。その子を主人公にした物語を書くのも面白そうかも（言うだけはタダなあれ）。

　あ、あとなにげに実は作中でこの世界の全大陸を登場させるという密ひそかな目標も達成出来てました。

　第一大陸ケテルは今回の前半で登場したアラジンの国。第二大陸コクマーは四巻シンの国。第三大陸ビナーは五巻アリババの国。第四大陸ケセドは一巻最初の大陸。第五大陸ゲブラーは今回世界樹を植えるために寄った大陸。第六大陸ティファレトはアラジンの回想にあった彼の母親がいた大陸であり、彼が生まれた大陸。第七大陸ネツァクは二巻ロスタムの大陸。第八大陸ホドは三巻ザッハークの大陸。第九大陸イェソドは今回の最終決戦の地となった大陸。第十大陸マルクトは一巻の大料理大会でカサリナと雌し雄ゆうを決した場所。

　さすがに十大陸全部を登場させるのは無理かなーと思っておりましたが、割と名前だけの紹介の部分もありましたが最終巻までに全大陸の名前を出せてよかったです。これにて全てやりきった想い。

　とまあ、こんな感じになりましたが、最後までお付き合いいただいた皆様には誠まことに感謝です。

　最初の作品がこのようにキチンとした終わりを迎えられたのは本当に幸いです。ありがとうございました。

　あ、それと小説はこれにて終わりですがウェブ版の『異世界ですが魔物栽培しています。』はまだ続いておりますので、小説版が終わって寂さびしいと思った方は、ぜひこちらをよろしくです！

　小説版とは違う展開ですが、こちらはこちらでキョウの異なる物語を楽しんで頂ければと思います。

　それと漫画に関しましても、まだまだ連載中ですので、小説が終わってもこちらの漫画やウェブ版などをぜひよろしくです！

　あといつか出す新作に関しましても楽しみにして頂ければ！　予定としましては、私、雪せつ月げつ花かにしか書けないであろうテーマを題材にした小説に挑戦したいと思っておりますので期待していてください！

　それでは最後にこの小説を締しめるに相応ふさわしい最初で最後の挨拶をさせて頂きます。

　ＦＧＯ最高だぜ！



























異い世せ界かいですが魔ま物もの栽さい培ばいしています。６
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